
トンネバクが山錠でクマをとる

「其手練実に感ずるに鯨有」後方羊蹄日誌

n

北
海
道
自
然
保
護
小
史

野
生
動
物
の
興
亡

一
、

エ

ゾ

シ

カ

エ
ゾ
地
の

シ
力

日
本

の
狩
人

の
あ

い
だ
に
は

「
狩

と

い
ふ
は
鹿

に
限
り
た
る
こ
と
な
り
L
と

い
う
言
葉
が
あ

っ
た
と
い
う
が
、

ア
イ

ヌ
に
も
こ
れ
と
似

た
、

あ
る

い
は
そ
れ
以
上
に
シ
カ
を
重
視
す
る
考

え
方
が
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち

エ
ゾ

シ
カ
は
ア
イ
ヌ
語
で

ユ

ク
と

い
い
、

こ
の
言
葉
は
ぱ
じ

め
の
う
ち
は
、
狩
の
獲
物

の
中

で
そ

の
肉
が
食
料
と
し
て
重
要
で
あ
る

ク

マ
、

シ
カ
、

タ
ヌ
キ
な
ど
を
指
す
意

味

の
広
い
も

の
で
あ

っ
た
が
、

い
つ
の
ま

に
か
最
も
重
要
な

シ

カ
だ
け
を
指
す
言
葉

と
し

て
定
着
し
た
も

の
だ
と
い
う
(1
)。

エ
ゾ

シ
カ
は

ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
亜
種
と
さ
れ
、
そ
の
体

は
本
州
の

シ
カ
よ
り
も
大
型

で
あ
る
。
ア
イ

ヌ

に
と

っ
て
の

エ
ゾ

シ
カ

(
以
下

、
単

に

シ
カ
と
記
す
)

は
、
日
常
生
活

に
密
着

し
た
、
生
き

る
た
め

にど

必
要
な
食
料

資
源

な
ど
と
し
て
き
わ

め
て
重
要
な
存
在
で
あ

っ
た
。

「
鹿

は
夷
人
冬
山
中

に
入

っ
て
弩

(仕
掛

け
弓
)
を
掛
け
、
或
は
弓
を
以
て
射
捕

る
。
肉
は
食
し
、
皮

は
衣
と
し

て
、
其
余

を
売
出
す
。

其
数
少

な
か
ら
ず

。」
と

「
蝦
夷

拾
遺

」

(
天
明

六
年

・
一
七
八
六
)

に
記
さ
れ
(2
)、
「
松
前
志
」
(
天

明
元
年

・
一
七
八

一
)

に
ば

「
夷
人

エ
ッ
ク
と
云
ふ
。
其
皮
は
他
国
と
交
易
す
。
夷
人
好

ん
で
其
肉

ウ

食

ひ
、
又
生
体

を
吸
食

ふ
。
」
と
あ
る
(3
)。

エ
ゾ

地

に
は
農
作
物
が
な
か

っ
た
か
ら
、
天
明

の
飢
饒
な
ど
も
直
接
的

に
は
た

い
し
た
影
響

を
受

け

(二)
俵

吐

口
噺噂'

三

ず

に
す
ん
だ
が
、
そ
の
か
わ
り

シ
カ
が
捕
れ
な
く
な
れ
ぽ

エ
ゾ
地
に
飢
饅
が

お
と
ず
れ
る

こ
と
も
あ

っ

た
。
「
東
遊
記
」
(
天
明
四
年

・
一
七

八
四
)
に
は
、

「
近
年
雪
深
き
年
有

り
て
、
鹿

の
喰
も
の
な
し
。

蝦
夷
人
三
、
四
百
人
も
餓
死

の
も

の
有
り
と
聞
く
。
憐
れ
む

べ
き
事
也

。」

と
い
う
記
録
が
あ
る
(4
)。

シ
カ
が
多
く
生
息

し
、
か

つ
ア
イ
ヌ
の
生
活

に
深
く

か
か
わ

っ
て

い
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
横
津

岳

n

ユ
ク

・
オ
ツ

(
シ
カ

の
獲

物
が

あ
る
と

こ
ろ
)
、

勇
駒
別

1ー

ユ
ク

・
オ

マ
ソ

.
ペ
ツ

(
シ
カ
が
山

の
方

に
行
く
川
)
、
幾
寅

ー

ユ
ク

・
ト
ラ

シ
(
シ
カ
が
登

っ
て
行
く
と

こ
ろ
)
、
勇
来
1ー

ユ
ク

.
ル
ー
(
シ

カ
の
路
)
、
鹿

追
1ー
ク
テ
ク

・
ウ

シ

(
シ
カ
を
捕
え
る
垣
囲

の
あ

る
と

こ
ろ
)
、
置
戸
1ー
オ

・
ケ
ツ

・
ウ

ソ

・
ナ
イ

(川

口
に
シ
カ
皮
を
乾

す
枠

の
あ
る
川
)
な
ど
、
全
道

い
た
る
と
こ
ろ
に
シ
カ
に
ち
な
む
地

名
が
残

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
れ

る
(5
)。

シ
カ
は
群

を
な
し
て
生
活

す
る
の
で
、

ア
イ

ヌ
は
プ

シ
矢

(
ト
リ

カ
ブ
ト
の
毒
矢
)

を
使
う
ほ
か
、

鹿
追

の
地
名

の
よ
う

に
丸
太

で
大

き
な
垣
囲

い
を
作

り
、

シ
カ
を

一
カ
所

に
追

い
こ
ん
で
捕
え
た
り
、

海
岸

の
崖
地
に
追

い
つ
め

て
、
崖
下
に
落
ち
た
と
こ
ろ
を
捕

っ
た
り
し
た
と
い
う
(
a6
)
。

私
は
職
場
が
阿
寒
国
立
公
園
内

に
あ

っ
た
頃
、
地
元

の
ア
イ

ヌ
の
古
老

か
ら
、
屈
斜
路
湖

で
そ

の
昔

に
行
わ
れ
た

シ
カ
狩
り
の
話

を
き

い
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ

は
屈
斜
路
湖

の
南
岸
の
和
琴
半
島
付

近
に

は
よ
く

シ
カ
の
群
が
集

ま

っ
て
く

る
の
で
、
婦
女
子
た
ち
が
頃
あ

い
を
見
は
か
ら

っ
て
、

ア
イ

ヌ
犬
を

使

っ
て
シ
カ
の
群
を
半
島

の
基
部

か
ら
奥

の
方

へ
追

い
込

ん
で
ゆ
き
、

一
方
、
男
た
ち
は
丸
木
舟

に
乗

っ
て
先
廻
り
し
て
待

っ
て
い
る
と
、
は
さ

み
う
ち
に
あ

っ
て
逃
げ
場
を
失

っ
た

シ
カ
は
、
湖
中

へ
泳
ぎ

だ
し
自
由
を
失
う

の
で
、
そ
れ
を
捕

え
た
の
だ
と
い
う
。

こ
の
話
は
広
く
知

ら
れ
て
い
る
こ
と

で
は
あ

る
が
、
や
は
り
ア
イ

ヌ
か
ら
現

地
で
直
接
き
く
話

は
感

銘
ふ
か
い
も

の
が
あ

っ
た
。
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ば
か
り

「
東
蝦
夷

日
誌
」
(
文
久
三
年

・
一
八
六
三
)

に
は

日
高

の
新
冠
付
近
で
、
「
は
る
か
向

ふ
に
三
丁
計

の
間

一
面
赤
く

み
ゆ
る
故
に
、
彼

は
何
と
問
ふ
間

に
、
土
人
弓
矢
を
握

り
走

り
追
行
、
其
音

に
今

一
面

赤

く
草

の
枯
れ
た

る
か
と
見
し
処
、

八
方

に
散
乱

す
る
が

、
鹿

の
群
集
り
し
な
り
。
其
数
万
を
以
て
算

す

べ
し
と
思
は
る
。」
と
あ
り
(7
)、

「
西
蝦
夷
日
誌
」
(
文
久
三
年
)

の
積
丹
海
岸

の
描
写

に
は
、

「
此

浜

に
鹿

の
骨
多
く
、
あ
た
か
も
寄
木

の
如
く
あ
り
。
是
は
冬
分
山

に
住

み
難
く
、
浜
え
出
来
り
、
雪
に

ほ
う

そ
り
過

て
落

死
す
る
を
、
熊

は
そ
れ
を
夜

々
出
来

り
て
喰

ふ
よ
し
。
当
所
出
稼

の
者
等
、
冬
分

は
坪
の

い
く
そ
く
ば
く

日

(
大
波

の
日
)
、
皆
た
ほ
れ
し
鹿
を
拾
ひ
来

り
て
喰

ふ
と
。
其
骨
幾
若

干
と
も
取

尽
し
が
た
し
。
」
と

記
さ
れ

て
い
る
(8
)。

万

を
以

て
算
す
と
い
う

の
は
、

松
浦
武
四
郎

一
流

の
脚
色
で
あ

ろ
う
が
、

そ
れ

に
し

て
も
豊

か
な
生
息
状
態
が

し
の
ば
れ
る
。

と

こ
ろ
が
、
そ
れ
よ
り

一
五
〇
年

ほ
ど
前

の

「
松
前
蝦
夷
記
」

(享
保

二
年

・
一
七

一
七
)

に
は
、

「
鹿
、
蝦
夷
地

の
内
、
さ
る
、
夕
別
と
い
ふ
所

に
て
取
申
候
、

近
年

は
少
し
」
と
あ
り
(9
)、

そ
れ

か

い

げ
ん
ぞ
く

わ

ら
数
十

年
を

へ
た

「
夷
諺
俗
話
」

(寛
政
四
年

・
一
七
九
二
)

に
も

「
し
か
し
近
年
鹿
を
段

々
と
と
り

尽

し
、

残

り
た
る
鹿
、
東
蝦
夷

、'卿・、"募 蓄滋_』.,1_繍_

シカを とって料理す る 「夕方 シリアイノー頭

の鹿を崖の前にて射 留た る。是にて先安心 し

たた るに……」石狩 日誌

地
よ
り
海
を
越
し
て
南
部
地

へ

逃

去
り
た
り
と
て
、
今

は
蝦
夷

地
も
鹿
甚
だ
少
く

な
り
た
り
と

い
へ
り
。L
と
あ

る
(
aO1
)。

こ
う
し
て
み
る
と

エ
ゾ
地

の

シ
カ
は
、
南
部
地

へ
泳
ぎ
渡

っ

た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
ア

イ

ヌ
に
よ
る
狩
猟

、
大
雪

に
よ

る
弊
死
、
あ
る

い
は
オ
オ
カ
ミ

な
ど
捕
食
者
と

の
関
係
な
ど
が

か
ら

み
あ

い
な
が
ら
、
全
道
的

ま
た
は
地
域
的

に
、
そ
の
生
息

数

の
増
減
を
く
り
か
え
し
て
い

た
の
で
は
な

い
か
と
も
考

え
ら

れ
る
。

明
治
初
期
の
乱
獲

明
治
と
と
も

に
北
海
道

の
開
拓
は
本
格
化

し
、

札
幌

な
ど

に
も
移
民
が

ふ
え

て
き
た
。
し
か
し
札

幌

は
現
在

の
百
万
都
市

か
ら

は
想
像
で
き
な
い
ほ

ど

野
生
が
豊
か
で
、
丹
精
し

て
育

て
た
農
作
物

は

し
ば

し
ば

シ
カ
に
食
害
さ
れ
た
。
そ

の
実

情

ウ

「
札
幌
区
史
」

(
明
治
四
十
四
年
)

で
み
る
と
、

「
当
時
移
住
農
夫

の
最
も
苦
し
む
所
は
、
熊
、
狼

毒
蛇

に
あ
ら
ず

し
て
鹿
な
り
き
。
熊

、
狼

の
出
没

は
常
な

し
と

い
へ
ど
も
、
容
易

に
人
を
害

せ
ず
、

ー

エ
ゾ

地

の
自

然

(
前

回
)

■

野

生

動

物

の
興

亡

一
、

エ
ゾ

シ
カ

ニ
、

エ
ゾ

オ

オ

ヵ

ミ

三
、

ヒ
グ

マ

四
、

タ

ソ

チ

ョ
ウ

五
、

鳥

獣

保
護

の
流

れ

皿

自

然
保

護

の
発

展

(次

回

)

却

っ
て
人
を
見
て
逃

る
。
鹿

は
人
を
害
せ
ず

と
い

へ
ど
も
、
常

に
群
を
為
し
来

り
て
畠

圃
を
襲

ひ
、
穀

菜

を
喰

い
尽
す
。
為

に
作
付
地

の
四
囲

に
は
鹿

囲
な

る
も

の
を
作

る
の
必
要
あ
り
き
。
L
「
鹿

は
三
、
四

百
頭
も
群
を
な
し
て
来
り
、
最
も

ソ
バ
を
好

み
、

一
夜

の
中

に
二
、
三
反

の
畑

を
喰
尽
す
る
故
…
…
」

と
あ
り
(
all)
・

さ
ら
に
山
鼻
あ

た
り

へ
は
よ
く

シ
カ
の
大
群
が
集

り
・

や
が

て
そ

の
中

か
ら

二
頭

の
オ

ス
が
進
み
で
て
角
を
突
き
合
わ
せ
て
も

み
あ

い
、
勝

っ
た
方
が

メ
ス
の
群

を
卒

い
て
走

り
去

る
光
景
が

示
さ
れ
て
い
る
(b11
)・

と
こ
ろ
で
明
治
初
年

の
頃
は
、
日
本

の
鳥
獣
保
護

の
歴
史

の
上

で
は

一
種

の
空
白
時
代

で
あ

っ
た
。

す
な
わ
ち
江
戸
時
代

に
は
幕
府

、
各
藩

で
は
そ
れ
ぞ
れ
き
び
し

い
狩
猟
規
制
を

一
般
庶

民
に
課
し
て
い

た
が

、
明
治
維
新

と
と
も
に
そ

の
反
動
が
あ
ら
わ
れ
、
銃
砲
所
持
規
制
が
ゆ

る
ん
で
庶

民
も
鉄
砲
を
も

て
る
よ
う
に
な
り
、

村
田
銃

も
で
き
、

ま
た
廃

仏
思
想
も
高
ま

っ
て
殺
生
禁
断

の
戒
律
が
う
す
く
な

り
、
全
国
的

に
ツ
ル
、
ト
キ
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
、

ハ
ク
チ
ョ
ウ
、

ガ
ン
な
ど
が
狩
猟

の
対
象
と
し

て
乱
獲

さ
れ

は
じ

め
た

の
で
あ

っ
た
。

北
海
道

で
は
と
く

に

シ
カ
が

ね
ら
わ
れ
た
。
「
開
拓
使
事
業
報
告
」
(
明
治
十

八
年
)
の
統
計

に
あ
ら

わ
れ

た

シ
カ
皮

の
産
出
枚
数

は
・

表

二
の
と
お
り
で
(21
)・

明
治

八
年

の
七
万

六
千
枚
を
ピ
ー
ク
に
・

毎
年
数
万
枚
を
数
え
た
。

こ
の
他

に
統
計

に
は

「
鹿
」
と
い
う
項
目
が
あ

っ
て
毎
年

一
万
数
千
頭

の
記

載
が
あ

る
か
ら
、
そ
れ
を
合
わ

せ
れ
ぽ
莫
大
な
数

と
な
る
。

シ
カ
皮

は
天
保

(
一
八
三
〇
～

一
八
四
三
)

頃
に
日
高

の
沙
流
、
静
内

か
ら
は
、
い
ず
れ
も
三
千
枚

を
産
出

し
て
い
た
と
い
う
が
(13
)、

毎
年
数
万
枚

の
シ
カ
皮
が
産
出
さ
れ
る
と
い
う

の
は
、

い
か
に
生
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息

数
が
多

い
と
は
い
え
、

シ
カ
の
保
護
規

則

(表2)明 治初年の鳥獣捕獲数(開 拓使事業報告か ら作成)

13年 14年

明
ら
か

に
異
常
な
乱
獲
で
あ

っ
た
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

10年 fi奪11葬

6,080

(633)
94

82

7,659

(475)
224

62

35,036

(331)
135

57

24,529

(140)
207

22

7

33,708

245

「を軍皿「6軍 『
…3
i151

70,024158,034

7年

138161

52,895

76F

札

幌
本

庁

＼ ～ ＼}明 治6年

ツ,の 羽
　

シ カ(皮)!47,784枚

ク マ19頭

オオカ ㍉ 頭

1,364

(77)
51

7

408

(122)
88

10

68

(45)
41

1

9q
(65)`
37
16

51

(34)
20

12

109

60

4

2,762

(7)
19

32

1

4,591

(10)
37

4

8

11,281

(43)
39

1

2

5,844

(14)
46

8

10,173

74

3

6,450

62

3

6,398

59

　 『
14i

5,603

95

2

7,262

109

1ツ/ル
函1

酬 シカ(皮)

支
庁

ク'マ

オ オ カ ミ

㌧ ル根!

出1シ カ(皮)

マク

オ:オ'カ ミ

根

室

支
庁

4

10,206

(729)
164

121

1

12,658

(634)
349

76

8

46,385

(419)
215

59

2

30,469

(318)
290

38

15

43,932

(353)
339

12

18

64,593

260

6

76,422

220

41
58,498

171

2

55,046

128

ツ ル

シ カ(皮)

マク

オ オ カ ミ

全
道

合
計

(ク マ欄の()内 数字は有害獣駆除数、 クマ合計の()内 は最大値の合計 数)

こ
の
よ
う
な
乱
獲
ぶ
り
は
開
拓
使

に
と

っ
て
も
見
過

し
に
で
き
な

い
状
態

で
あ

っ
た
。
そ

こ
で
開
拓

使

で
は
、
明
治
九
年
十

一
月

に

「
鹿
猟
規
則
」
を
制
定

し
て

(
明
治
八
年
九
月
仮
規
則
)
全
道

に
公
布

し
た
。
そ

の
規
則

の
趣

旨
は

「
鹿

ハ
北
海
道
物
産

ノ

=

一
シ
テ

ソ
ノ
利
少

シ
ト
セ
ズ
、
然

ル

ニ
従
来

ソ

ノ
制

ヲ
建

テ
ズ
、

ミ
ダ
リ

ニ
猟
殺

モ

ッ
テ

ソ
ノ
種

ヲ
減
ジ
、
人
民
遂

ニ
ソ
ノ
利

ヲ
失

フ

ニ
至
ラ

ン
ト
ス
、

故

二
之

ヲ
保
護

シ
永

ク
ソ
ノ
利

ヲ
失

ハ
サ
ラ

シ
メ

ソ
ガ
為
、

コ
コ
ニ
規
則

ヲ
設
ク
。」
と
あ
り
(
a41
)、

資

源
保
全

の
考
え
方
が

は

っ
き
り
と
表
明
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
規

則
で
定

め
ら
れ
た
主
要
な
事
項

は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
で
あ
る
。

一
、
免
許
鑑
札

ナ
ク
シ
テ
鹿
猟

ヲ
為

ス
者

ハ
自
今
之

ヲ
禁
ズ
。

一
、
猟
者

ノ
員

ハ
毎
年
六
百
名

ヲ
限

ル
。
満
員

ノ
後
請
願

ス
ル
者

ハ
免
許
鑑
札

ヲ
与

ヘ
ズ
。

一
、
免
許
鑑
札

ヲ
頒

ス
ル
者

ト
イ

ヘ
ド

モ
毒
矢

ヲ
以

テ
猟
殺

ス
ル
ヲ
禁
ズ
。

一
、
猟
業

ハ
十

一
月

一
日

ヨ
リ
翌
年

二
月
二
十

八
日
ヲ
以

テ

一
期
限
ト

シ
、
右
期
間
外

ハ
出
猟

ヲ
禁

ズ
。

そ

の
頃
、
国

に
は
ま
だ
狩
猟
法
が
な
く
、
太
政
官
布
告

に
よ
る

「
鳥
獣
猟
規
則
」
が
全
国
的
に
施
行

さ
れ

て
い
た
。
そ

の
内
容

は
も

っ
ぱ

ら
銃
猟

の
規
制
、
安

全
確
保

の
観
点

か
ら
定
め
ら
れ
た
も

の
で
、

鳥
獣
保
護
的
な
観
点

か
ら

は
、
銃
猟

期
限
が
十

二
月

か
ら
三
月

ま
で
と
規
制
さ
れ

て
い
る
の
み
で
、
ど

ん
な
鳥
獣
を
、
ど
れ
ほ
ど

た
く
さ
ん
撃

っ
て
も

か
ま
わ
な
い
よ
う

に
な

っ
て
い
た
。
そ
れ
に
く
ら

べ
る

と

こ
の
鹿
猟
規

則
は
、
鑑
札
免
許
者
数

を
六
〇
〇
名

に
限
定

し
て
、

シ
カ
の
乱
獲

を
防
止
し
よ
う
と
し

た
意
図
が
、
き
わ
だ

っ
て
特
徴
的
で
、
き
わ

め
て
近
代
的
な
内
容

で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
、

い
わ
ば
鳥
獣
保
護

の
ポ
ピ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
原
型

と
も

い
う

べ
き
考
え
方

は

開
拓
使
顧
問

の
ケ
プ

ロ
ン
の
助
言
に
よ

っ
て
導
き
だ
さ
れ

た
も

の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち

「
開
拓
使
顧

問

ホ
ラ
シ

.
ケ
プ

ロ
ン
報
文
」

(明
治
十

二
年
)

に
よ
る
と
、
明
治

八
年

二
月

に
、
黒
田
清
隆
長
官

か

ら

の
シ
カ

の
保
護
政
策

に
関
す
る
質
問

に
対
し
、
ケ
プ

ロ
ン
は
お
よ
そ
次

の
よ
う

に
答

え
て
い
る
(
,りー
)
。

〃
シ
カ
は
相

当
に
乱
獲
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
の
ま
ま
で
は
二
、
三
年

で
絶
滅
し
て
し
ま
う
で
あ

ろ

う
。
そ
こ
で
こ
れ
を
予
防
す
る
た
め
、
e

メ
ス
ジ
カ
が
胎
児
を
も

っ
て
い
る
時
期
、
お
よ
び
仔
鹿
が
育

つ
ま
で
は
捕

ら
な

い
こ
と
。

口
毒
矢

は
残
酷
な
習
慣

で
無
駄
も
あ

る
の
で
使
用
を
禁
ず
る
こ
と
。
⇔
経

験
豊
か
な
猟
師
な
ど
か
ら
情
報

を
集

め
、

シ
カ
の
生
息
数

を
推
定
し
て

一
年
ご
と

の
捕
獲
数
を
制
限
す

る

こ
と
。
と
い

っ
た
内
容

の
規
則
を
作

る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
現
在

は
乱
獲
が
明
ら
か
な

の
で
、
当

面
は
捕
獲
数

を
少
な

め
に
す
る
の
が
良
策

で
あ
ろ
う
。
14
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す
な
わ
ち
鹿
猟
規

則
で
鑑
札
免
許
者
数

を
六
〇
〇
名

に
限
定

し
た
こ
と

は
、
⇔
の
捕
獲
数
制
限
の
手

段
と

し
て
考
え
ら
れ
た
も

の
で
あ

る
。
ま
た

ア
イ

ヌ
が
さ

か
ん

に
使
用
し
て
い
た
毒
矢

は
口
に
よ

っ
て

禁
止
さ
れ
た
。
そ
の
代
り
開
拓
使
と

し
て
は
、
ア
イ
ヌ
が
定
業
を
失

っ
て
生
活

に
困
れ
ば
転
業

を
あ

っ

せ
ん
し
、
毒
矢

を
猟
銃

に
代
え

よ
う
と
す
る
者

に
は
猟
銃
を
貸
し
与
え
る
こ
と
と
し
た
(b41
)。

明
治
初
年
に
お
け
る
ケ
プ

ロ
ン
の
母
国

ア
メ
リ
カ
で
は
、
ま
だ
西
部
開
拓
が
さ
か
ん
な
時
代

で
、

ア

メ
リ

カ
バ
イ

ソ
ン

(.バ
ッ
フ

ァ
ロ
ー
、
イ

ン
デ

イ
ァ
ソ
の
重
要
な
食
料

や
毛
皮
資
源
)
な
ど
が
白
人

の

毛
皮
業
者

な
ど

に
よ

っ
て
、
お
び
た
だ
し
く
乱
獲
、
殺
り
く

さ
れ

つ
づ
け

て
い
た
。

一
八
七
〇
年
代

に

は
よ
う
や
く

一
部

の
人
か
ら
、
そ
の
保
護

を
う

っ
た
え
る
声
が
大
き
く
な
り
は
じ
め
、

い
く

つ
か

の
西

部

の
州

で
バ
イ

ソ
ン
保
護
条

例
が
成

立
し
、
連
邦
議
会

で
も

こ
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
(16
)。

ケ
プ

ロ
ソ
が

こ
の
よ
う
な
母
国
の
動
き
を

い
ち
早
く
知

っ
て
い
た

こ
と
は

「
報
文
」
の

内

容
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
る
。
す

な
わ
ち

「
其
規

則

(
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
バ
イ

ソ
ン
保
護
条

例
)

ヲ
守
リ
、
遊
猟

ス
ル
ヲ
許

ス
。

此
規
則

ハ
、

殊

ニ
ソ
ノ
猟
殺

ノ
期
節

ト
、

ソ
ノ
獲

ル
所

ノ
方
法

ニ
ア

リ
。
余
、
是
等
各
種

ノ
律
例

ヲ
、
詳
細

三
不
ス
能

ハ
ズ

ト
イ

ヘ
ド

モ
、

ソ
ノ
事
柄

ハ
能

ク
之

ヲ
辮
知

セ

リ
。
依

テ
、
閣
下

ノ
問

二
就

テ
、
イ

サ
サ
カ
愚
案

ヲ
述
ブ

。」

と
し

て
、
さ
き

に
記
し
た
助
言
が
行
わ

れ
た
の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
し

て
明
治
初
年

の
北
海
道

に
は
、
全
国

に
先
が
け
て
ア

メ
リ
ヵ
的
鳥
獣
保
護
制
度
が
、

は
や
ば
や
と
導
入
さ
れ

た
の
で
あ

っ
た
。

シ
カ
肉
の
缶
詰
工
場

開
拓
使
は
北

海
道

の
殖
産
振
興

の
た
め
、
交
通
、
農
業

、
鉱
業

な
ど

の
施
策
を
積
極
的

に
す
す
め
る

と
と
も

に
、
味
噌

・
醤
油
製
造
所

、
鮭
鱒
缶
詰
製
造
所
、
製
粉
所
、
製
紙
所
、
木
挽
器
械
所

、
麦
酒
醸

造
所

(
サ
ッ
ポ

ロ
ピ

ー
ル
の
前
身
)

な
ど
、
四
〇
ヵ
所

ち
か
く

の
官
営
工
場
を
設
立
し
運
営

し
た
。
明

び

び

治
十

一
年
に
は
北
海
道

に
多
産

す
る

シ
カ
の
有
効
活
用
を
考

え
、
千
才

の
美

々
に
シ
カ
肉

の
缶
詰

工
場

ユ
ウ
フ
ツ

を
設
立
し
た
。
美

々
は
当
時

「
鹿
。

石
狩
、
胆
振
、
日
高
、
十
勝
四
国

二
産

ス
、
胆
振
国
勇
払
、
千
才

二
郡
ヲ
最

ト
ス
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
札
幌
本
庁
管
内

に
お
け
る

シ
カ
の
多
産
地
で
あ

っ
た
。
開
拓
使

事
業
報

告
に
よ
る
と
明
治
十

一
年

に
は
七
六
、
三

一
三
箇

の
缶

詰
が
生
産
さ
れ
た
(b2蓋
)・
そ

の
う
ち
約

五

万
箇

は
東
京

へ
、

一
万
五
千
箇

は
函
館

へ
、

一
万
箇
は
札
幌

へ
売

り
さ
ぽ

か
れ
た
と

い
う
。

明
治
十

二
年

に
は
缶
詰
工
場

の
ほ
か
に

シ
カ
の
生
肉

を
原
料

と
す

る
硝
石
製
造
所
も
美

々
に
併
設

し

た
。
そ

し
て
美

々
を
中
心
と
す
る
四
方
各

四
里

の
区
域

お
よ
び
十
勝
国
全
域
は
、

「
鹿
種
蕃
息

ノ
爲
、

該
地
在
籍
旧
土
人

ノ
外

ハ
、

シ
バ
ラ
ク
出
猟

ヲ
許

サ
ズ
L
と
定

め
、

シ
カ
の
資
源
保
続

を
は
か

っ
た
。

ま
た
同
じ
明
治
十

二
年

に
は
厚
岸

に
も
鮭
を
主
と
す

る
缶
詰
工
場
を
建

て
、
八
、
五
七

二
箇

の
シ
カ
肉

缶
詰
を
製
造
し
た
。

一
方
、
明
治

九
年

に
制
定
さ
れ
た
鹿
猟
規
則

の
方
は
、
さ
き
に
記

し
た
と

お
り
鑑

札
免
許
者
数
を
六

〇
〇
名

に
限

っ
た
が
、
当
時

は
政
策
の
浸
透
が
不
十
分
だ

っ
た
た
め
か
、
鑑
札
免
許
者
数

は
定
員

に
満

た
な
い
状
態

で
(
a81
)、

し
か
も

シ
カ
皮
生
産
枚
数

麓

猟
規
則
制
定
以
降

に
激
減
す
る
と
い
う

効

果

も

あ
ら
わ
れ
な

か

っ
た
。
そ
れ
な
の
に
開
拓
使
で
は
明
治
十

一
年

に
鹿
猟
規
則
を
改
正
し
、
ケ
プ

ロ
ソ
の

助
言
に
反

し
て
六
〇
〇
名

の
定
員
を
七
八
○
名

に
増
員

し
て
し
ま

っ
た
。

こ
れ

は
お
そ
ら
く
缶
詰

工
場

の
原
材
料

の
補
給

を
円
滑
に
す

る
た
め
の
配
慮

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち

こ
の
時
点

で
、
野

生
動
物
保
護

政
策
は
産
業
開
発
政
策
に

一
歩
を
譲

る
こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

大
雪
-に
よ

る
シ
カ
の
激
減

し
か
し
ま

こ
と
に
皮
肉
と

い
う

べ
き

か
、
缶
詰
工
場
が
建

設
さ
れ
た
翌
年

の
明
治
十

二
年

に
は
北
海

道

に
記
録
的

な
大

雪
が
降
り
、

シ
カ
は
雪

に
足
を
と
ら
れ
、
餌

を
失

い
、
何
十

万
頭
も
餓
死
、
凍
死

し

て
し
ま

っ
た
。

当
時

の
気
象
観
測
資
料
か
ら
、

札
幌

の

一
、
二
月

の
積
雪
深
を
み
る
と
(偽
)・
明
治
+

年

.
一
.
五
六
米

、
十

一
年

・
一
・
二
六
米

に
対
し
、
十

二
年

に
は
三

・
一
四
米
に
な

っ
て
い
る
。
屯

田
兵
と
し
て
明
治
初
年

の
北
海
道
生
活
を
体

験
し
た
栃
内
元
吉

は
、
後
年

に
な

っ
て
札
幌

の
大
雪
を
次

の
よ
う

に
回
想
し

て
い
る
(-8
)。

「
明
治
十

二
年

二
月
十

一
日

の
晩
よ
り
、
十

二
日
に
か
け
て
の
大
雪
は

札
幌

に
て
七
尺
積
雪
あ
り
。
そ

の
頃
は
今
よ
り
大
体
雪

は
多
か
り
し
。
そ
れ
が

一
夜

七
尺
降

り
た
り
。

夕
刻

よ
り
朝

に
か
け
て
最
初

は
さ
ら
さ
ら
雪
な
り
し
。
風

な
く
朝

に
な
り
て
少
し
く

し
め
れ
り
。
…
…

千
才
よ
り
室
蘭

に
か
け
て
の
鹿
拡
す

べ
て
死
亡
せ
り
。
…
…
野
飼

の
馬

は
大
抵
死

せ
り
。
日
高

の
海
岸

沿

は
左
程
な
ら
ざ

り
し
。
十

二
年
夏

、
家
村
純
成

陸
路
根
室

に
出
張
し
、
十
勝

原
野

に
入
り

て
、
鹿

の

死
体
は
五
十
頭

、
三
十
頭
、
多
き
は
百
頭
と
、
通

路
、
通
路

に
集
団
し
て
死

し
あ

り
し
を
見
た
り

。」

ま
た
開
拓
使

の
御
雇
外
国
人

の
エ
ド

ウ
ィ

ン

・
ダ

ン
は

「
一
八
七
八

(
明
治
十

一
)
年
か
ら
七
九
年

へ
か
け

て
の
冬

は
非
常

に
厳

し
か

っ
た
。
北
海
道
中
、
海
岸
線
ま
で
す

っ
か
り
雪
が
積

っ
た
。
…
…
鹿

は
最
も
良

い
避
難
場
所

の
谷

や
沢

へ
幾
千
頭
も
集

ま

っ
て
き
た
。
そ

こ
で
は
雪
が
深

い
た
め
に
、
雪
靴

を
は
い
た
ア
イ

ヌ
人
達

は
や
す
や
す
と
鹿
を
襲

い
、
犬
と
棍
棒

と
で
何
万
も
打
ち
殺
す
こ

と

が

で

き

む

か
わ

た
。
縦
十

五

マ
イ

ル
に
横
五

マ
イ

ル
く

ら
い
の
鵡
川
地
区
だ
け
で
も
七
万
五
千
も
の
骸
骨
が
、
春

に
政

府
か
ら
鹿

の
損
害

を
確

か
め
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
人

々
に
よ

っ
て
数

え
ら
れ
て
い
る
。」

と
記
し
て
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い
る
(19
)。

さ
ら
に

「
札
幌
県
勧
業
課
第

一
年
報
」

に
は

「
十
勝
川
支
川
な

る
利
別
川
畔

の
如
き

は
鹿
屍
累

々
堆

を
成
し
、
夏
期

に
至
り

て
漸
次
腐
敗

し
十
勝
沿
川
十
数
里
の
間

に
住
居
す

る
も

の
河
水
を
飲
用
す

る
に

堪

へ
ざ
り
し
と
。
又
十
勝
以
東

に
於

て
拾
得

た
る
落
角
お
よ
そ
十

六
万
箇

に
及
び
た
り
と

い
ふ
。」

と

い
う
記
録
が
あ

る
と

い
う
(
b6
)
。

こ

の
よ
う
に

シ
カ
が
激
減
し
た
の
で
美

々
の
缶
詰
工
場
の
生
産
も
、
明
治
十

二
年

に
は
前
年
の
三
分

の

一
以
下

の
、
一,一
一
、

二
六
八
箇

と
な
り
、
明
治
十
三
年
、
十
四
年

に
は
製
造
を
中

止
せ
ざ
る
を
得

な

い
状
態
に
お
い
こ
ま
れ

て
し
ま

っ
た
。
明
治
十
七
年

に
は
工
場

を
廃
止

し
、
財
産
を
処
分
す
る

こ
と
と

な

っ
た
が
、
そ

の
処
分
決
定
理
由
書

に
は

「
美

々
近
傍
野
鹿
群

ヲ
ナ

シ
猟
獲
極

メ
テ
多

キ
ヲ
以
テ
、
鹿

肉
缶
詰

ノ
タ
メ
之

ヲ
設

ケ
シ
モ
、
明
治
十

二
年

ノ
大
雪
、
山

ヲ
埋

メ
、
野
鹿
凍
死

ス
ル
モ
ノ
彩

シ
ク
、

カ
ツ
幌
内
炭
鉱
起
業
以
来
人
跡
深

ク
山
谷

二
入
リ
、
加

フ
ル

ニ
鉄
道
線
路
該
獣

生
息

ノ
区
域
ヲ
遮
断

セ

シ

ヨ
リ
、
猟
獲

ト
ミ

ニ
減

ジ
、
十
三
年
以
降
休
業
現
今
タ
ダ
建
物
什
器

ヲ
保
管

ス
ル
ノ
ミ
、
到
底
再
興

ノ
見
込

ア
ラ
ズ
、
依
テ
廃

止
ス
ベ

シ
。」
と
あ
る
(02
)。

缶
詰
工
場
は
わ
ず
か
二
、
三
年

の
操
業

を
行

っ

た

の
み

で
、
不
幸
な
大
雪
と
、
環
境

の
変
化

に
よ

っ
て
、
資
源
を
得
ら
れ
な
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
の
だ

っ
た
。

と
く

に
幌
内
鉄
道

の
開
通

の
影

響

に
ふ
れ

て
い
る
の
は
、
開
発

が

シ
カ

の
生
息
地
域
を
せ
ば
め
た
事

-
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

「
西
蝦
夷
地
イ

シ
カ
リ
川
の
南

(
西
?

)
の
山

に
住
む
鹿

は
秋

八
、

九
月

の
頃
、
イ

シ
カ
リ
川

を
渡
り

て
東
蝦
夷
地

シ
コ
ツ
(
現
在

の
千
才
付
近
)
と
い
ふ
所

の
山

へ
行
く
。

是

は
西
地
は
雪
深
く
食
物
な
き
ゆ

へ
、
東

地
の
方

へ
移
る
な
り

。」

と
す
で
に
寛
政
四
年

(
一
七
九
二
)

の

「
夷
諺

俗
話
」

に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
(b,(1
)・

シ
カ
は
季
節
と
と
も

に
雪
の
少

い
地

方

へ
集

団
移
動
す

る
。
し
か
し
そ

の
移
動
は
鉄
道
が
開
通

し
た

こ
と
に
よ

っ
て
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
と

い
う
見
方
が
さ
れ

て
い
る

の
で
あ

る
。

そ
の
後
の
シ
カ
の
消
長

開
拓

の
歴
史
が
古

い
道
南
地
方

で
は
、
明
治
十

二
年

の
大
雪
害

を
受
け

る
以
前
か
ら

シ
カ
が
少
な
く

な

っ
て
い
た

こ
と
は
、
表
二
の
函
館
支
庁
管
内

の
シ
カ
皮
産
出
数
を

み
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。
そ

こ
で

開
拓
使

で
は

シ
カ
の
豊
富

な
札
幌
本
庁
管
内

で
生
け
ど
り
に
し
た

シ
カ
を
、
函
館
支
庁
管
内

へ
放
獣
し

よ
う
と

い
う
計
画
を
も

っ
て
い
た
ら

し
い
。
す
な
わ
ち
明
治
十

一
年

八
月
、
札
幌
本
庁

か
ら
函
館
支
庁

あ

て
に

「
シ
カ

一
頭
、
明
日
、
稲
川
丸

ニ
テ
森

へ
送

ル
。
受
取
人
出
張

ア
リ
タ
シ
。
」

と
い
う
電
報
が

う
た
れ
、
函
館
支
庁

の
係
員

が
森

へ
出
張
す
る
と
い
う
内
容

の

「
鹿
受
取

と
し
て
出
張
之
儀
伺
」

の
文

書
が
道
行
政
資
料
課
に
残

っ
て
い
る
。
わ
ざ

わ
ざ
生
き

た
シ
カ
を
室
蘭
か
ら
森

へ
船

で
送

る
と

い
う
の

は
、
当
時

は
動
物
園
も
な

い
こ
と
で
あ

る
し
、
放
獣

の
た

め
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。
し
か
し

こ
の
計

画
も
実

を
結

ば
な

い
う
ち
に
明
治
十
二
年

の
大
雪
を
む
か
え
た
の
で
あ

っ
た
。

明
治
十

二
年
の
あ
と
明
治
十

四
年

に
も
大
雪
が
あ

り
、

シ
カ
は
さ
ら
に
激
減

の

一
途
を
た
ど

っ
た
。

そ

の
た
め
北
海
道
庁

(
明
治
十

九
年

に
北
海
道
庁
設
置
)

で
は
明
治

二
十
二
年
三
月
、

「
本
道

二
於
テ

当
分

ノ
内
、
鹿
ヲ
猟
獲

ス
ル
ヲ
禁
ズ
。
違

フ
者

ハ
違
警
罪

ヲ
以

テ
罰

セ
ラ
ル
ベ

シ
。」

と

い
う
庁
令

を

発
し
て

シ
カ
を
禁
猟

と
し
た
(21
)。

そ

の
頃
は
原
野

に
散
乱

す
る

シ
カ
の
落
角

を
拾

い
集

め
て
商
売

に
す
る
人
も

い
た
。
明
治

二
十
五
年

の

「
北
海
道
銃
猟
案
内

」

に
は
、

「
釧
路
地
方

に
て
は
五
、

六
年
前
ま
で
は
鹿
角
を
拾

ふ
て
利
を
得

し

も

の
あ
り
。
之
を
採
集

す
る
に
は
初
秋

の
頃
原
野
に
火
を
放
ち
草
叢
を
焚
き
此
所
彼
所

に
散
落
ち
し
も

の
を
見
出
す
な
り
。
此
方
法

に
て

一
日
二
、
三
円
乃
至
四
、
五
円
を
得
し
も
の
あ
り
。
斯
く

て
各

々
競

ふ
て
原
野

に
火
を
放

ち
し
か
ば

、
時

に
延
焼

し
て
山
林

の
大
火
と
な
り
た
る
事
さ

へ
あ
り
。
於
是
か
該

地
方

に
て
は
鹿
角

の
売
買

さ

へ
禁
ず
る
に
至
れ
り

。」
と
あ
る
(
a22)・

こ
う
し

て
シ
カ
は
禁
猟

と
な

り
、
落
角

の
売
買
も
禁
ぜ
ら
れ
た

の
で
、

シ
カ
は
再
び

い
く
ら
か
つ

つ

生
息
数
が
回
復

し
て
き

た
。

ま
た
後

述
す
る
よ
う
に
、

こ
の
頃
は
オ
オ
カ
ミ
が
い
な
く
な
り

つ
つ
あ

っ

た
の
も
幸

い
し
た
こ
と

で
あ

ろ
う
。
さ
き

の
銃
猟
案
内

に
は

「
本
年

(
明
治

二
十
五
年
)
十
勝
地
方

の

蕃

殖
の
模
様
を
聞

く
に
追

々
増
加

の
景
況
な
れ
ば
異
日
猟

獲

の
好
望
あ
り
と
云
ふ
べ
し
」
と
あ

っ
て
、

そ

の
回
復
が
期
待
さ
れ

て
い
る
(響

明
治
三
十
五
年

の

「
殖

民
公
報
」

に
は

「
家
畜
動
物
を
除
き
そ
の
他

の
鳥
獣
は
拓
殖

の
進
歩
と
乱
獲

に
よ
り
年

々
そ

の
数

を
減

じ

つ
つ
あ
る
は
最

早
疑

ふ
べ
か
ら
ざ
る

の
事
実

な
り
。
…
…
鹿
は
開
拓
使

の

初

め
本
道
到

る
処
之
を
見
ざ

る
は
な
か
り
し
も

、
乱
獲

の
結
果
、

一
時
は
ほ
と
ん
ど
そ

の
跡
を
絶

た
ん

と
す

る
に
到

り
し
か
ば
、

明
治
十
五
年

(
二
十

二
年

の
誤
り
?
)
鹿
猟

を
禁
止
し
、

之
を
保
護
し

た

る
。
以
来
漸
次
繁
殖

し
、
近
年
地
方

に
よ
り
て
農
作
物
を
害
す
る

こ
と
甚

だ
し
き
よ
り
、
そ

の
禁

止
を

て
ん

解
き
し

か
ば
再
び
そ

の
産
出

を
見

る
に
到
り
、
目
下
紹

に
次
げ
る
産
出
あ
り
。
そ
の
産
地
は
釧
路
、
檜

山
、
網

走
、
河
西
、
浦
河
等

の
各
支
庁
管
内

と
す

。」

と
し
て
、

六
、
〇
五
六
枚

の

シ
カ
皮
を
産

し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
(23
)。

そ
の
間
、
明
治
二
十

八
年

に
は
狩
猟
法
が
公
布
さ
れ
、
全
国
的

に

「
牝
鹿

ハ
十
月

一
日

ヨ
リ
七
月
十
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五
日

マ
デ
、
牡
鹿

ハ
十
月

一
日

ヨ
リ
十

一
月

三
十

日

マ
デ
捕
獲

ス
ル
コ
ト
ヲ
停

止

ス
L

と
定
め
ら
れ

た

が
、
と
く

に
北
海
道

で
は

「
保
護
期
外
タ
リ

ト
モ
鹿

ノ
捕
獲

ヲ
停
止

ス
」
と

い
う
措
置
が
、
明
治

三
十

三
年

ま
で
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
(24
)。

そ

の
後

の

シ
カ
の
捕
獲
数
を

「
北
海
道
庁
統
計
書
」

か
ら
拾

っ
て
み
る
と
、
明
治

三
十

八
年
に
三
八

三
頭
、
四
十

三
年

に

一
八
三
頭

(
う
ち
河

西

一
五
五
、
そ

の
他
釧
路
、
浦
河
、
函
館
各
七
～
八
、
そ

の

他
六
)
、
大
正
六
年

に
四
十

八
頭

(釧
路

二
〇

、
浦
河

=
二
、
そ
の
他

一
五
、
河
西

は
皆
無
)
、
八
年

に

は
わ
ず

か
十
六
頭

(
河
西
七
、
釧
路
五
、
浦

河
四
)
と
、
年

々
い
ち
じ
る
し
く
減
少
し

て
い
っ
た
。
そ

テ
ン

の
た
め
農
商
務
省

で
は
大
正
九
年
十

一
月

に

「
左

ノ
通
狩
猟
獣
類

ノ
捕
獲

ヲ
禁
止

ス
。

一
、
紹
、
鹿
。

一
、
禁

止
区
域

、
北

海
道
」
と
し
て
、
全
道

の

シ
カ
と
テ

ン
を
禁
猟
と
し
た
(25
)。

こ
の
捕
獲
禁

止
は
永

ら
く
続

い
た
が
、

一
方

に
お
い
て
は
不
心
得
な
密
猟

者
も
か
な
り
い
た
よ
う
で

あ
る
。
昭
和

九
年

の

「
阿
寒
国
立
公
園
地
帯

の
動
物
」

に
は

「
…
…
大
正
九
年

に
な

っ
て
再
び
そ
の
滅

亡
を
恐

れ
て

こ
れ
を
禁
猟

に
し
、
今
日
に
及
ん
だ

の
で
あ
る
が

、
僅

か
に
残
存

し
た
も
の
も
年

々
の
密

お
と
ふ
け

猟

で
日
高

の

一
部
、
十
勝
音
更
と
阿
寒
地
方

に
数

へ
る
程

の
鹿
が
辛
う
じ
て
棲
息

し
て
い
る
。
阿
寒
地

方
で
は
雌
阿
岳

の
西
北
足
寄
側

の
俗
称
濁
川

の
漢
谷

に
居
り
、
越
年
し
て

い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
雪

上

の
足
跡

に
よ
り
十
数
頭
棲
息
す
る
と

云
は
れ
、
仔
鹿

の
跡
も
あ

り
、
繁
殖
増

加
の
傾
向
が
あ
る
。
…

…
昨
年

(
昭
和

八
年

)
十

二
月
雄
阿
寒
岳
山
麓

で
鹿
を
密
猟

し
た
も

の
が
あ

っ
た
。」

と
あ
り
、
付
記

さ
れ
た
斜

里
岳

の
項

に
は

「
鹿
の
棲
息
す

る
こ
と
を
聞
か
な
い
。」
と
記
さ
れ

て
い
る
(26
)。

し
か
し
第

二
次
大

戦
が
激
化
す
る
と
と
も

に
、
壮
年
男
子
の
出
征
、
火
薬

の
入
手
難
な
ど

で
密
猟
者

も

へ
り
、

シ
カ
の
生
息
数
は
徐

々
に
回
復
し

て
き
た
。

終
戦
を
迎
え
た
頃
に
は
、
日
高
を
中
心
と
し

て
、
十
勝

、
北
見

、
釧
路

の
国
境
付
近
な
ど

に
か
な
り

の
シ
カ
の
姿
を
認
め
る
よ
う

に
な
り
、
そ

の

一

部

は
進
駐

ア
メ
リ
カ
軍
将
校

の
特
権
的

ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
の
対
象
と
し
て
猟
獲

さ
れ
た
と

い
う
(
C6
)
。

戦
後

の
シ
カ
の
解
禁

終

戦
と
と
も
に
多
く

の
人

々
が
外
地

か
ら
引
き
あ
げ
て
き

た
。

こ
の
人

た
ち
に
生
活

の

場

を

あ

た

え
、
あ
わ
せ
て
食
糧
危
機
を

の
り
き

る
た

め
に
、
緊
急
開
拓
事
業

の
実
施
が
国
策
と

し
て
決
め
ら
れ
、

北
海
道

に
も
多
く

の
開
拓
者
が
入
殖

し
た
。
開
拓
者
が
入
殖
し
た
と

こ
ろ
は
、
そ
れ

ま
で
の
土
地
利
用

で
は
か
え
り
み
ら
れ

な
か

っ
た
山
間

へ
き
地
が
多
く
、
幾
多

の
悪
条
件
と
闘

い
な
が

ら
、
僅
か
ば
か
り

の
農
作

物

の
収
獲
が
期
待

で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
時
期

は
、
皮
肉

に
も

シ
カ
の
生
息
数

の
回
復
期
と

一

致

し
て

い
た
。

シ
カ

の
害

は
山
間

に
点
在
す

る
農
家

の
畑

に
集
中
す

る
の
で
、
被
害

を
受
け
る
農
家
に

(表3)オ スジ力捕 獲数

(有害駆除には若干のメスジカを含む)

計年麹 猟膣 棚
420頭

561

663

763

1,503

1,829

2,248

3,159

3,231

2,346

2,632

2,268

2,908

2,305

1,813

142頭1

18gi

29

11

33

01

22

56

37

58

07

92

15

30

3

3

7

6

7

6

4

3

2

1

9
臼

9
臼

41

113

99

115

173

239

3,676

1,306

1,394

1,588

2,816

278頭

372

434

552

1,170

1,528

1,526

2,503

2,494

1,688

2,225

1,876

2,693

2,175

1,772

3,563

1,207

1,279

1,415

2,577

昭32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

と

っ
て
は
死
活

に
か
か
わ
る
深
刻
な
問
題
と
な

っ
た
。

そ

こ
で
昭
和

二
十
六
年

に
道

で
は
日
高

の
様
似
に

シ
カ
の
猟
区
を
設
定

し
た
。
そ
れ
は
シ
カ
に
よ
る

被
害

を
防
除
す

る
こ
と
と
、
や
が

て
予
想

さ
れ
る
解
禁

に
そ
な
え

て
、

ハ
ソ
タ
ー
を

シ
カ
猟

に
な
れ
さ

せ
る
意
味
あ

い
を
も

っ
て
い
た
。

こ
の
猟
区

は
昭
和
三
十

一
年
ま

で
六
年
間

つ
づ
け
ら
れ
、
毎
年
四
～

八
日
間
開
猟
さ
れ
、
四
、
五
十
名
が
入
猟
し
、
五
～
十

一
頭

の
オ

ス
ジ
カ
が
捕
獲
さ
れ
た
。

一
方

、
昭
和
三
十
年
か
ら
は
農
林
業
被
害
地

に
お
け
る

シ
カ
の
有
害
獣
駆
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、
昭
和

三
十
年

に
二
二
頭
、
三
十

一
年

に
四
五
頭
、
三
十

二
年
に

一
四

二
頭
が
駆
除
さ
れ
た
。
ま

た
昭
和

三
十

二
年
か
ら
は
、
農
林
業
被
害

の
多

い
、
日
高
、
十
勝
、
網
走
支
庁
管
内

の

一
部
町
村

で
、

オ

ス
ジ
カ
の
捕
獲
禁
止
解
除
区
域

の
設
定
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後

の
シ
カ
の
捕
獲
数

は
表
三

の
と
お
り

で
、
近
年

は
毎
年
千
数

百
頭

か
ら

二
千
頭
あ
ま
り
が
捕
獲
さ
れ
て

い
る
。

釧
路

支
庁
管
内
で
は
昭
和
五
十

一
年
ま

で
解
禁
さ
れ
な

か

っ
た
が
、
そ

の
生
息
数

は
近
年
か
な

り
増

大

し
て
き
て

い
る
ら
し

い
。

そ

の
こ
と
は
、

国
道

を
横
切
ろ
う
と
し
た

シ
カ
が
自
動
車
に
衝
突
し
た

り
、
列
車

に
ひ
か
れ
た
り
、
犬
に
追
わ
れ

て
市
街
地
に
と
び

こ
ん
だ
り
、
あ
る

い
は
人
目

に
ふ
れ
や
す

い
と
こ
ろ
で
衰
弱
し
て
い
る
の
を
収
容
さ
れ
た
り
す
る

シ
カ
が
急
激
に
ふ
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
も

推
察

で
き

る
。
釧
路
支
庁
管
内

に
お
け

る
こ
の
種
の
事
故
件
数

は
左

の
と
お
り

で
あ
る
。

昭
四
三
(
年
度

)

昭
四
四

昭
四
五

昭
四
六

昭
四
七

昭
四
八

昭
四
九

昭
五
〇

昭
五

一

〇
件

一

〇

一
一

一
一

二
二

三

六

四

一

四
三

こ
の
た
め

マ
リ
モ
国
道

(国
道

二
四
〇
号
線
)
な
ど
に
は
、
ド

ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て

シ
カ
の
飛
び
出

し

に
注
意
す
る
よ
う
、
道

で
は

シ
カ

の
頭

を
図
案
化
し
た
交
通
標
識
を
設
置
し
た
。
純
粋

の
野
生
動
物
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に
対
し

て
、

こ
の
種

の
標
識
が
必
要

な
地
域

は
全
国

で
も
そ
う
多
く

は
な

い
だ
ろ
う
。

し

か
し

シ
カ
が
増
え

て
き
た

か
ら
と

い

っ
て
、
そ

の
解
禁

に
は
ま
だ
問
題
点
が
多

い
。
昭
和
四
十
七

年
、
北
見
地
方

に
局
地
的
大
雪
が
降

っ
た
と
き

は
、
雪

に
足
を
と
れ
ら
れ

る

シ
カ
の
群

に

ハ
ン
タ
ー
が

殺
到
し
、

メ
ス
ジ

カ
を
含
む

シ
カ
が
大
量

に
捕
殺
さ
れ
、
世
間
か
ら
は

ハ
ソ
テ
イ

ン
グ

ア

ニ
マ
ル
と

批
判
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
を
き

っ
か
け
に
鳥
獣
保
護
及
狩
猟

二
関

ス
ル
法
律

(
施
行
規

則
第

四
条
)

は

シ
カ
の

一
人

一
日
あ
た
り

の
捕
獲
数
を

一
頭
と
制
限
す
る
よ
う

に
改
正
さ
れ
た
。
し
か
し
野
生
鳥
獣

の

乱
獲
を
防
ぐ

に
は

一
人

一
日
何
頭
と
い
う

こ
と

で
な
く
、

シ
ー
ズ

ン
あ
た
り

の
捕
獲
数

と

ハ
ソ
タ
ー
の

総
数
を
制

限
す

べ
き

で
あ
る
が
、
残
念

な
が
ら
現
在

の
日
本
で
は
仮

に
そ
れ
が
実
施
さ
れ

て
も
、
実
効

を
担
保
す
る
監
視

シ
ス
テ
ム
が
追

い
つ
か
な

い
。

ま
た
現
在

の
捕
獲
数
が

シ
カ
の
全
生
息
数

の
ど

の
く
ら

い
の
割
合

に
な

っ
て

い
る
の
か
も
、

よ
く
は

解
明
さ
れ
て
い
な

い
。
道

と
し
て
も
そ

の
調
査

に
つ
と
め
て
は
い
る
が
、
現
在

の
と

こ
ろ
は
、
貯
金
残

高
が

い
く
ら
あ
る

の
か
解
ら
ず

に
銀
行

か
ら
現
金
を

ひ
き
だ
し
て
い
る
よ
う

な
不
安
な

一
面
が
残
る
。

そ

の

一
方

で

シ
カ
の
生
息

数
が
ふ
え
、
農

林
業
に
被
害

が
で
れ
ば
、
そ

の
苦
情

は
鳥
獣
保
護

サ
イ
ド

に
集
中
す
る
。
そ

し
て
農
林

業

の
被
害
を
防
除
す
る
た
め

に
は
、
狩
猟

に
よ

っ
て

シ
カ
の
生
息
数

を
押

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

で
き
る

こ
と
で
あ

れ
ぽ

、
狩
猟

は
や
め
さ
せ
、
有
害
鳥
獣
駆
除

は
狩
猟

で
は
な
く
行
政

の
責
任

で
行

い
、
し

か
も
ま
だ
被
害

が
で
る
場
合

に
は
共
済
制
度

な
ど

に
よ

っ
て
補

償
す

る
、
と

い
う
よ
う

に
な
る

こ
と
が
理
想

で
あ
ろ
う
が

、
現
段
階

で
は
ま
だ
遠

い
夢

で
あ

る
。
た
だ
い
ず
れ

に
し
て
も
、
北
海
道

の

シ
カ
は
明
治

以
来

、
二
度

に
わ
た
り
絶
滅
寸
前

の
状
態

か
ら
回
復

し
た
も

の
で
あ

り
、
今
後

の

シ
カ
の

消
長
も
、
わ
れ
わ
れ
人
間

の
責
任

に
帰
す

る
と

こ
ろ
が
大
き

い
と
い
わ
な
け
れ
ぽ

な
ら
な

い
。

〈
註
〉

ω

知
里
真
志

保

・
分
類

ア
イ

ヌ
語
辞
典

(
知
里
真
志
保
著
作
集
別
巻

1
、
昭
五

一
)

一
七
二
頁
。

②

佐
藤
玄
六
郎

・
蝦
夷

拾
遺

(
北
門
叢
書

1
、
昭
四
七
復
刻
)

二
七
五
頁
。

③

松
前
広

長

・
松
前
志

(
北
門
叢
書
H
、
昭
四
七
復
刻
)

一
九
五
頁
。

④

平

秩
東
作

・
東
遊
記

(
北
門
叢
書
皿
、
昭
四
七
復
刻
)

三
六
四
頁
。

⑤

更
科
源
蔵

・
ア
イ

ヌ
語

地
名
解

(昭

四

一
)

一
二
七
頁
ほ
か
。

⑥

犬
飼
哲
夫

・
北
海
道

の
鹿

と
そ

の
興

亡

(
北
方
文
化
研
究
報
告
、
昭

二
七
)

a

一
八
頁
、
b

二
八

頁
、

c
四

一
頁
。

ω

松
浦
武
四
郎

・
東

蝦
夷

日
誌

(時

事
新

書
、
昭

三
七
)

一
六
〇
頁
。

⑧

松
浦
武
四
郎

・
西
蝦
夷
日
誌

(
時

事
新

書
、
昭
三
七
)

=

一
五
頁
。

⑨

松
前
蝦
夷
記

(松
前
町
史
史
料
1
、
昭

四
九
)

三
八
七
頁
。

⑩

串

原
正
峰

・
夷
諺
俗
話
(
日
本
庶
民
生
活
資
料
集
成

四
、
昭

四
四
)
a
五
〇

四
頁
、
b
五
〇
四
頁
。

⑪

札
幌

区
史

(
昭
四
八
復
刻
)

a
三
九
〇
頁
、
b

一
〇

頁
。

囮

開
拓
使
事
業
報
告

(
明

一
八
)

a
皿
物
産
四
八
頁
以
降

お
よ
び
n
勧
農

四
八
五
頁
以
降
、
b
皿
物

産
七
九
四
頁
。

⑬

南

鉄
蔵

・
北
海
道
総
合
経
済
史

(
昭
五

一
)

三
三
八
頁
。

曲

北
海
道
志

(
昭
四
八
復
刻
)
上
巻

a
四
〇
〇
頁
、
b
三
九
八
頁
。

開
拓
使
顧
問

ホ
ラ
シ

ケ
プ

ロ
ソ
報
文

(新

撰
北
海
道
史
史
料

H
、
昭

一
一
)

四
五
六
頁
。

㈹

藤
原
英
司

・
黄
昏

の
序
曲
-
滅

び
ゆ
く
動
物
た

ち
と
人
間

と

(
昭

四
七
)
五
三
頁
。

㎝

俵
浩

三

・
開
拓
使
時
代
の
鹿

の
保
護
政
策

(林

・
昭
五

一
、

五
月
号
)

a
四
〇
頁
、
b
四

一
頁
。

栃
内

一
彦

編

・
父
と
語

る

(
昭
四
三
、

自
家
版
)

五
頁
。

⑲

高
倉
新

一
郎
編

・
エ
ド
ウ
ィ

ン

・
ダ

ソ
ー

日
本

に
お
け
る
半
世

紀
の
回
想

(
昭
三
七
)

八
六
頁
。

⑳

千
歳
市
史

(
昭
四
四
)

四
八
九
頁
。

⑳

北
海
道
庁
布
令
全
書

(
明
一
=
一)

二
三
頁
。

⑳

上
代
知
新

・
北
海
道
銃
猟
案
内

(
明

二
五
)

a
二
九
頁
、
b
三
二
頁
。

㈱

殖
民
公
報

(
明
三
五

・
一
〇
号
)

九

一
頁
。

圏

林
野
庁

・
鳥
獣
行
政

の
あ
ゆ
み

(
昭

四
四
)

五
三
四
頁
。

㈱

道
自
然
保
護
課
資
料

㈱

犬
飼
哲
夫

・
阿
寒
国
立
公
園
地
帯

の
動
物

(
昭
九
)

一
三
頁
。

二
、

エ

ゾ

オ

オ

カ

ミ

エ
ゾ
地
の
オ
オ
カ
ミ

オ
オ
カ
ミ
の
こ
と
を
ア
イ

ヌ
語
で
は
、

オ

ン
ル
プ

シ
カ
ム
イ

(
狩
を
す
る
神
)
あ
る

い
は
オ
ー
セ
カ

ム
イ

(
ウ

ォ
ー
と
ほ
え
る
神
)
な
ど
と
呼
ん
だ
と

い
う
が
、

い
か

に
も
肉
食
獣

に
ふ
さ
わ
し
い
名
前

で

あ

る
。
北
海
道

に
い
た
オ
オ
カ
ミ
は

エ
ゾ

オ
オ
カ

ミ
と
い
わ
れ
、

シ
ベ
リ
ア
大
陸
な
ど
に
す
む
オ
オ
カ

ミ
の
亜
種

で
、

ニ
ホ
ン
オ
オ

カ
ミ
よ
り
も
大
型

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
(
al
)
。

し

か
し
そ

の
生
息
数

は
そ
れ

ほ
ど
多
く

は
な
か

っ
た
ら
し

い
。

「
松
前
蝦
夷
記
」

(享
保

二
年
、

一

む

七

一
七
)

に
は

「松
前
蝦
夷
地

に
無
之
品
大
概
。
米

、
塩
、
猪
、
青
鹿

(
カ

モ
シ
カ
)
、
猿
、
狼
、
牛
、
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ゴ

イ
コ
サ
ギ

維
子

、
山
鳥
、

ト
キ
、
五
位
鷺
、

ヲ
シ
ト
リ
L
と
記
さ
れ
て
い
る
(2
)。

当
時

の
松
前

の
人
は

エ
ゾ
地

に

エ
ゾ

オ
オ
カ
、ミ

(
以
下
単

に
オ
オ
カ
ミ
と
記
す
)
が

い
る

こ
と
を
知

ら
な
い
で
過

せ
る
ほ
ど
、
と
く

に
被
害

を
受
け
る
こ
と
も
な

か

っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
「松
前
志
」

(
天
明
元
年

・
一
七
八

一
)

に
は

「狼

近
ご

ろ
北
地
方
よ
り
海
上
を
渉
り
来
れ
る
に
や
、
未
だ
夷
地
山
中

に
在

る
こ
と
を
聞

か
ざ

り
し

に
、
今

は
西
北
部

の
深
山

に
住

み
て
害

を
な
す

よ
し
也

。」
と
あ
る
か
ら
(3
)、

オ
オ
カ
ミ
は
よ
う
や
く

こ

の
頃

か
ら
、
和
人
に
存
在
を
知
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

安

政
三
年

(
一
八
五
六
)

の

「
協
和
私
役
」

に
は
天
塩
海
岸

の
情
景
と
し
て
、

「
海
に
傍
ふ
て
行
く

事

一
里
半
、
腐
鯨

の
肉

海
浜
に
漂
着
す

る
を
見
る
。
其
辺
熊
及
狼

の
跡
、
斑

々
海
砂
中

に
印

せ
り
・
…

…
導
者

に
問

て
云
、
熊
狼

と
共

に
食

ふ
乎
、
か

つ
て
食
を
争
ふ
て
喧
嘩
す

る
無
き
や
。
是

い
ず
れ

か
強

く

い
ず
れ

か
勝

つ
や
。
導
者
云

ふ
、
狼

も
と
よ
り
熊

の
強
力
を
畏
れ

て
あ

へ
て
近
づ

か
ず
、
熊
も
ま
た

狼

の
矯
捷
を
忌
む
。
然
れ
ど
も
狼
時

々
熊

を
欺
き
て
其
子
を
食

ふ
。

熊
是
を
制
す

る
事
能

は
ず
と

。」

と

い
う
描
写
が
あ
る
(
4
)。

い
げ
ん

ま
た
寛
政
四
年

(
一
七
九
二
)
の

「
夷
諺
俗
話
」
に
は
、

「
宗
谷
運
上
屋
の
女
犬
其
所

へ
付
行

ゐ
た

り
し
が
、
山
深
く
入
た
る
や
、
狼

の
子
を

は
ら
ん
で
漁
場

に
て
産
落

し
た
り
。
是
を
見
る
に
、
狼

の
子

三
匹
な
り
。
其
時
狼

一
匹
其
所

へ
出
来
た
り
付
居

た
り
し
が
、
狼

と
母
犬
と
し
て
産

た
る
子
三
匹
を
山

深
く
く

わ
え
行
き
た
り
。
其
後
も
右

の
女
犬
は
漁
場

へ
戻
り
た
り
し
が

、
直

に
山

へ
行
き
久
し
く
帰

り

来

ら
ず

、
夫

よ
り
程

へ
て
山

へ
行
く
も

の
、
右
女
犬

の
首
と
尾
と
喰
ち
ら
し
た
る
躰

に
て
残
し
あ
り
し

を
見
た

る
よ
し
。」
と
あ

る
(5
)。

明
治
七
年

に
大
雪
山

へ
地
質

調
査

に
入

っ
た

ラ
イ

マ
ン
は
、

「
石
狩
川

ノ
急
灘
上

二
於

テ
見

タ
ル
如

キ
大
犬
、
或

ハ
山
犬

ノ
足
跡

ト
モ
云
フ
ベ

キ
モ
ノ
ヲ
認

タ
リ
。
是
即
チ
狼

ノ
足
跡

ニ
シ
テ
、
其
獣

ハ
日

本

ノ
狼

ヨ
リ

ハ
、
二
倍

モ
大

キ
ク
、
馬

ヲ
モ
食
殺

ス
ト
云

ヘ
リ
。
熊

ノ
足
跡

モ
ス
コ
ブ

ル
多

ク
、
鹿

ハ

殊

二
許
多

ナ
リ
。
」

と
記
録

し
て
い
る
(
讐

。

家
畜
を
襲
う

オ
オ
カ
ミ

オ
オ

カ
、、、
は
北
海
道
中

い
た
る
と
こ
ろ
に
い
た

シ
カ
を
主
食
と
し
て
生
活
し
て

い
た
が
、
明
治
十

二

年

の
大
雪
に
よ
り

シ
カ
が
激
減
す

る
と
食
糧
が
乏
し
く
な
り
、
ち

ょ
う
ど
そ

の
頃
か
ら
北
海
道

に
多

く

な
り
は
じ
め
て
い
た
牧
場

の
家
畜
を
襲
う

よ
う

に
な

っ
た
。

明
治
十

六
年

に
弟
子
屈
地
方

へ
出

張
し
た
根
室

県

の
係
官

の
復
命
書

の

一
節

に
は
、

「
狼

、
馬

ヲ
害

ス
ル
事
昨
年
来
殊

二
甚

シ
ク
死
傷

二
十
四
頭
。
偶

々
母
馬

ハ
喰

殺

サ
レ
、
其
子

ハ
尻
肉

ヲ
喰

ヒ
取

ラ
レ

タ

ル

ニ
逢

フ
。
其

惨

状

殆

ン
ド

熟

視

ス
ル

ニ
忍

ビ

ズ

。

鹿

ノ
減

少

セ

シ

バ
ケ
ダ

シ
馬

ノ
害

セ
ラ

ル

ル
甚

ダ

シ
キ

一
因

ナ

リ

ト
聞

ク

。L

と
報

告

さ

れ

て

い
る

(・、)。

に
い
か
つ
ぶ

こ
の
よ
う
な
オ
オ

カ
、、、
に
よ
る
牧
場

の
被
害
が
も

っ
と
も
深
刻
だ

っ
た

の
は
日
高

の
新
冠
牧

場
で
あ

っ
た
。
新
冠
牧
場
は
明
治

六
年

に
牧
場
と
し
て
聞

か
れ
、
明
治
十
年
以
降

エ
ド

ウ
ィ

ン

・
ダ

ン
の
指
導

に
よ
り
、
し
だ
い
に
本
格
的
な
も

の
に
改
良
さ
れ

て
い
っ
た
。
明
治
十
年
代

の
新
冠
牧
場

に
つ
い
て
、

ダ

ソ
は
次

の
よ
う

に
回
想
し

て
い
る
(8
)。

「
北
海
道

の
狼

は
手

に
負

え
な
い
獣

で
は
あ
る
が

、
目
標

に
な
る
獲
物

の
あ
る
限
り
人
間
に
と

っ
て

危
険
は
な
い
。
そ

の
当
時
、
冬
の
数

ヵ
月
間
、
彼
等

は
専
ら
非
常

に
豊
富

に
い
た
鹿
を
喰

っ
て
生
き

て

い
た
。
…
…

(
狼

の
)
分
布

ば
島
中

に
広
く
散

ら
ぼ

っ
て
い
る

の
が
普
通

で
、

一
ヵ
所

に
か
た
ま

っ
て

い
る
と
い
う

こ
と
は
殆
ん
ど
な
か

っ
た
。
わ
れ

わ
れ
が
た
く
さ
ん
の
馬
を

一
つ
の
囲

い
の
中

に
集
め
た

と
い
う
こ
と
が
、
遠
近
さ
ま
ざ
ま

の
地
方

か
ら
狼
を
誘

い
寄

せ
た
に
相
違
な
い
。
彼
等

は
か
け
離
れ
た

放
牧
地

の
中

で
、
仔
馬

を
殺
し
て
し
ま

っ
て
か
ら
ま
も
な
く
、
今
度
は
親
馬

の
方

を
殺

し
始

め
た
。
情

勢
が
あ
ま
り
深

刻
に
な

っ
て
来
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
狼

を
絶
や
し
て
し
ま
う
か
、
あ

る
い
は
新
冠
に

お
け

る
馬

の
育
成
事
業
を
打
ち
切

っ
て
し
ま
う

か
、
ど
ち

ら
か
に
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
た
。

狼
を
全
部
追
跡

し
て
狩
り
尽
し
て
し
ま
う

こ
と
は
望
み
が
な

か

っ
た

の
で
、
東
京
と
横
浜

へ
手
に
入
る

だ
け

の
ス
ト
リ
キ

ニ
ー
ネ
を
全
部
送
る
よ
う
に
注
文
し
、
更
に
、
こ
れ
だ
け
で
は
わ
れ
わ
れ

の
目
的

に

は
不
十
分

か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
も
追
加
注
文
を
し
た
。

…
…
最
初

の
日
に
は
五
匹

か
六
匹
の
死

ん
だ
狼
が
発
見
さ
れ
た
。
・…
-
そ

の
後

一
週
間

か
十
日

の
間

は
毎
日
何
匹
か
の
収
獲
が
あ

っ
た
が
、
更

に
日
が
経

つ
と
、

一
匹
か
そ
こ
ら
が
時
た
ま
と
れ
る
だ
け

に

な

っ
た
。

そ

の
後
数
遇
間

の
あ
い
だ
は
何

の
獲
物
も
得
ら
れ
ず

、

つ
い
に
狼

は

一
掃
さ
れ
て
し
ま

っ

た

。」
も

し
日
本
人
だ
け
で
新
冠
牧
場
が
経
営
さ
れ

て
い
れ
ば
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
お
そ

ら
く

こ
れ
ほ
ど

徹
底
し
た
オ
オ
カ
ミ
せ
ん
滅
作
戦
は
と
ら
れ
な

か

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

オ
オ
カ
ミ
の
捕
獲
奨
励

金

文
化
年
間

(
一
八
〇

四
～

一
八

一
七
)
に

エ
ゾ
地
を
幕
府
が
直

轄
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
函
館
地
方

の
人
家
近
く
に
オ
オ
カ
、、・
や

ク

マ
が
出
没
し

た
場
合

に
は
、
奉
行
が
期
日
を
定

め
、
証
書

を
と

っ
て
銃

砲

を
貸
し
与

え
る
と

い
う
有
害
獣
駆
除
施
策
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
(9
)。

明
治
に
な
る
と
、
開
拓
使

で
は
明
治

八
年

に
函
館

支
庁
管
内

で
、
オ
オ
カ
ミ
や
ク

マ
が
田
畑
を
荒

し
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て
困
る
場
合

に
は
、
被
害
者
が

正
副
戸
長
な
ど

へ
届
出

る
よ
う

に
し
、
届
出

を
受
け
た
役
場

は

「
直

チ

ニ
銃
手
を
呼
集

シ
駆
逐
砲
殺

臨
機

ノ
指
揮

二
及
ブ

ベ

シ
」
と

い
う
体
制

を
と
と

の
え
た
(讐

明
治
十
年
九
月
に
は
、
本
庁

な
ら
び

に
函
館
支
庁
管
下
で
、

オ
オ

カ
ミ
お
よ
び

ク

マ
の
害

を
防
ぐ

た

め

に

「
自
今
該
獣

ヲ
捕
獲

ス
ル
モ
ノ

ハ
熊
、
狼
共

一二

頭
金

二
円

ヲ
給

ス
ベ

シ
。
但

シ
猟
獲
者

ハ
該
獣

ノ
両
耳
ヲ
以
テ
開
報
ス
ベ
シ
・」
と
い
う
纏

奨
励
金
製

を
発
足
さ
せ
た
(響

こ
の
奨
励
金
は
翌
+

一
年

に
は
オ
オ

カ
ミ
七
円
、

ク

マ
五
円

に
値

上
げ
さ
れ
、
捕
獲

の
証
明

は
両
耳
で
は
な
く
切
断
し
た
四

足

に
変
更
さ
れ
た
(
CO1)。
さ
ら
に
明
治
十

五
年

に
は
オ
オ
カ
ミ
奨
励
金
が
十
円

に
な

っ
た
(--
)。

こ
の
た
め
オ
オ

カ
ミ
の
捕
獲
数
は
、
表
二

(
40
ペ
ー
ジ
)
に
み
る
よ
う

に
、
明

治
十
年

の
十

二
頭
か

ら
明
治
十
四
年

の

=

二

頭
ま

で
年

々
増

加
し
た

(新
冠
牧
場
の
毒
殺

は
含
ま
れ
て

い
な

い
)
。

明
治

十

九
年

に
は
四

二
二
頭

の
記
録
が
あ

る
(12
)。
こ
の
奨
励
金
は
オ
オ
カ
ミ
の
被
害
が
減
少
し

た

た

め

明

治

二
十

一
年

に
廃
止
さ
れ
た
が
(13
)、

犬
飼
哲
夫

「
北
海
道
産
狼
と
そ

の
滅

亡
経
路
」

に
よ
る
と
、

そ

(表4)オ オカ ミの地域別 、年代別捕獲頭数

屋明治13-14年 の平均

口 明治19-2・ 年の平均

頭
一㎜

蜘

塒

珈

m

m

90

BO

70

α}

50

40

30

20

10

石 渡 桧 後 空 上 留 宗 網 胆 甘 斗・釧「根
狩 島 山 志 知 川 萌 谷 走 振 高 勝 路 室

0

れ
ま
で

の
間

に
少
な
く
と
も

一
、
五
七

八
頭
以
上
の
オ
オ
カ
ミ
が
捕
獲
さ
れ
た
と

い
う
(
b1
)
。

オ
オ

カ
ミ
の
捕
獲
数
を
開
拓
使
事
業
報
告
と
北
海
道

庁
統
計
書

に
よ

っ
て
、
地
域
別

・
年
次
別

(
明

治
十
三
～
十
四
年
、
十
九
～

二
十

年
)
に
整
理
し
て
み
る
と
表
四

の
と
お
り
と
な
り
、
非
常

に
は

っ
き

り
と
し

た

一
つ
の
傾
向
を

よ
み
と
る

こ
と
が

で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
明
治
十
年
代
前
半

は
、
胆
振
、
日
高
、
十
勝
、
釧
路
、
根
室
な
ど
道
東
地
方

で
の
捕
獲

が
多

か

っ
た

の
に
対

し
、
明
治
十
九

・
二
十
年

に
な
る
と
、
道
東
地
方

の
捕
獲
数
が
減
る
反
面

で
、
石

狩
、
渡
島
、
檜
山
、
後
志

の
道
央
、

道
南
地
方

で
の
捕
獲
数
が
急
増
し
て

い
る
。

そ
し
て
空
知
、
上

川
、
留
萌
、
宗
谷
、
網
走
地
方

で
は
両
年
代
と
も

ほ
と
ん
ど
捕

獲
さ
れ

て
い
な

い
。

こ
れ
は
オ
オ
カ
、、、

が
、
明

治
十
年
代
前
半
は
ま
だ

エ
ゾ

シ
カ

の
多

か

っ
た
日
高
、
道
東
方
面

に
集
中

し
て
い
た
が
、

シ
カ

の
激
減
と
と
も

に
、
す
で
に
開
拓

の
進
ん
で
い
た
道
央
、
道
南
地
方

の
家
畜
を
集
中
的

に
襲
う
よ
う
に

な

っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
(
Cl
)
。

ま
た
こ
の
表
か
ら
も

オ
オ
カ
ミ
は
集
団
的

に
広

い
地
域
を
移
動
し
な
が

ら
生
活
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き

る
。

と

こ
ろ
で
オ
オ
カ
ミ
の
捕
獲
奨
励
金
制
度
は
ど

の
よ
う
な
発
想

の
も
と
に
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

古
来

の
日
本
に
は
、

ニ
ホ
ソ
オ
オ
カ
ミ
が

い
た
が
、

オ
オ
カ
ミ
は
大
神
と
も

い
わ
れ

る
よ
う
に
、
庶

民
、
と
く
に
猟
師

か
ら
尊
敬

さ
れ
る
存
在
で
あ

っ
た
。
大
和

か
ら
紀
伊

に
か
け
て
の
山
間

で
は
、
オ
オ

カ
ミ
を
山
で
見

か
け

て
も
撃

つ
こ
と
は
し
な

い
で
、
む

し
ろ
オ
オ

カ
ミ
が

ワ
ナ
に
か
か
る
と
殺
さ
ず

に

助
け

て
逃
が
し
て
や

る
習
わ
し
が
あ

っ
た
と

い
う
(14
)。

ま
た
東
北
地
方

の
農
民
は

「
こ
の
辺

は
鹿
出

て
田
畑
を
あ
ら
す
ゆ
え

に
、
狼

の
い
る
を
幸

い
と
せ
る
ゆ

え
か
、
…
…
夜
中
狼

に
合

ふ
時
に
は
、
狼
ど

の
、
油
断
な
く
鹿
を
追
う
て
下
さ
れ
と
、

い
ん
ぎ

ん
に
挨
拶
し
て
通
る
こ
と
な
り
と
」
と
「
東
遊
雑
記
」

(天
明

八
年

・
一
七

八
八
)

に
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
(15
)、

オ
オ
カ
、ミ
に
対
し

一
種

の
親

し
み
と
信

頼
感
さ
え
も

っ
て
い
た

の
で
あ

っ
た
。
前
橋
藩

の
記
録

に
も

「
猪

・
鹿

・
狼
荒
れ
候
時
、
随
分
追

ち
ら

せ
、
夫

に
て
も
止
ら
ず
申
候
は
ば
、
…
…
日
切
を
定
め
打

た
せ
申
す

べ
く
候

。」

と
あ

っ
て
、
殺
す

こ

と
よ
り
も
先
ず
追

い
払
う

よ
う
奨
励
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
驚
)。

な

お
た
と
え
ば
岩
手
県

の

一
部

で
は
、
文
化
三
年

(
一
八
〇
六
)
の
記
録

に

「
狼
取
候
者

に
御
褒
美

下
由
被
仰
付
、

桂
子
沢

に
て
二
匹
取
指
上
、

御
褒
美
と
し
て
五
百
文
頂
戴
」
と
あ

る
と

い
う
が
(17
)、

一
般
的

な
日
本
古
来

の
人

々
と
く

に
牧
畜
を
伴

わ
な
い
農
耕
民

の
感
覚

と
し
て
は
、
有
害
獣
駆
除
と
し

て
オ
オ
カ
ミ
を
殺
す
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
積
極
的

に
捕
獲
奨
励
金
を
出
し
て
、
こ
れ
を
絶
滅
し

て
し
ま

お
う
と

い
う
発
想

は
生
ま
れ
に
く

か

っ
た

で
あ
ろ
う

。
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と

こ
ろ
が
御
雇
外
国
人

の
地
質
学
者

ラ
イ

マ
ン
は
、

一
八
七
四
年

(明
治
七
)

に
道
内

の
調
査

を
行

っ
た
手
記

の

一
部
に
、

「
熊
、
狼

ノ
山
中

二
群
集

ス
ル
i

鹿

ヨ
リ

ハ
少

キ

コ
ト
万

々
タ
ル

モ
ー
恐

ラ
ク

ポ
ウ
ガ
イ

ハ
、
牛

、
羊

ノ
移
畜

二
妨
碍

ア
ラ
ン
。
依
テ
、
此
獣

ヲ
殺

シ
尽
サ
ン
為
、
他
国

ノ
方
法

二
拠

リ
、
之

ヲ

捕

獲

ス
ル
者

ニ
ハ
、
賞
金
等

ヲ
与

へ
、
尚

一
層

、
鼓
舞

セ
ラ
レ
ン
コ
ト
緊
要

ナ
ラ
ン
カ
。」

と
記
し

て

い
る
(
b6
)
。
卿開
拓
使

の
捕
獲
奨
励
金

が
そ

の
後
ま
も
な
く
開
始
さ
れ
た
と

こ
ろ
を
み
る
と
、
や

は
り

こ

の
制
度

も
西
欧

か
ら
の
移
入
で
あ
る
と
見
な
す

こ
と
が
で
き

よ
う
。

ラ
イ

マ
ソ
が

「
他
国

ノ
方

法

二
拠

リ
、

…
…
殺

シ
尽
サ

ン
為
」
と

い
う
と
お
り
、
西
欧

で
は
牧
畜
が

盛

ん
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
家
畜
を
害
す
る
オ
オ
カ

ミ
に
は
古
く

か
ら
懸
賞
金
が

つ
け
ら
れ
て
い
た
。

古
代

ギ
リ

シ
ャ
の
時
代

に
は
す

で
に
オ
オ
カ
ミ
退
治
に
賞
金
が
与
え
ら
れ
、
中
世

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
貴

族
が
自

か
ら
の
武
勇
を
誇
示
す

る
た
め

に
オ
オ
カ

ミ
狩

り
が
盛
ん
と
な

り
、
と
き

に
は
オ
オ
カ
ミ
を
倒

し
た
男

に

〃
爵
位
"
が
贈

ら
れ
た
。
ま
た
オ
オ
カ
ミ
を
撲
滅
す
る
こ
と

に
尽
力
し
た
者
に
は
、
そ

こ
の

土
地
が
下
付
さ
れ
る
地
方
も
あ
り
、
イ

ン
グ
ラ

ン
ド

で
は
罪
人
が

一
定
数

の
オ
オ
カ

ミ
を
殺
せ
ば
罪
が

許
さ
れ
る
制
度
さ
え
あ

っ
た
と

い
う
(-8
)
。
明
治

の
は
じ
め
頃
、
ア
メ
リ

カ
の
西
部

開
拓
時
代

に
は
も

つ

と
も
派
手

に
オ
オ
カ
ミ
が
懸
賞
金

つ
き

で
殺

さ
れ
た
時
代

で
あ

り
、

シ
ー
ト
ン
動
物
記

の

〃
狼

ロ
ボ
"

の
よ
う
な
物
語
り
が
た
く
さ
ん
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

開
拓
使

の
御
雇
外
国
人
た
ち
は
、

一
方

で
は
シ
カ
な
ど
の
保
護

の
た
め

に
ア
イ

ヌ
が
毒
矢

を
使

う
こ

と
を

〃
残

酷
だ
か
ら
"
と

い
っ
て
禁

じ
、
他
方
で
は
オ
オ
カ
ミ
を

〃
殺
し
尽
さ
ん
為
"

に
毒
殺
作
戦
を

展
開

し
た
。
こ
こ
に
は
、
人
間
が
自
然
を
支
配
し
、
人
間

に
都
合

の
よ
い
自
然

は
こ
れ
を
育
て
利
用
す

る
が

、
都
合

の
悪

い
自
然
は
仮
借
な
く
切
り
捨
て
て
ゆ
く
、
と

い
う
当
時

の
西
欧
的
合
理
精
神
が

よ
く

あ

ら
わ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
、

オ
オ
カ
ミ
の
絶
滅

こ
う
し
て
北
海
道

の
オ
オ
カ
ミ
は
明
治

二
十
年
代

に
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、
犬
飼
哲
夫

「
北
海
道

産
狼

と
そ

の
滅
亡
経
路
」
に
よ
る
と
、
明
治

二
十

九
年

に
函
館

の
毛
皮
商
が
何
枚

か
の
毛
皮
を
輸
出
し

た
と

い
う
記
録
を
最
後

に
し
て
、

こ
の
世
か
ら
姿

を
消
し

て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
オ
オ
カ

ミ

が
意
外

に
早
く
絶
滅
し
た
理
由
と
し

て
、
そ

の
習
性
が

ヒ
グ

マ
と
ち
が

い
、
冬
も
休
眠
せ
ず
き
び
し
い

条
件

の
中

で
餌
を
あ
さ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か

つ
集
団
生
活
を
す

る
か
ら

一
網

打
尽
に
さ
れ
や
す
か

っ
た
こ
と

、
な
ど
を
あ
げ

て
い
る
(
C1)
。

オ
オ
カ
ミ
が
絶
滅
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
あ

る
種

の
淋
し
さ
を
覚
え

る
人
が
多

い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
か
り
に
、

こ
れ
ほ
ど
積
極
的
な
駆
除
策

を
と

ら
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
オ
オ
カ
ミ
は
早
か
れ
遅

か

れ
絶
滅

へ
の
道
を
歩

ん
だ

こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
も
し
現
在
も
何
頭
か

の
オ
オ
カ
ミ
が
北
海
道

に

残
存

し
て
い
る
と
し
た
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
オ
オ
カ

ミ
を
絶
滅

か
ら
救
う
た
め
に
手
厚

い
保
護
を
加

え

る
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、

こ
れ
は
な

か
な
か
難

し
い
問
題

で
あ
る
。

西
ド
イ

ッ
で
は

=
二
〇
年
前

に
オ
オ
カ
ミ
が
絶
滅

し
て
し
ま

っ
た
が
、
先
ご
ろ
バ
イ

エ
ル
ン
森
林

国

立
公
園
内

の
自
然
動
物
園
か
ら
、

オ
オ
カ
ミ
七
頭
が
集
団
脱
走

す
る
と
い
う
事
件
が

お
こ

っ
た
。

バ

イ

エ
ル
ン
州
政
府
で
は
直

ち
に
オ
オ
カ
、・・
の
射
殺
許
可
を
だ
し
た
が
、
自
然
保
護
団
体
や
動

物
学
者

か

ら
、
「
野
生

の
オ
オ
カ
、・・
は
人
を
襲
わ
な

い
」
「
赤
頭
巾
ち

ゃ
ん
が

、
オ
オ
カ
ミ
に
喰
わ
れ
た
の
は
童
話

に
す
ぎ

な
い
」
と
反
対

の
声
が
あ
が

っ
た
た
め
、
や
む
な
く
射
殺
許

可
を
取
り
消
し
た
。
と

こ
ろ
が
そ

れ

か
ら
七
週
間
目
に
、

一
少
年
が
オ
オ
カ
ミ
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
し
ま
い
、
州
政
府

は
再
び
射
殺

の
方
針

に
ふ
み
き

っ
た
と
い
う
(19
)。
こ
の
事
件
が
も
し
も
日
本
国
内
で
起

こ

っ
た

と

し

た
ら
、

お
そ
ら
く

は
同
じ
よ
う
な
論
議

を
よ
び
、
同
じ
よ
う
な
経
過
を
た
ど

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思

う

。

〈
註
〉

ω

犬
飼
哲
夫

・
北
海
道
産

狼

と
そ
の
滅
亡
経
路

(動
物
及
植
物

一
巻
八
号
、
昭
八
)

a

一
三
頁
、

一
六
頁
、

c
一
七
頁
。

②

松
前

蝦
夷
記

(
松
前

町
史
史
料
編

1
)
三
八
六
頁
。

③

松
前
広
長

・
松
前
志

(
北
門
叢
書
H
、
昭
四
七
復
刻
)

一
九
七
頁
。

ω

窪
田
子
蔵

・
協

和
私
役

(
日
本
庶
民
生
活
資

料
集
成

四
、
昭
四

四
)
二
三
六
頁
。

⑤

串

原
正
峯

・
夷
諺
俗
話

(
日
本
庶
民
生
活
資

料
集
成
四
、
昭
四
四
)

五
〇
九
頁
。

⑥

来
曼
氏
北
海
道
記
事

(
新
撰
北
海
道
史
史
料
編

H
、
昭
十

一
)

a
二
八
二
頁
。
b

三
五
五
頁
。

⑦

弟
子
屈
町
史

(
昭

二
四
)

二

一
頁
。

⑧

エ
ド
ウ
イ

ソ

・
ダ
ソ
i

日
本

に
お
け
る
半
世
紀

の
回
想

(
昭
三
七
)

六
九
頁
。

⑨

開
拓
使
事
業
報
告

(
第

二
編
、
明

一
八
)

四
九
七
頁
。

⑩

北
海
道
志

(
昭

四
八
復
刻
)
上
、

a
三
九
八
頁
、
b
三
九
九
頁
、

℃
三
九
九
頁
。

㎝
　

上
代
知
新

・
北
海
道
銃
猟
案
内

(
明
二
五
)

二
六
頁
。

働

北
海
道
庁
統
計
書

(
明

一
九
)

三
〇
二
頁
。

圖

明
治
一
=

・

一
一
・
二
二

「
熊

狼
殺
獲
者

へ
手
当
金
給

与
方
」
廃
止
。

曲

千
葉
徳
爾

・
狩
猟
伝
承

(
昭
五
〇
)

一
五
四
頁
。

b
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㈲

古
川
古
松
軒

・
東
遊
雑
記

(東
洋
文
庫
、
昭

三
九
)

二
二
三
頁
。

㈹

林

野
庁

・
徳
川
時
代

に
於
け
る
林
野
制
度

の
大
要

(
昭
二
九
)

二
四
三
頁
。

㎝

高
橋

喜
平

・
遠

野
物
語
考

(
昭
五

一
)

四
八
頁
。

な
お
、

そ
の
後

の
高
橋
氏

か
ら
の
御
教
示

に
ょ
る

と
、
南
部
藩
内

で
は
江
戸
中
期

に
は
す

で
に

「
狼

取
」

と
い
う
職
業

が
あ

り
、
毒

殺
も
行

わ
れ
て

い
た
。
天
保
十

一
年
、
北
野
牧
場

で
は
七
〇
匹
も
狼

を
獲

っ
た

と
い
う
記
録
が
あ
り
、
賞
金

は

一
匹

に
つ
い
て

一
貫
交

で
あ

っ
た

と
い
う
。

圏

藤
原
英
司

・
黄

昏
の
序
曲
ー

滅
び
ゆ
く
動
物
た
ち

と
人
間
と

(
昭
四
七
)

ご

一
六
頁
。

働

毎

日

新

聞

・
昭

五

一
・
二

・
二
七

お

よ

び

五

一

・
三

・
二

三
。

三

、

ヒ

グ

マ

エ
ゾ
地

の
ヒ
グ

マ

ヒ
グ

マ
は
本
州

の
ツ
キ

ノ
ワ
グ

マ
に
く
ら
べ
る
と

は
る
か
に
大
き
く
、
顔
が
細

長
く

、
胸

に
三
日
月

形

の
白
班
が
な

い
の
が
特
徴
と
さ
れ
て

い
る
が

、
文
化

二
年

(
一
八
〇
五
)

に
幕

吏

の

エ
ゾ
地
調
査

に

さ
ん
た
ん

さ

い
し
て
書

か
れ
た

「
東
海
参
諌
」

に
は
、

「
飼

ふ
所

の
熊
と

い
ふ
を
見
る

に
、
面
に
殊

に
長
く
馬

の

如
し
。
鼻
骨
尖
也
。
額
上
よ
り
毛

の
色
金
色
也
。
殊

に
月

の
輪
な
し
。
吼
る
事
牛

の
声

に
似
た
り
。
熊

に
あ
ら
ず

罷
…也

。」
と
、
そ
の
特
徴
が
よ
く

記
さ
れ

て
い
る
(-
)。

ヒ
グ

マ

(
以
下
単

に
ク

マ
と
記
す
)
は
凶
暴

で
昔

か
ら
人

に
恐
れ
ら
れ
た
存
在

だ

っ
た
。

「
北
海
随

筆
」
(
元
文
四
年

・
一
七
三
九
)

に
は
、
「
蝦
夷

の
熊

は
鹸
国

に
こ
れ
無
き
大
熊

に
て
、
荒
れ
た
る
時
は

人

に
向
ふ
。
其

強
力
敵
す

べ
か
ら
ず
。
松
前

に
て
も
度

々
里

へ
出

て
馬
を
取
る
ゆ

へ
、
鉄
砲

に
て
打
留

れ
ど
も
、
打
所

あ
し
き
時

は
、
三
玉
、
四
玉
に
て
も
と
ま
ら
ず

。
と
ま
ら
ぬ
時

は
打

ち
た
る
も
の
必
ず

害

せ
ら
る
。

そ

れ
故
鉄
砲
打

つ
者
な
く

、
ま
す
ま
す
横
行
す
る
事
有
。
」

と
ク

マ
に
よ
る
人
畜

の
被
害

の
多

か

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
(2
)。
当
時

の
鉄

砲

は

性

能
が
お
と
っ
て
い
た
か
ら

三

鍛

鋤

が
で
き
ず

手
負
い
熊
も
多
く

憲

僚

で
た
で
あ

ろ
う
。

「
東
遊
雑
記
」

(天
明

八
年

し
り
う
ち

・
一
七
八
八
)

に
は
知
内
付
近

の
情
景
と
し
て
、

「
山

の
頂
よ
り
八
方

を
見
る
に
、
大
樹
茂
り
し
深
山

そ

と

ば

連

り
て
、
所
ど
こ
ろ
に
か
の
熊
に
と
ら
れ
し
人

の
追
善

に
建

て
し
大
な
る
卒
都
婆
あ
り
。
土
人
菩
提
車

と
称
す
。
行
来

の
者

の
念

仏
を
唱
え
車
を
廻
し
て
行
く
と
な
り
。
図

の
如

し
。
年

々
こ
の
山
中

に
て
取

ら
れ
し
人
数
多

に
て
、
新
し
く
建

て
し
卒
都
婆
も
十
本
ぽ

か
り
も
見
か
け
し
こ
と
な
り
。」

と
あ
り
、

さ
ら

に
つ
づ

け
て
、
馬
が
ク

マ
に
襲
わ
れ

る
様
子
な
ど

を
詳
し
く
記
し
、

「
世
に
鬼
住
国
と
称
せ
る
は

か
か
る
地

の
こ
と
な
る

べ
し
。」
と

い

っ
て
い
る
(
a3
)
。

人

間
と
ク

マ
の
対
決
は
決
死
的
な

こ
と

で
あ

っ
た
。
寛
政
十

一
年

(
一
七
九
九
)
に
東

エ
ゾ
地

は
幕

府

の
仮
直
轄

と
な

っ
た
が
、
そ

の
年

の
六
月
末
、
旦
局
の
浦
河
海
岸

に
寄
鯨
が
あ

っ
た
。
そ

の
臭

い
に

さ
そ
わ
れ
て
大
き
な

ク
マ
が
現
わ
れ
、

ア
イ

ヌ
小
屋
な
ど
も
襲

っ
た
の
で
大
さ
わ
ぎ

と
な

っ
た
。
さ

っ

そ
く
幕

吏
の
細
見
確
十
郎
、
西
村
常

賊
ら
が
数

日
間

に
わ
た

っ
て
山
中

に
ク

マ
を
追
跡
し
た
。
ク

マ
が

「
灌
十
郎

を
目
懸
け
て
飛

か
か
る
所
を
、
刀
を
ぬ
き
、
彼
熊

の
咽
喉

を
突
く
。
其
儘
常
藏

へ
飛

か
か
る

所
を
、
同

じ
く

刀
を
ぬ
ひ
て
目

よ
り

ロ

へ
か
け
切
下
た
り
。
此
二
箇
所

の
手

に
弱
り
て
た
だ
よ
ふ
所
を

津
軽

家
の
足
軽
ど
も
鉄
砲
を
打

か
け
、
終

に
打
留

ぬ
る
よ
し
。

此
熊
大
さ
九
尺
七
寸
鯨

の
よ
し
。」

と

「
休
明
光
記
」
(
文
化
四
年

・
一
八
〇
七
)

に
記
さ
れ

て
い
る
。
こ

の
手
柄
話

は
江
戸
に
も
伝
え
ら
れ
、

「
両
人

共
い
か
に
も
手
際

よ
く
在
勤
之
儀
、

勇
気
も
引
立
候
働
き
に
て
、

一
段

の
事
に
候
。
」

と
い
う

賞

詞
を
た
ま
わ

り
、
そ
の
後

の
昇
任
が
約
さ
れ
た
と
い
う
(4
)。

こ
の

よ
う

に
ク

マ
は
和
人

に
と

っ
て

は
恐
ろ
し
い
存
在

で
あ

っ
た
が

、
ア
イ
ヌ
は
と
く

に
恐
れ

る
こ

と
も
な
か

っ
た
。

「
東
遊
薙
記
」

に
も

「
松
前

に
て
は
熊
を
恐
る
る
こ
と
鬼
神

の
如
く
、
し
か
る
を
蝦

夷
人

は
熊
を
取
り
て
食
事
と
す
る

こ
と
に
て
、
山
林

に
入
り
て
熊

に
逢

い
て
も
少
し
も

お
そ
れ
ず

…
」

と
あ

る
(
b3
)
。
し
た
が

っ
て
た
と

え
ぽ

「
近
世
蝦
夷
人
物
誌
」
(
安
政
五
年

・
一
八
五
八
)
を
み
て
も
、

女

の
身

で
あ
り
な
が
ら
山
中

で
大

ク

マ
を
刺

し
た

〃
烈
婦

モ
レ
ワ
シ
"

を
は
じ
め
、

左
手
を
ク

マ
に

か
み
つ
か
れ
る
や
自

ら
山
刀

で
左
手
首
を
切
落

し
、
右
手

一
本
で
ク

マ
を
仕

と
め
た

〃
猟
人
ブ

ヤ
ツ
ト

キ
"
な
ど
、

ア
イ

ヌ
が

ク

マ
に
打
ち
勝

つ
武
勇
伝

は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な

い
(,。
)。

ア
イ

ヌ
が

ク

マ
を
恐
れ

ぬ
理
由

に
つ
い
て
、
知
里
真
志
保

は
、

「
熊
を
射
殺
す
な
ど
と
云
ふ
気
持
は

ア
イ
ヌ
に
は
全
然
な
い
。
第
三
者

か
ら
観
れ
ば

、
ア
イ

ヌ
が
熊

を
射
殺
す
と
し
か
見

え
な

い
こ
と

で
も

一
歩

ア
イ
ヌ
の
気
持

の
中

に
立
ち
入

っ
て
見
れ
ば

、
熊

に
そ

の
人
間
が
気

に
入

っ
て
、
こ
の
人
間
な
ら

自
分

の
肉
体

を
神

包
と
し
て
与

へ
て
も

よ
い
と
思

ひ
、
自
分
か
ら
、
そ

の
人
間

の
く
客

と
な
る
V

の
で

あ
る
。
こ
の
や
う

に
熊
は
本
来
人
間

に
肉
体
を
与

へ
る
た
め
に
人
間

の
里

へ
現
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
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従

っ
て
心

に
疾
し
く

さ

へ
な
け
れ
ば
何

も
熊

を
恐
れ
る
理
由
も
必
要
も
な

い
訳
で
あ

る
。
山
中

で
熊

に

ひ
よ

っ
こ
り
出
会

っ
た
と
し
て
も
、
熊

の
悪
口
を
云

っ
た
こ
と

の
な

い
人
間

に
は
、
熊

の
方

か
ら
は
決

し
て
危
害
を
加

へ
る
こ
と
が
無

い
。L
と
説
明

し
て
い
る
(6
)。

ま
た
ア
イ

ヌ
の
娘
が
山
中

で
ク

マ
に
会

っ
て
害
を

こ
う
む
り
そ
う

に
な

っ
た
ら
、

モ
ウ
ル

(
肌
着
)

の
裾
を
ま
く

っ
て
お
尻
を
出

し
、
大
切
な
と

こ
ろ
を
露
出
し
て
ぽ

た
ば

た
さ
せ
な
が
ら
、

〃
見
た

い
も

の
を

見

た
く

て

お
前

は
来

た
ん
だ

ろ
う

よ
く
よ
く
見
よ

と

っ
く

り
と
見
よ
"
と

い
う
呪
文
を

唱
え
る
と
、
ど

ん
な
性

の
悪

い
ク

マ
で
も

か
か
っ
て
こ
な

い
と
云

い
伝
え
ら
れ

て
い
る

と

い
う
("、
)。

こ
れ
も

ク

マ
を
恐
れ
て
い
て
は
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。

ク

マ
に
よ
る

人
の
被
害

「
世

に
鬼
住
国
と
称
せ
る
は
か
か
る
地

の
こ
と
な
る

べ
し
」

の
言
葉

で
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
北
海

道

で
は
昔

か
ら

ク

マ
に
死
傷

さ
せ
ら
れ

た
人

々
が
多
く
、
と
く

に
明
治
以
降

の
開
拓
は
あ
る

一
面

で
は

人

間
と
ク

マ
の
対
決

の
歴
史

で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

ク

マ
に
よ
る
惨
劇
は
最
近
に
な

っ
て
も
跡
を
た
た
な

い
。
昭
和
五
十

一
年

六
月

に
は
国
立
公
園
支
笏

ふ
つ

ぶ

し

湖

の
風
不
死

山
麓

で
、
山
菜

と
り
な
ど

二
人
が
殺
さ
れ
三
人
が
重
傷
を
負

わ
さ
れ
た
。
昭
和

四
十

五
年

七
月

に
は
、
日
高
山
脈

の
カ

ム
イ

エ
ク
ウ
チ
カ
ウ

シ
山

で
登
山
者
三
人
が
殺
さ
れ
る
と

い
う

事
故
が

お

こ

っ
た
。

お
か
だ
ま

こ
た
ん
べ
つ

明
治
以
降

の
事
件

で
よ
く
語
り

つ
が

れ
て
い
る
も
の
の
な

か
に
は
、
丘
珠
、
古
丹
別

の
事
件

を
は
じ

め
、
石
狩
沼
田
の
村
祭
り
帰

り

の
人

々
が
襲
わ
れ
た
事
件

(
大
正
十

二
年
八
月
、
四
人
死
亡
、
三
人
重

傷
)
、

現
職

の
道
会
議
員

の
遭
難

(
大
正
七
年

六
月
、
ト

ム
ラ
ウ

シ
山
中

で
狩
猟
中
、
手
負

い
ク

マ
の

止

め
足

に
あ

っ
て
死
亡
)
、

あ
る

い
は
共
同
墓
地

に
土
葬

し
た
死
体
を

ク

マ
が
堀
り
だ
し
て
喰

っ
た
事

件

(
明
治
三
十

七
年
九
月
滝
川
、

三
十

八
年
七
月
幌
別

、

四
十
三
年
十
月
国
後

な
ど
)
、
な
ど
悲
惨

な

も

の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

こ
の
う
ち
と
く
に
有
名
な
丘
珠
と
古
丹
別

の
事
件
を
、
比
較
的
古

い
記
録
か
ら
拾

っ
て
み
よ
う

。
八

田
三
郎

「
熊

」
(
明
治
四
十
四
年
)

に
は
丘
珠
事
件
が

、
「
頃
は
明
治
十

一
年
十
二
月

二
十
五
日
の
夜

、

石
狩

の
国
札
幌
郡
、
札
幌

の
市
街
と
は
目
と
鼻

の
位
置

に
あ

る
丘
珠
村

に

一
頭
の
巨
大
な
る
熊
が
現

は

れ
出
て
、
炭
焼
小
屋
を
襲

ひ
、
主
人
堺
倉
吉
と
、
生
れ
立

て
の
嬰
児
と
雇
人
と
を
食
う

て
立
去

っ
た
。

か
ば
ね

熊
は
屯
田
兵
士
に
仕
止
め
ら
れ
、
其
屍
は
当
時
の
札
幌
農
学
校
に
送
っ
て
解
剖
し
、
胃
臆
の
中
か
ら
遭

難
者
の
肢
体
大
部
分
を
得
た
。
熊
は
剥
製
し
て
今
尚
札
幌
農
科
大
学
付
属
博
物
館
に
陳
列
せ
ら
れ
、
胃

古丹別 クマ事件の新聞(大 正4.12.20)

臆

の
内
容
た
る
遭
難
者

の
遺
骸
は
酒
精

漬
と
し
、
之
も
同
博
物
館

に
保
存

せ
ら

れ
、
世
に
隠
れ
な
き
標
本
と
為

っ
て
あ

る
。
L
と
記
さ
れ
、
さ
ら

に
当
時
存
命
中

で
あ

っ
た
遭
難

主
人

の
妻

(負
傷
者
)

か
ら

の
聞
き
書

き
と
し
て
、

「
当
夜
は

非
常

な
雪
降

で
あ

っ
た
。
師
走

の
忙
さ

に
昼

の
疲
れ
も

一
入

で
、
炉
に
炭
を
焚

き
た
て
て
安

き
眠
り
に
就

い
た
。

一
睡

ま

ど

ろ

う
し

交
駆
む
間
も
な
く
、

丑
の
刻
と
思

し
き

さ
わ
が

に
、
暗
黒
な
る
室
内

に
擾
し
き
物
音
が

し
た
。
倉
吉
は
目
を
覚

し
く
誰
だ

ッ
V

と
云

ふ
間
も
あ
ら
ず

、悲
鳴
を
挙
げ

た
。

や
ら
れ
た
の
だ
。
妻
女

は
夢
心
地
に
先

程
か
ら
の
物
音
を
聞

い
た
ゐ
た
が
、
倉

吉

の
最
後

の
叫
び
に
喫
驚

し
、
裸
体

の

ま
ま
日
も
経

ぬ
嬰
児
を
か
か

へ
て
立
上

っ
た
。
此
時
背
肌

に
ザ

ラ

ッ
と
燭
れ

た
の
は
針
の
刷
毛

で
撫

で
た
様
な
感
じ
が
し
た
。
熊

に
濁
れ
た
の

だ
。」
と
そ

の
情
況
が
記
さ
れ
て

い
る
(8
)。

明
治
三
十

一
年

に
深
谷
鉄
三
郎
が
語

っ
た

「
札
幌
昔
話

」
に
よ
る
と
、
こ
の
丘
珠

の
ク

マ
は
解

剖
さ

れ
る

に
先
だ

っ
て
警
察

の
前

で
サ
ラ

シ
物

に
さ
れ
た
と

い
う

(
a9
)
。

明
治
の
は
じ
め
頃
は
札
幌

の
都

心

部

に
さ
え
も

ク

マ
が
現
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
明

治
十
年

に
は
札
幌

で
四
人

の
男
が

つ
ぎ

つ
ぎ
に
ク

マ

に
喰
わ
れ
る
事
件
が
起
き
(p
)、
明
治
十

八
年
に
は
道
庁

に
も

ク

マ
が
ぎ
た
。

そ
れ
は

「
(
ク

マ
が
)
円

山
神
社

の
横

か
ら
出

て
来

た
の
で
、
あ
れ

か
ら
札
幌
を
通

っ
て
札
幌
村
を
暴
れ
廻
り
、
そ

の
帰
り
道

に

道
庁

へ
飛
び
込

み
、
そ

れ
か
ら

一
等
官
舎
を

一
廻
り
し
て
今
度

は
裁
判
所
に
飛
び
込
み
、

つ
い
に
ど
う

戸
迷

い
し
た
か
対
馬

さ
ん
の
酒
造
庫

の
中

へ
飛

び
込
ん
で
し
ま

っ
た
の
で
戸
を
締

め
、

つ
い
に
あ

の
酒

造
庫

の
中

で
取
押

え
た
」

の
だ
と

い
う
(
b9
)
。

ま
た
古
丹
別
事
件

を
当
時

の
新
聞
で
み
る
と
、
大
正
四
年
十

二
月
十
四
日
の
北
海

タ
イ

ム
ス
に
は
、
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り
ま

熊
害
公
報

・
苫
前

の
大
椿
事
L
と
し
て
、

「
昨

紙
欄
外
掲
記

の
如

く
、
九
日
午
後

七
時
頃
、
天
塩
国
苫

ま
え前

郡
苫
前
御
料
地

サ
ン
ケ
ベ

ツ
農
家

に
巨
熊
乱
入
し
、
太

田
幹
雄

(
九

つ
)
を
咬
殺

せ
し
上
、
其

母

マ

ヨ
の
行
方

不
明

に
な
り
多
分
猛
獣
が
咬

へ
去
り
し
も

の
な
ら
ん
と

の
電
報
道
庁

へ
達

し
た
る
が
、
引
続

き
十

二
日
又
も
や
巨
熊
民
家
を
襲
ひ
、
五
名
を
殺

し
五
名
を
負
傷
せ
し

め
た
り
と

の
公
報
あ
り
。
道
庁

保

安
課

よ
り

は
直
ち
に
羽
幌
警

察
分
署

へ
向
け
、
地
方
青
年
会
の
重
立

つ
も

の
及
旧
土
人

を
し
て
獲
殺

せ
し

め
、
民
心
を
安
ぜ
し
め
る
や
う
打
電
し
た
れ
ば
、
同
分

署
長
菅
貢
氏

は
署
員
並
び
に
村
民
を
督
励

し
、
熊
退
治

に
大
活
動
せ
り
と
。」

と
事
件

の
第

一
報
が

の
っ
て
い
る
。

つ
づ

い
て
十

二
月
十

六
日
付

ぎ
よ
う

に
は

「
大
熊

と
死
傷
十
二
名

・
熊

は
未
だ

に
捕
獲
さ
れ
ず
人
心
頗

る
掬

々
の
有
様
」
と
あ
り
、
十

二
月

た
お

二
十

日
付

に

「
巨
熊
遂
に
殖

る

・
猛
悪
無

比

の
苫
前

の
大
熊

五
百
名

で
銃
殺
」
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

当
時

は
新
聞

の
取
材
体
制
が
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
現
場
が

へ
き

地
で
、

し
か
も
大
混
乱

を
し

て
い

た
た

め
、
事
件
を
伝
え
る
内
容
は
そ

の
つ
ど
異
な

っ
て
お
り
、

「
熊
害
大
惨
事

の
詳
報
」
が
報
ぜ
ら
れ

た

の
は
事
件
発
生
後
十

日
も
た

っ
た
十

二
月
二
十

一
日
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け

に
こ
の
古
丹
別

事

件

は
さ
ま
ざ
ま
に
伝

え
ら
れ

て
お
り
、
真
相
が

つ
か
み

に
く
い
。

こ
の
事
件
を
も

っ
と
も
よ
く
考
証

し

た
木
村
盛
武

「
史

上
最
大

の
熊
事
件

」
に
よ
れ
ぽ
(11
)、

第

一
の
惨

事
は
十

二
月

九
日
午
前
、

太

田
宅

で
お

こ
り

二
人
が
殺
さ
れ
、
う
ち

一
人

の
死
体

は
屋
外

に
も
ち
さ
ら
れ

て
喰
わ
れ
、
残
体

は
雪
中

に
埋

め
ら
れ

て
い
た
。
翌
十

日
救
援
隊
が

こ
の
ク

マ
を
見

つ
け
て
発

砲
し
た
が
逃
げ
ら
れ
た
。
第

二
の
惨
事

は
十
日
夜
、
太
田
宅

の
通
夜

の
席

に
ク

マ
が
乱

入
し
た
こ
と
で
は
じ
ま
り

(
死
傷
者
な
し
)
、

さ
ら
に

そ

の
返
り
足

で
女

子
供
が
避
難
し
て

い
た
明
景
宅

を
襲

い
、
姐
婦
を
含
む
四
人
(
胎
児
を

い
れ

て
五
人
)

を
殺
し
、
三
人
を
負
傷

さ
せ
た

(負
傷

者

の

一
人

は
咬
傷
で
後
年

に
死
亡
)
。

十
三
日
夕
刻
に
は
避
難

し

て
空
屋

に
な

っ
て

い
た
近
隣

の
家
を
軒

な
み
荒
し
て
食
料

や
家
畜
を
物
色

し
た
。
こ
の
ク

マ
を
撃
ち

と

っ
た
の
は
十
四
日
で
、
七
～

八
才

の
オ

ス
、
体
重

三
四
〇
キ

ロ
だ

っ
た
と

い
う
。

こ
の
悲
惨
な
話
と
は
別

に
、
事
実

と
作

り
話

の
混
血
児

の
よ
う
な

ユ
ー
モ
ァ
の
あ
る
話
も
あ
る
。

ニ

シ
ソ
倉
庫
を
襲

っ
た

ク
マ
が

カ
ズ

ノ
コ
を
た
ら
ふ
く
喰

べ
、
そ
の
あ
と
水
を
飲
ん
だ
と
こ
ろ
、
カ
ズ

ノ

コ
が
膨
張
し

て
腹

が
破
れ
て
死

ん
で
し
ま

っ
た

(東
遊
薙
記
)

と
か
、

ク

マ
に
追
わ
れ
た
少
年
が
窮
余

の

一
策

と
し
て
、

は
い
て
い
た
下
駄
を

ぬ
い
で

ク

マ
に
投
げ
た
と
こ
ろ
、
大

口
を
あ
け
て
い
た
ク

マ
の

口
に
下
駄
が

は
ま

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
助

か

っ
た

(明
治
初
年
道
南

地
方
)

と
か
、

ク

マ
に
追
わ
れ
た

婦
人
が

と

っ
さ
に
木

に
登

っ
て
難
を
さ
け

た
と

こ
ろ
、
ク

マ
も
木
に
登

っ
て
き
た
の
で
恐

ろ
し
さ

の
あ

ま
り
小
用

を
も
ら

し
て
し
ま

っ
た
が
、
そ
れ
が

ク

マ
の
目
に
入

っ
た

の
で
ク

マ
は
驚

ろ
い
て
木

か
ら
ず

り
落
ち
、
そ

の
は
ず

み
に
下
方

に
あ

っ
た
鋭

い
切

り
株

に
尻
を
突
き
さ
さ
れ
て
ク
マ
が
死

ん
で
し
ま

っ

た

(
大
正
中
期
道
東
地
方

)
な
ど
と
い
う
話
を
き
く
。

こ
れ

に
類
す
る
確
実

な
話
と
し
て
は
、
昭
和
三

十

六
年

六
月

に
中
山
峠
付
近
で
工
事
飯
場

の
残
飯
あ
さ

り
を
し

て
い
た

ク

マ
が
、
石
油

カ
ン
に
首
を

つ

っ
こ
ん
だ
と
こ
ろ
そ
れ
が
抜
け
な
く
な

っ
て
し
ま
い
、
目
が
見
え
な

い
の
で
国
道
に
さ
ま
よ
い
で
て
、

あ

え
な
く

ト
ラ

ッ
ク
に
ひ
か
れ
て
死
ん
で
し
ま

っ
た
、
と
い
う

の
が
あ

る
(-2
)。

被

害

の

実

態

ク

マ
に
よ
る
人

の
被
害

に
つ
い
て
、
い

つ
、
ど

こ
で
、
ど

の
よ
う

に
し
て
事
故
が
発
生

し
た
か
を
、

体

系
的

に
明
ら
か
に
す

る
資
料

は
意
外
に
少
い
。

こ
こ
で
は
犬
飼
哲
夫

「
熊
に
よ
る
人

の
被
害
」

に
よ

っ
て
知

り
得
る
大

正
、

昭
和
初
期
の
実
態
と
(13
)、

最
近

の
道
自
然
保
護
課
資
料
お
よ
び
萩
千
賀
主
事

が
集

め
た
昭
和

三
十
七
年
秋
以
降

の
新
聞
切

り
抜
き
を
分
析

し
て
得
ら
れ
る
実
態
を
も
と
に
、
新
旧

の

比
較
な
ど
を
行

っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
死
傷
者
数

に

つ
い
て
み
る
と
、
明
治

三
十
七
年

か
ら
昭
和

八
年

ま
で
の
三
十
年
間

に
、
北
海
道

内

で
ク

マ
に
殺
さ
れ

た
者

は

一
〇
三
名
、
負
傷
者
は
二
二
七
名

で
、
年
平
均
で
は
死
者

三
、
四
名
、
負

傷
者
七
、
六
名
と
な

っ
て
い
る
。

一
方

こ
れ

に
対
し
昭
和

三
十
年

か
ら
五
十

一
年
ま
で
の
二
二
年
間

に

つ
い
て
み
る
と
、
死
者

は
三
四
名
、
負
傷
者

は
六
七
名
で
、
年
平
均

で
は
死
者

一
、
五
名
、
負
傷
者
三

名
と
な

っ
て
お
り
、

ク

マ
に
よ
る
被
害
者

は
昔

に
く
ら
べ
半
分
以
下

に
減

っ
て
き
て

い
る
と
い
う

こ
と

が
で
き

る

(
な
お
ク

マ
に
よ
る
被
害

は
、
牛
、
馬
、
緬
羊
な
ど

の
家
畜
、
稲
、
麦
、

ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、

ス
イ
ヵ
な
ど
の
農
作
物

に
つ
い
て
も
か
な
り
大
き
な
も
の
が
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
ふ
れ
な

い
)
。

ま
た
人

の
被
害

の
季
節
別
発
生
率

に

つ
い
て
、
大

正
元
年

か
ら
昭
和
四
年
に
い
た
る
十

九
年
間

の
死

者

六

一
例
と
、
昭
和
三
十
七
年
秋
か
ら
五
十

二
年
春

ま
で
の
死
傷
者
五

六
例

(死
者
二
八
名
、
負
傷
者

二
八
名
)
を
く
ら

べ
て
み
る
と
(11
)、

表
五

の
と
お
り
と
な
る
。

こ
れ

で
み
る
と
、
昔

は
八
月
以
降
、

秋

か
ら
初
冬
の
事
故
発
生
が
多
か

っ
た
が
、
最
近
は
四
～
七
月

の
、
春

か
ら
初
夏

に
か
け
て
の
事
故
発

生
率
が
高
ま

っ
て
い
る

こ
と
が
知
れ
る
。

一
般

に
ク

マ
に
よ
る
被
害

は
、

ク
マ
が
冬
ご
も
り
を

ひ
か
え

て
大
食
す
る
秋

に
多
く
な
る

の
が
普
通

で
あ
る
が
、
最
近

は
春
グ

マ
狩
猟

(有
害
獣
駆
除
)
や
春

の
野

外

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ソ
も

ふ
え
て

い
る
の
で
、

こ
れ
ら
が
季
節
別
発
生
率

の
変
動
を
も
た
ら
し
た

一
因

と
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ

に
ク
マ
に
よ
る
人

の
被
害

の
原
因

で
あ
る
が
、

「
熊
に
よ
る
人

の
被
害
」
で
は
、
ク

マ
が
人
間

を
害
す

る
場
合
と
し
て
、
e
仔
熊
を
連
れ
た
母
熊
、
口
偶
然
に
熊

に
出
会
し
熊
が
驚
き
恐

れ
た
時
、
日

50



狩
猟

に
よ

四

つ
の
動

こ
の
動

に

つ
い
て

%
l

oo1

(表5)ヒ グ マ に よ る事 故 発 生 の 月 別割 合

0102030405060708090
1111111111

り
負
傷
し
た
い
わ
ゆ
る
手
負
熊
、
㈲
熊
が
自
ら
好
ん
で
人
間
を
襲
い
こ
れ
を
喰
う
場
合
、
の

機
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

機
分
類
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
昭
和
三
十
七
年
秋
か
ら
五
十
二
年
春
ま
で
の
死
傷
者
五
六
例

新
聞
記
事
か
ら
判
断
し
得
る
範
囲
で
、
ク
マ
が
人
を
襲
う
動
機
と
そ
の
発
生
件
数
を
分
類
整

12月11月10月9月8月
7
月

ヲヒ正1～ 口召禾04456

の死者 月 月 月

皿12
月11月10月9月8月7月6月5月4月

H召和137～513

の死傷者 月

(表6)ヒ グマが人を襲 う動機 と発生件数(昭37～51の56例)

明i発 生件数 範

12件

02

-

、

Q
U

O1

9
θ

¶⊥

噌1

1

説

突然人 間に出合 うと、驚ろき、恐れ、 自己防衛 のため襲 う。

⑦ 人間が近 くに くる と、自 らの行動圏をおかされた と思い、

排除す るために襲 う。 また は自分の獲物 と思 ってい るものを

人 間に とられた場合 に襲 う。

④ 人間の ところへ行 けば食料があ ると思い襲 う。

⑤ 肉食の味を知る と、次 々に人畜 を襲 う。

狩猟 で手傷を負わされ、人間に敵意 をもってい るので襲 う。

損 いにはな らぬが・撃たれそ うになって・ あるいは流 れ弾 殉

驚 き、 身 の 危 険 を感 じ て襲 う[

母 グマ が 仔 グマ を守 るた め 本 能 的 に襲 う。

冬 ご も りが で きず 、 飢 え と精 神 不安 で襲 う。1

⑦ 冬 ご も り穴 の近 くで行 動 し、安 眠 を さ また げ た の で襲 われ

た 。

④ クマ は襲 っ て こ なか っ た が 、人 間が ク マ を見 て シ ョ ッ ク死

した 。

動 機

ぼった り出合 う

積 極 的 襲 撃

手 負 い グ マ

狩 猟 反 撃

仔 つ れ メ ス

穴 も た ず グ マ

そ の 他

人

業

る

作

)

よ

動

例

に

行

56

マ

の

の

グ

時

5ー

ヒ

生

～

発

37

)

故

昭

　俵

躰

(

徽嘩坐勉避
狩

}
件

}
21

11

7

7

5

4

「下

ー
猟

業

業

り

山

他

)

と

道

菜

国

牧

山

の

、等

氏

驚

林

農
釣

登

そ

(

理
し
た
の
が
表
六
て
あ
る
。
も

ち
ろ
ん

一
つ
の

例

で
い
く

つ
か
の
動
機
が
重
複
し
て
い
る
も

の

も
あ
り
、
被
害
者
が
死
ん
だ
た
め
そ

の
状
況

の

明
ら

か
で
な

い
も

の
も
あ
る
が
、

一
応
、

一

例

に
つ
い
て

一
動
機
に
ま
と

め
て
み
た

(
ち
な

み
に
丘
珠

の
例

は
穴
も
た
ず
グ

マ
で
あ
り
、
古

丹
別
の
例

は
穴
も
た
ず

の
ほ
か
、
積
極
的
襲
撃

i

雪

こ
塁
わ
ヒ
董
吻
を
尺
削

こ
十
づ
ナ
ら
匝

た
た
め
ク

マ
が
自
分

の
行
動
圏
を
お
か
さ
れ
た
と
思

っ
て
攻
撃
し
、
さ
ら
に
人
間

の
肉

の
味
を
知

り
次

々
に
襲

っ
た
ー

と
手
負

い
が
重
複
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
)
。

一
方
、
人
間

の
側

か
ら
み
る
と
き
、

つ
ま
り
ど
ん
な
行
動
を
し

て
い
る
と
き

ク

マ
に
襲
わ
れ
た
か
を

ま
と
め
た
の
が
表
七
で
あ
る

(さ
す
が

に
最
近

は
丘
珠
、
古
丹
別

の
よ
う
に
家
屋
内
に
い
る
人
が
被
害

を
受

け
る
事
例
は
み
ら
れ
な
く
な

っ
て

い
る
)
。

こ
れ

で
み
る
と
、
や
は
り
山
道
な
ど

で
ば

っ
た
り
と

ク

マ
に
出
合
う

こ
と
は
危
険
で
あ
り
、
ま
た
凶
悪
な
、
積
極
的
襲
撃
を
加
え
て
く
る
ク

マ
も
多

い
こ
と

が
知

れ
る
。
も

っ
と
も
人
間

と
ク

マ
の
出
合

い
回
数

は
、
年
間

に
二
～
三
千
回

は
あ
る
と
い
わ
れ
て

い

る

の
で
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
五
十

一
年
ま

で
約
三
万
回
以
上

の
出
合
い
の
中

で
の
三
二
件
は
、
確
率

的
に
は
約
千
分

の

一
程
度

で
、
そ
れ

ほ
ど
多

く
は
な
い
と

い
え
る
か
も
知
れ
な

い
。
ク

マ
は
人
間
を
み

れ
ば
逃
げ
る

こ
と

の
方
が
多

い
が
、

い
ず

れ
に
し
て
も

ク

マ
の
生
息
域
で
人
間
が
行
動
す
る
場
合

は
、

ク

マ
に
人
間

の
存

在
を
知
ら

せ
る
よ
う
音

を
だ
す
な
ど
、
十
分

な
注
意
が
必
要
で
あ

る
。

ま
た
狩
猟

に
と
も
な
う
手
負

い
グ

マ
、あ

る
い
は
手
負

い
に
し
な
く
て
も
、
ク

マ
が
身

の
危
険
を
感
じ

て
反
撃

に
転
じ
た
事
故
も
多

い
。
止
め
を
刺
す

つ
も
り
で
近
よ

っ
た
ら
、
最
後

に
や
ら
れ
る
と
い
う
、

ハ
ン
タ
ー
と
し
て
は
初
歩
的
な
失
敗
も
二
、
三
お
こ

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
五
六
例

の
う
ち
、
事
故

の
あ

と
で
仕

止
め
た
こ
と
が
は

っ
き
り
し
て
い
る

ク
マ
が

一

九
頭
あ

る
が
、
そ

の
性
比
は
オ
ス
が

一
〇
頭
、

メ
ス
が
五
頭
、
新
聞
記
事
か
ら

は
不
明
が
四
頭
と
な

っ

て
お
り
、
推
定
年
令

は
三
才
か
ら

=
二
才
ま

で
で
、
五
～

八
才

の
も

の
が
多

い
。
体
重

の
わ

か

っ
て
い

る
も
の

一
七
頭

の
内

訳
は

一
〇
〇

キ

ロ
以
下

二
頭
、

一
〇
〇
キ

ロ
台

六
頭
、
二
〇
〇

キ

ロ
台

六
頭
、
三

〇
〇

キ

ロ
台
三
頭
と
な

っ
て
い
る
。

ク

マ
の
捕
獲
数

の
増
減

5ヱ



す

で
に
オ
オ
カ
ミ
の
項
で
ふ
れ
た
よ
う

に
、
北
海
道

で
は
古
く
か
ら
ク

マ
と
オ
オ

カ
ミ
は
害
獣

と
し

て
そ

の
捕
獲
が
奨
励
さ
れ
て
き
た
。
明
治
十
年

に
は
ク

マ
、

オ
オ

カ
ミ
と
も
に

一
頭

二
円

の
捕
獲

奨
励

金
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
翌
十

一
年

に
は
ク

マ
五
円

、
オ
オ
カ
ミ
七
円
に
値
上
げ
さ
れ
、
さ
ら
に

十
五
年

に
は

ク

マ
三
円

、

オ
オ
カ
ミ
十
円
に
変
更

さ
れ
た
。

ま
た
明
治
三
年

頃
は
開
拓
使
が

ク

マ
の

胆
と
皮
を
、
大
熊

九
～
十

円
、

中
熊
七
～

八
円
、

小
熊

三
～

五
円
で
買

い
上
げ

る
施
策
を
と

っ
て

い

た
(15
)。

ク

マ
よ
り
オ
オ

カ
ミ
の
方
が
高

い
奨
励
金
だ

っ
た
の
は
、
ク

マ
は
奨
励
金
と
は
別

に
商
品
価
値
が
あ

っ
た

こ
と
も
あ
ろ
う
が
、

ク

マ
よ
り
オ
オ
カ
ミ
の
被
害
を
よ
り
重
視

し
た
た

め
で
あ

ろ
う

(
オ
オ
カ
ミ

に
よ
る
被
害

は
主

に
家
畜
で
、
人
身
事
故

は
と
く

に
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う

で
あ
る
が
、
被
害
発
生

の

確
率

は
オ
オ
カ
ミ
の
方
が
高

か

っ
た
)
。

し
た
が

っ
て
オ
オ
カ
ミ
に
よ
る
被
害
が
減
少
し
た
明
治

二
十

一
年

に
は

こ
の
捕
獲
奨
励
金

は
廃

止
さ
れ
た
。
し
か
し
ク

マ
は
捕
獲
奨
励
金

の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず

、

開
拓
者

に
と

っ
て
は
恐

る
べ
き
存
在

で
あ
り
、
ま
た
ク

マ
の
胆
な
ど
は
商
品
価
値
が
高

か

っ
た
か
ら
そ

の
後

も
さ

か
ん

に
捕
獲

さ
れ

た

(明
治

二
十
二
年

以
降
、
昭
和
三
十
八
年

以
前

の
約
七
十
年
間

は
、
全

00

00
「

道
的

な
ク

マ
の
捕
獲

奨
励
金
制

コ　

む

む

む

む

む

む

む

む
コ

む

む

頭
」

L

90

80

70

60

50

40

30

20

船

0

度

は
存
在

せ
ず
、
必
要
あ

る
場

昭50454035302520

合
は
市
町
村
な
ど
の
地
域
単
位

で
懸
賞
金
な
ど
が
つ
け
ら
れ
て

い
た
。
た
と
え
ば
昭
和
十
七
年

お
こ
つ
ぺ

頃

の
興
部
地
方
で
は

一
頭

一
〇

〇
円
(-6
)。
昭
和
三
十

七
年
秋

は

全
道
的

に
ク

マ
の
被
害

が
大

き

か

っ
た
た
め
、
道
で
は
三
十

八

年
以
降

、

ヒ
グ

マ
捕
獲
奨
励
金

を
市
町
村

に
対
す
る
補
助
金

と

し
て
支
出
す

る

よ

う

に
な

っ

た
。

一
頭

一
万
円

の
二
分

の

一

が
標
準

。
そ

の
ほ
か
に
出
動
手

当

一
人

一
日
二
、
五
〇
〇
円
程

度
が
支
給
さ
れ
る
)
。

北
海
道
庁
統
計
書

な
ど
に
よ

っ
て
知
り
得

る
明
治

以
降

の
、
ク

マ
の
年
次
別
捕
獲
数
を
グ

ラ
フ
に
す

る
と
表

八
の
と
お
り
と
な
る
。

こ
の
捕
獲
数

は
奨
励
金

の
裏
づ
け
の
な

い
時
代

の
、
狩
猟
者
か
ら
の
申

告

に
よ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
・
と
く

に
戦
前

は
ア

マ
ッ
ポ

(仕
掛
け
毒
矢

や
銃
)
、

嘆

ハ
ッ
パ

な
ど

で
非
合
法
的

に
捕
ら
れ

て
統
計

に
は
あ
ら
わ
れ
な

い
ク

マ
も
相
当

に
多

か
っ
た

で
あ

ろ

う

か
ら

(
ま
た
僅

か
な
数
で
あ
る
が
、
国
有
林
が
自

ら
行

っ
た
有
害
獣
駆
除

に
よ
る
捕
獲
数
も
含
ま
れ
て
い
な

い
)
、
こ
の
統
計
数
値

を
ど

こ
ま
で
信
用
し
て
よ
い
か
は
問
題
で
あ

る
が
、

こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
限
り
、

ク

マ
の
捕
獲
数

は
戦
前
よ
り
も
戦
後

の
方
が
ふ
え
て

い
る
。
す
な
わ
ち
明
治

三
十
八
年

か
ら
昭
和
十
七

年
ま
で

の
年
平
均
捕
獲
数
は
三
二
九
頭

で
あ
る

の
に
対

し
、
戦
後

の
昭
和

二
十
年

か
ら
五
十
年
ま
で
の

年
平
均
捕
獲
数

は
四
九

六
頭
と
な

っ
て
い
る
。
な
お
明
治

三
十

八
年
か
ら
昭
和
五
十
年

ま
で
の
通
算
年

平
均

は
四
〇
四
頭
で
あ

る
。

ク

マ
の
捕
獲
数
が
生
息
数

に
比
例

し
て
い
る
と
単
純
に
割

り
切
れ
ば
、
戦
時
中

に
シ
カ
が
増
え
た
と

同

じ
よ
う

に
ク
マ
の
生
息
数
も
戦
後

は
増
大
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば

戦
後

は
ク

マ
に
対
す
る
狩
猟
圧
が
高

ま

っ
て
、
そ

の
生
息
数

を
減
少
さ
せ
て

い
る
こ
と
に
な

る
。
し
か

し

一
般
的

に
は
狩
猟
圧
が
加
わ
れ
ば
捕
獲
数
が
減
少
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る

の
に
、
ク

マ
の
捕
獲
数
は

あ

る
変
動
を
く
り
か
え
し
な
が
ら
も
、
ほ
ぼ
横
ぽ

い
を
続
け
て
い
る
。

捕
獲
数

の
増
減
周
期

に
つ
い
て
、
こ
の
グ

ラ
フ
か
ら
明
確
な
結
論
を

ひ
き
だ
す
こ
と
は
難

し
い
が
、

お
よ
そ
次

の
こ
と
が

い
え
よ
う
。

e

捕
獲
数
が
高

か

っ
た
年

の
翌
年

の
捕
獲
数
は
減
少
す
る
。

口

俗

に
秋
山

の
実

り
の
少
な

い
年

は
ク

マ
の
出
没
が
多
く
な

る
と

い
わ
れ
る
が
、
冷
害

の
年
は
捕

獲
数

の
多

い
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
グ
ラ
フ
中

の
○
印
は
冷
害

と
い
わ
れ
た
年

で
あ

る
が

(農
林
省
北
海

道
統
計
情
報
事
務
所

「
北
海
道

の
農
業
情
勢
」
昭
五

二
、
に
よ
る
)
、
明
治
三
十

九
年
、
昭
和

六
、
九
、

十

六
、

二
十
八
、
三
十

一
、
三
十
九
の
各
年

は
、
冷
害

と
捕
獲
数
ピ

ー
ク
が
よ
く

一
致
し
て
い
る
。
冷

害

の
年

で
捕
獲
数

の
少
な

か

っ
た

の
は
、
昭
和
七
年

の
み
で
あ

り
、

こ
れ
は
そ
の
前
年

の
捕

り
す
ぎ

の

反
動

と
思
わ
れ
る
。

⇔

冷
害
以
外

の
年

で
捕
獲
数

の
ピ
ー
ク
に
あ
た

る
も

の
の
う

ち
、
明
治
四
十

五
年
は
そ
の
前
年

に

全
道
各
地

に
発
生
し
た
山
火
事

の
影
響
、
昭
和

二
十

三
年

は
戦
後

の
緊
急
開
拓

に
よ
る
ク

マ
の
生
息
域

へ
の
人
間

の
進
出

の
影

響
、
が

そ
れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
昭
和
三
十

七
年

は
十
勝
岳

の
爆
発
に
よ

52
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(表8)ヒ グマの年次別捕獲数(Oは 冷害の年)
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(表9)ヒ グマの 月別捕獲数割合

100%
ニ

殉
90
・

80
瞥

70
1

60
1

50曜40130
-

20巳10
-

11月10月9月5月 角 角8月4月3月
2
月

O
r

大正3～ 昭和41

の平均 月
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る
降
灰

の
た
め
、
と
く

に
道
東

地
方

の
山

の
実
り
が
少
な
か

っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
な

お
昭
和
三
十

八
年

以
降

は
春
グ

マ
の
捕
獲
が
奨
励

さ
れ
て

い
る

の
で
、
冷
害

と
の
相
関
関
係

は
あ
ら
わ
れ

に
く
く
な

っ
て

い
る
。

ま
た
ク

マ
の
季
節
別
捕
獲
割
合
を
大
正
三
年

か
ら
昭
和

四
年
ま

で
と
、
昭
和
四
十

一
年

か
ら
五
十
年

ま
で
に

つ
い
て
比
較
す
る
と
表
九
と
な
る
。
昔

に
く

ら

べ
最

近
は
春
グ

マ
の
捕
獲
数
割
合
が
い
ち
じ
る

し
く
増
大
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。
こ
れ
は
残
雪
期

は
ク

マ
が
冬
ご
も
り

か
ら
さ
め
た
ば

か
り

で
不
活
発
な

こ
と
が
あ
り
、
ク

マ
の
足
跡
が
雪

上
に
残

る
の
で
追

跡
し
や
す
く
、
そ

の
う

え
木

の
葉
が

繁

っ
て
い
な

い
の
で
見
透
し
が
き
き
、
危

険
性
が
少

な
い
た
め
、
道
と
し
て
も
春

グ

マ
の
駆
除
を
奨
励

す
る
よ
う

に
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。

つ
ぎ

に
地
域
別
、
時
代

別
の
ク

マ
捕
獲
数

を
各
支
庁
単
位

に
、
明
治
十
年
代
、
大

正
五
～
九
年
、
昭

和
四
十
～

五
十
年

の
、
そ
れ
ぞ
れ
年
平
均
を
求

め
た
も

の
が
表
十
で
あ
る
。

こ
れ
を

一
見
す

る
と
、
同

じ
趣

旨
で
作

っ
た
オ
オ

カ
、・・
の
も

の

(
表
四
)

と
は
い
ち
じ
る
し
く
対
照
的

で
、
ク

マ
は
各
時
代
、
各

地
域

を
通

じ
て
生
活
力
旺
盛
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず

よ
み
と
れ

る
。

し
か
し
よ
く

み
る
と
各
地
域

で
そ
れ
な
り

の
特
徴

の
あ
る
こ
と
が
知
れ

る
。
す
な
わ

ち
、
石
狩
、
胆

振
地
方

で
は
明
治
初
期

の
開
拓
者
と

ク

マ
の
出
合

い
が
は
じ
ま

っ
た
と
き

に
多
数
が
捕
獲

さ
れ
、
そ
の

後

は
全
般
的

に
人
間

の
生
活
領
域
と
な
り

つ
つ
あ
る
の
で
捕
獲
数
が
激
減
し
て
い
る
。

こ
れ

に
対
し
上

川
地
方

は
開
拓
者
と

ク

マ
の
出
合

い
そ

の
も

の
が
明
治
中
期
以
降

の
こ
と

で
あ

っ
た
か
ら
、
明
治
初
期

の
捕
獲

は
少
な
く
、
大
正
時
代

に
相
当
数

を
と
り
、
ま
た
最
近
は
全
道

で
も

っ
と
も
捕
獲
数
が
多
く
な

っ
て

い
る
が
、

こ
れ
は

ク

マ
の
生
息

に
適

し
た
山
岳

地
帯
が
多

い
た
め
で
あ
ろ
う

。
網
走
地
方
も
ほ
ぼ

同
じ
傾
向
が

み
ら
れ

る
。
ま
た
渡
島
、
日
高

、
十
勝

地
方

は
明
治
初
期
に
も
相
当
数
を
捕

り
、
現
在

で

も
相
当
数
が
捕
ら
れ
て

い
る
が

、
や
は
り
山
岳

地
方

を
か
か
え
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
根
室

地
方
で
は
開
拓
者
と

ク

マ
の
出
合

い
と
な

っ
た
大
正
時
代

に
相
当
数
が
捕
獲
さ
れ
た
が

、
こ
の
地
方

は

ク

マ
の
安
住
地
と
し

て
の
サ
サ
の
あ
る
森
林
地
帯
が
少
な
い
た
め
か
、
最
近

の
捕
獲
数

は
少
な
く

ク
マ

の
生
息
数
そ

の
も

の
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ

る
。
釧
路
地
方
も
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
が

み
ら
れ

る

(
戦
前

の
根
室
地
方

の
捕
獲
数

に
は
僅
か
で
あ
る
が
北
方
領
土

の
分
も
含
ま
れ
て
い
る
)
。

上
川
地

方
を
典
型

と
す

る
宗
谷
、
空
知

地
方
な
ど
は
明
治
初
期
に
は
天
寿
を
全
う
し
て
自
然
死

す
る
ク

マ
が
多

か

っ
た
が

、
最
近

は
人

に
よ

っ
て
殺
さ
れ
る

ク

マ
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

こ
の
地
域
別

、
時
代
別
捕
獲
状
況
と
、
表
八

の
明
治
以
降

の
年
次
別
捕
獲
数
を
総
合
し
て
勘
案
す
る
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と
、
北
海
道

の
ク

マ
の
生
息
数

は
明
治
時
代

に
く
ら

べ
て
か
な
り
減
少

し
て
き

て
お
り
、
か

つ
、
そ

の

,

生
息
域
も

一
部

の
山
岳
地
域
な
ど
に
せ
ば

め
ら
れ

つ
つ
あ

る
、
と
み
な
す
こ
と
が

で
き

る
。

今
後
の
ク

マ
対
策

ク

マ
の
生
息
数

は
明
治

は
じ
め
よ
り
少
な
く
な

り
、
そ

の
生
息
域
も
せ
ば

め
ら
れ

っ
つ
あ
る
が

、
ク

マ
は
明
治
以
来

、
野
生
動

物
保
護

の
観
点

か
ら
の
施
策
を
講
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が

な
い
。

ク

マ
と
人
間

の

共
存

は
北
海
道

に
お
い
て
は
困
難
と

い
う

こ
と
で
、

〃
見
敵
必
殺
"

の
よ
う

に
そ

の
捕
獲
が

奨
励

さ
れ

て
き

た
の
で
あ

る
。

現
在

の
と

こ
ろ
ク

マ
の
生
息
数

は
減
り

つ
つ
は
あ

る
の
だ
ろ
う
が
、
激
減
し

て
い
る
と
判
断
す

る
材

料

は
な
く

、
ま
た
ク

マ
の
食
性
等

は
環
境

に
対
す
る
適
応
性
が
き
わ
め
て
強
く

、
さ
ら

に
北
海
道

の
大

部
分
が
天
然
林

で
あ
る
と
い
う
実
情

(
全
道

の
七

二
%
が
森
林

で
、
そ
の
六
七

%
が
天
然
林
)

で
は
、

漸
滅
す

る
こ
と
は
あ

っ
て
も
そ
う
簡
単

に
ク
マ
が
絶
滅
す
る

こ
と
は
な

い
と
思

わ
れ

る
。
し
か
し
そ
れ

で
も
や

は
り
、

ク
マ
と
人
間

の
か
か
わ
り
あ
い
は
今
後

も

こ
れ
ま
で
の
ま
ま
で
よ
い
の
だ
ろ
う

か
、

と

い
う
懸
念

は
わ

い
て
く
る
。

識
者

の
中

に
は

「
ヒ
グ

マ
の
よ
う
な
猛
獣

に
満
ち
、
そ
こ

へ
ゆ
け
ば

、
動
物
的
な
生
命

の
危
険
が
あ

る
と

い
う
空
間
が
、
国
内

に
存
在
す

る
の
は
、
む
し
ろ
日
本
民
族
の
生
命
力
を

た
も

つ
た
め
に
大
切
な

の
で
は
な

い
か
」
と

い
う
意

見
が

あ
り
(
-7
)、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園

の
よ
う
な
保
護
区
を

つ
く

り
、
ク

マ
を
管

理

(
ワ
イ

ル
ド

ラ
イ

フ

マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
)
し
て
、
人
間

と
ク

マ
が
共
存

で
き

る
道
も

考

え
る
べ
き

だ
、
と

い
う
論
も
し
ぼ

し
ば
き

か
れ
る
(-8
)。
こ
れ
ら

の
説

は
ま
こ
と

に
も

っ
と
も

で
あ
り

〃
総
論
賛
成

"
と
い
え
る
が
具
体

的
に
は
き
わ
め
て
難

し
い
問

題
で
あ

る
。

「
動
物
的
な
生
命

の
危
機

が

あ
る
と
い
う

空
間
」
が
日
本

の
ど

こ
か
に
存
在
す
る

こ
と
は
結
構

で
あ

る
が
、
そ
れ
で
は
そ
う
思
う

人
が

、
ク

マ
に
喰
わ
れ
る
危
険

の
あ
る
空
間

に
自
ら
住
む
か
と

い
え
ぽ
、
そ
れ

は

〃
否
〃
と

い
う

こ
と

に
な

る
だ

ろ
う
。
と

こ
ろ
が
広

い
と

い
わ
れ
る
北
海
道
に
お
い
て
も
、
も

は
や
人
間

の
居
住
域
と
隔
絶

し
て
、
そ

の
よ
う
な

ク

マ
の
楽
園

を
設
定

で
き
る
余

地
は
な
い
の
で
あ

る
。

ア

メ
リ
カ
の
国
立
公
園
は
、
広
大
な
国
土

の
中

に
ま
さ
に
人
間

の
居
住
域
と
隔
絶

し
て
設
定
さ
れ
て

い
る
も

の
が
多

い
。
し
か
も

ア

メ
リ
カ
の
ク

マ
は
檸
猛

と
い
わ
れ

る

ハ
イ
イ

ロ
グ

マ
で
さ
え
、
北

海
道

の

ク
マ
に
く

ら
べ
る
と
、
よ
ほ
ど

お
と
な
し

い
の
で
あ

る
。

ア
メ
リ
カ
と

カ
ナ
ダ
で
は
、
イ

エ
ロ
ー
ス

ト
ソ
、
グ

レ
ー

シ
ャ
ー
、
ジ

ャ
ス
パ
ー
な
ど
七

つ
の
国

立
公
園

で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
立
公
園
が
設
定
さ

れ
て
か
ら

一
九
七
〇
年
ま
で
の
間

に
、

ハ
イ
イ

ロ
グ

マ
に
よ
る
人
身
事
故
が
七
七
件

お
こ

っ
て

い
る
が

ヒグマの地域別 ・時代別捕 獲頭数(表10)

㎜

㎜

m

期

90

80

70

・
60

50

40

30

20

10

0

-
⊥

1

1

1
⊥

高振走山島狩

(
比
較
的
最
近
は
観

光
客

五
〇
万
人

に

一

件
)
、
そ
の
う
ち
四
〇

名
は
入
院

の
必
要
が

な

い
程
度

の
軽
傷

で

あ
り
、
入
院

一
日
以

上

の
負
傷
者

は
三

二

名
、
死

亡
者

は
わ
ず

か
五
名
で
あ
る
と

い

う
。
し
か
も
事
故

の

大
部
分
は
仔
つ
れ

の

メ

ス
グ

マ
に
や

ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る

(
a91
)・

こ
れ
を
さ
き

の
北
海
道

の
ク

マ
の

事
故
例

と
く
ら

べ
て

み
る
と
、
ク

マ
の
凶

暴
性
に
は
か
な
り

の

差
が
あ
る
こ
と
が
知

れ
る
。
な
お
事
故
は

一
九
六
〇
年
代
以
降

に
急
増

し
て
お
り
、
七
七
件

の
う

ち
四
五
件
は
イ

エ
ロ
ー

ス
ト
ン
国
立
公
園
内
で
発

生
し
て
い
る
。
そ

れ
は
イ

エ
ロ
ー
ス
ト
ソ
で
は
か

つ
て
観
光
客

に
見

せ
る
た

め
に

ク
マ
の
餌
づ
け
を
し

た

こ
と

が

あ

る

が
、
そ
の
後

は
観
光
客

の
捨
て
る
ゴ
ミ
を
ね
ら

っ
て

ク
マ
が
集
中

す
る
よ
う

に
な

っ
て
し
ま
い
、
そ
れ

が
事
故
多
発

に
つ
ら
な

っ
て

い
る
の
だ
と

い
う
。
現
在

は
国
立
公
園
内

の
ゴ

ミ
捨
場

を
閉
鎖
し
、

ク

マ

を
完
全
な
野
生
に
か
え
す
た
め

の
努
力
が

つ
づ
け
ら
れ

て
い
る
(b91
)・

こ
う
し
て
み
る
と
、
北
海
道

の
ク

マ
を
、

ア
メ
リ

カ
の
国
立
公
園
の
外
見
だ
け
ま
ね

て
保
護
す

る
こ

と
は
適
当
で
は
な
く
、
ま
た
北
海
道
で
は
、

か
り
に
何

処

に
ク

マ
の
保
護
区
を
作

っ
て
も
、

ク

マ
が
人
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アイヌがツルやサギをとるはじきわな

(後方羊蹄日誌)

間

の
居
住
域

へ

越
境
し
て

こ
な

い
と

い
う
保
証

は
な

い
の
で
、

地
域
住
民
の
同

意
を
得
る
こ
と

は

困

難

で

あ

る
。
し
た
が

っ

て

ク
マ
の
保
護

区
を
作

る
と
す

れ
ば
、
相
当
な

面
積

の
原
始
地

域

に
巨
大
な
塀

を
め
ぐ

ら
す
な
ど
し
て
別
天
地
を

つ
く

り
、
そ

こ
で
周
到
な
管
理
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。

各
府

県
で
は

「
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
」

の

一
環
と
し

て
鳥
獣
保
護
思
想
を
普
及
す
る
た
め

「
県
民
の

獣
」
を
定

め
て
い
る
が
、
北

海
道

で
も
昭
和
四
十

六
年

に
、

ヒ
グ

マ
、

エ
ゾ

シ
カ
、

シ
マ
リ

ス
を
候
補

に

「
道
民

の
獣
」
を
決
め
る
べ
く

、

一
般
投
票
を

よ
び

か
け
た
と

こ
ろ
、
四
、
三
五
九
票

の
投
票
が
あ

り
、

ヒ
グ

マ
ニ
、

一
八
四
、

エ
ゾ

シ
カ

一
、
八

一
八
、

シ
マ
リ

ス
三
五
七

の
得
票
を
え
た
。
そ

の
結
果

ヒ
グ

マ
を
道
民

の
獣
と
す
る
こ
と

の
可
否

に
つ
い
て
当
時
の
鳥
獣
審
議

会

に
は
か

っ
た
と

こ
ろ
、
賛
否

の
議
論
が
百
出

し
て
、
結
局
は

ヒ
グ

マ
を
道
民

の
獣
と
す
る
こ
と

は
適
当

で
は
な

い
、
と
い
う

こ
と
に

な

っ
た
。

「
道
民

の
獣
」
と
な
り
得
な
か

っ
た

ヒ
グ

マ
は
、

こ
れ
か
ら
も
な
お
し
ば
ら
く

は
道
民
を
悩

ま
し

つ
づ
け

る
で
あ
ろ
う

。

〈

註
V

ω

東
寧
元
積

・
東
海
参
謀

(
日
本
庶
民
生
活
資
料
集
成

四
、
昭

四
四
)

②

坂
倉
源
次
郎

・
北
海
随
筆

(北
門
叢
書

H
、
昭
七
復
刻
)

七

一
頁
。

③

古

川
古
松
軒

・
東
遊
雑
記

(
東
洋

交
庫
、
昭
三
九
)

a
一
四
二
頁
、

㈲

休
明
光
記

(
新
撰

北
海
道
史
史
料
1
、
昭
十

一
)

三
三
八
頁
。

四

〇

頁

。

b

一
五

六

頁
。

⑤

松
浦
武
四
郎

・
近
世
蝦
夷
人
物
誌

(
松
浦
武
四
郎
紀
行
集
下
、
昭
五

二
)
十

三
頁
以
下
。

⑥

知

里
真
志
保

・
樺
太

ア
イ

ヌ
の
生
活

(
知
里
真
志
保
著
作
集
皿
、
昭

四
九
)

二
〇
〇
頁
。

⑦

知
里
真
志
保

・
分
類
ア
イ

ヌ
語
辞
典
人
間
篇

(
知
里
真
志

保
著
作
集
別
巻
皿
、
昭
五

一
)

六
七
頁
。

⑧

八
田
三
郎

・
熊

(
明
四
四
)

二
九
頁
。

⑨

札
幌
昔
話

(
北
海
道
郷
土
史
研
究
資
料
、
昭
三
五
)

a
七

一
頁
、
b
七

二
頁
。

⑩

E

・
S

・
モ
ー
ス

・
日
本
そ

の
日
そ

の
日

(東
洋
文
庫
)
2
、

一
五
八
頁
。

㎝

木
村
盛
武

・
史
上
最
大

の
罷
…事
件

(
自
然

と
猟
友

四
～

六
、
昭

五

一
～

五
二
)

四
号
四
頁
他
。

北
海
道
新
聞
、
昭
三
六
、

六
、

五
、

こ
だ
ま
欄
。

、臓

、
犬
飼

哲
夫

・
罷
…に
よ
る
人

の
被
害

(
植

物
及
動
物

三
-

三
、
昭
十
)

十
頁
。

曲

昭
三
七
～

五

一
の
統
計

上
は
七
〇

件

の
死
傷
事
故
が
あ
る
が
、

こ
の
う
ち
に
は
約
十
件

の
飼

い
熊

事
故
も
含

ま
れ

て
い
る
の
で
、
新
聞
切
抜
き
の
五
六
例

は
統
計

に
あ
ら
わ
れ
た
事
故
の
九
割
以
上
を

カ
バ
ー
し
て
い
る
。

㈲

北
海
道
志

(
昭
四
八
復

刻
)

上
、
四
〇
〇

頁
。

個

犬
飼
哲
夫

・
北
の
風
土

と
動
物

(
昭
十

八
)
七

一
頁
。

㎝

斎
藤
禎
男

・
ヒ
グ

マ

(
昭

四
六
)

一
九

三
頁
。

圏

た

と
え
ば
、

ヒ
グ

マ

(
北
海
道
開
拓
記
念
館
特
別
展
目
録
、
昭

五

一
)

二
二
頁
。

働

qO
θ①9

8

寓
o
遷
①
3

・
踏
ロ
ヨ
餌
口
冒
言
蔓

ぎ
{一剛08
α

ξ

○
ユ
NN
ぐ

じ口
o胃
ω
(
ω
O
濁
Z
O
渾

Z
o
<
.

一
㊤
刈
O
)

a
五
九
四
頁
、
b
五
九
六
頁
。

四
、

タ

ン
チ

ョ
ウ

エ
ゾ
地
の
タ
ン
チ
ョ
ウ

タ

ソ
チ

ョ
ウ
は
、

ア
イ

ヌ
語

で
サ

ロ
ル
ン
カ

ム
イ

(
芦
原
内

に
い
る
神
)
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
神
秘

的

で
優
美
な
姿
は
神
の
名

に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
そ

の
姿

を
ま
ね
て
ア
イ

ヌ
が
演
ず
る
鶴
の
舞
も
美

し

い
。
「
蝦
夷
草
紙
」
(
寛
政

二
年

・

一
七
九
〇
)

に
は

「
松
前
に
て
巡
検
使
通
行

の
時
、
…
…
此
所

に
蝦

つ
ち
う
ち

夷
ど
も
大
勢
集

め
、
饗
応

に
槌
打
と
鶴

の
舞
等
を

い
た
す
事
先
例
な

り
。
…
…
鶴

の
舞

は
、
女
蝦
夷
曲

な
り
。
両
手
を

か
ざ
し
、
腰
を
か
が

め
て
、

一
足
飛

に
前
後
左
右

に
は
ね
、

口
中
舌
を
巻
き
、
鶴

の
声

の
如

く
、
ト

ロ
ト
ロ
と

い
ふ
て
踊
る
な

り
。」
と
あ
る
(1
)。

ツ
ル
は
ク

マ
と

は
仲
が
悪
く
、

ク

マ
に
出
合
う
と
両
翼
を
前

に
突
き
出
し
て
、
襲
い
か
か

っ
て
死
生

の
闘

い
を
す
る
と
も
い
わ
れ
、

ま
た
人
間
が
悪

い
ク

マ
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
ツ
ル
が
き
て
ク

マ
を
追

っ
て
助
け
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
る
、

と

い
う
云

い
伝
え
が
あ
る
た
め
か
(2
)、

ア
イ

ヌ
は

ツ
ル
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を
大
切

に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
此
辺
鶴
多

し
。
然
れ
ど
も
土
人
も
是
を
取
ら
ざ
る
也
。

鶴

も
逃
げ
ざ

る
な
り
。」

と
、
石
狩
川
筋

に
お
け
る
ア
イ

ヌ
と
タ

ン
チ

ョ
ウ
の
平
和

な
関
係
が

「
石
狩
日
誌
」
(
万
延

元
年

・

一
八
六
〇
L

に
で
て
い
る
(3
)。

ま
た
水
戸
藩

の

エ
ゾ
地
調
査

の
項
で
記
し
た
よ
う

に
、

徳

川

光
囲
に
贈

ら
れ
た
タ

ン
チ
ョ
ウ
は
、
ア
イ

ヌ
の
女
房
が
卵
を
自
ら

の
ふ
と

こ
ろ
に
抱

い
て
ふ
化
さ
せ
、

大
切

に
育

て
た
も

の
と
さ
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん

ア
イ

ヌ
が

ツ
ル
を
ま

っ
た
く
捕

ら
な
か

っ
た
と
は

い

え
な
い
こ
と
は
、
「
東
蝦
夷
日
誌
」
(
文

久
三
年

・

一
八
六
三
)
の
中

の
鵡
川
付
近

の
記
述

に

「
カ
ア
ナ

な
づ
け

イ
、
此
処
鶴
多
き
故
、
是
を
取
仕
懸
を
置
く
故
号

し
と

。」
と
あ
る

こ
と

で
も
知
れ
る
(4
)。

し
か
し
、

ア
イ
ヌ
と

ツ
ル
の
関
係

は
概
し
て
平
和
共
存
的
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。

本
州

で
も
江

戸
時
代

に
は
、

ツ
ル
や

ハ
ク
チ

ョ
ウ
は
保
護

さ
れ

て
い
る
藩

が
多

か

っ
た
。
た
と
え
ば

高

田
藩

の
五
人
組
御
仕
置
帳
に
は
、
「
猟
師

の
外
鳥
獣

一
切
取
る
べ
か
ら
ず
。

た
と
え
猟
師
と

い
へ

ど
も
鶴

・
白
鳥
取
候
儀
御
停
止
に
候
。
も
し
村
中

に
て
鶴

・
白
鳥
売
買
致
す
者
あ
ら
ぽ
訴
出

る
べ
き
の

事
」

と

い
う
掟

が
あ

っ
た
(.。
)。

と

こ
ろ
が
松

前
藩
で
は
と
く

に

ツ
ル
を
保
護
す

る
と

い
う

こ
と
は
な

か

っ
た
。
「
東
遊
記
」
(
天
明
四
年

・
一
七

八
四
)
に
は

「
此
地

に
て
は
禁
制
な
く
、
専
ら
料
理
等

に
用

ゆ
。
塩
鶴

に
し

て
他
国

へ
出
す

こ
と
多
し
と
云

へ
り
」

と
あ
る
(6
)。

エ
ゾ
地
で
は
各
地

の
湿
原

、
湖
沼

に
タ
ソ
チ

ョ
ウ
な
ど
が
生
息
し
て

い
た
。
「
松
前
蝦
夷
記
」

(享
保

二
年

・
一
七

一
七
)

に
は

「
鶴
。
真
鶴
、
黒
鶴

、
丹
頂
共
、
蝦
夷
地
之
内
、

か
ら
と
島

(
カ

ラ
フ
ト
)
、

き

い
た

ふ

(
霧
多
布

)
、
と
か
ち
、
右
多
分

二
取

レ
申
候
所
也
」
と
あ
り
(7
)、
「
北
海
随
筆
」
(
元
文

四

か
ん

こ
う

が
ん

年

・

一
七
三
九
)

に
は

「
鶴
、
鶴

(
コ
ウ

ノ
ト
リ
)、
鴻

(
ハ
ク
チ

ョ
ウ
ま
た
は

ヒ
シ
ク
イ
)
、
雁
、
鴨

の
類
、

春

は
北

へ
帰

る
。

蝦
夷
地
深
山
の
沼

に
は
、

夏
と

て
も
岩
陰

に
潜

て
有
り
。

ウ

チ
ウ
ラ
ガ
岳

(駒

ガ
岳
)

の
大
沼
、
小
沼
を
通
り
し
に
、
水
鳥
多
く
居

り
、

シ
リ
ベ

ツ
、

シ
コ
ツ
の
沼

に
猶
更
多
く

あ

る
よ
し
也
」
L
と
記
さ
れ
て
い
る
(8
)
シ
コ
ツ
と

い
う

の
は
現
在

の
千
歳
付
近

で
あ

る
が
、

と
く

に
こ

の
辺

に
は
ツ
ル
が
多

か

っ
た
。
そ
し
て

シ
コ
ツ
の
地
名

は
死
骨
を
連
想
さ
れ
る

の
で
、
鶴

は
千
年

の
め

で
た
さ

に
あ
や

か

っ
て
千
歳
と
よ
ば
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

の
だ
と
い
う
。
ま
た
釧
路

地
方

に
タ
γ
チ

ョ

か
ん
ゆ
う

ウ
が

い
た
記
録
と
し

て
は
、
た
と
え
ば
安
政
四
年

(
一
八
五
七
)

の

「
筆
有

日
記
」

の
中

に

「
此
辺
右

に
見
る
連
山
近
く
左
汀
辺
七
、
八
町
な
り
。
草
原
小
川
板
橋
を
越
し
十
町
許

に
て
ヲ
タ

ノ
シ
ケ
小
休
所

あ

り
、
十

六
、
七

町
に
て
タ
ン
ネ

ニ

(
一
里
標
)
同
前

の
原
上
右

に
小
沼
を
添
行
く

、
丹
頂

の
讐
鶴
を

見

る
。」

と
書

か
れ
た
も

の
な
ど
が
あ
る
(9
)
「
松
前
志
」
(
天
明
元
年

・
一
七
八

一
)

に
は
と
く
に

ツ

ル
の
こ
と
が
詳

し
く

の
べ
ら
れ

て
い
る
(-o
)。

す

な
わ
ち

「
東
部
夷
地

シ
コ
ツ
、

大
沢
噴
野
、
此
禽

わ

き
て
多
し
。
白
鶴
あ
り
、
蒼
鶴
あ
り
、
黒
鶴
あ

り
、
丹
頂
殊

に
多
し
。
…
…
本
藩
家
士
岡
田
藤
七
な
る

さ
い
が
い

も

の
あ
り
。
幼
き
よ
り
塞
外
に
在

て
好

ん
で
猟
す
。
鳥

銃
を
放

て
猛
熊
を
殺
す

こ
と
数
十

、
鶴
を
獲

る

こ
と
三
百
許

、
其
巣

を
窺
ひ
、
其
交
接
す

る
を
視
る
こ
と
あ
ま
た
た
び

な
り
。
又
身
自
ら
其
卵
を
懐
き

雛
を
育

ひ
た
る
こ
と
あ
り
。

雛
長
ず
る

に
従
て
藤
七

を
慕

ふ
こ
と
其

母
の
如
く
従
歩
す
。

其
巣

は
大

沢
、
水
辺
、
小
岡

の
中

央
に
茅
を
敷
な
ら

べ
、
唯
二

つ
の
卵
を
産
す
。
必
ず
す

こ
し
く
大
小
あ
り
と
。

其
分
量
凡
四
十

目
許
あ
り
と
そ
。
人
有

て
若

し
其
巣

を
窺

ふ
と
き
は
、
鶴
卵
を
棄

て
て
再
び
来
ら
ず
。

…
…
鶴
雛

よ
う

や
く
長
ぜ
ん
と
せ
ば
、
狐
狸

の
類
来

て
其
雛
を
奪
は
ん
と
す
る
と
き
、
雌
雄
列

っ
て
長

蛇

の
陣

を
布
き
、
雄
進
ん
で
先
鋒
と
な
り
、
雌
後

と
な
り
、
雛
を
中
軍

に
備

へ
、
首
尾
中
央
其
列
を
乱

い
わ
ゆ
る

さ
ず
、
泰
然
と

し
て
互
に
相
救

の
陣
法
あ
る

こ
と
、
猫
兵
家

の
所
謂
鶴
翼

の
備
と
も
云
ふ
べ
く
、
厳

然

た
る
壮
観
な

り
。

…
…
雌
雄
相
代
り

て
其
卵
を
守
る
に
臨

み
て
、
其
猶
を
以

て
卵
を
反
覆
す
る
こ
と
甚

だ
厳
な
り
。
雄
も
し
過

ち
て
卵
を
破
烈
せ
ば
、
雌
怒

て
闘
争

に
及
ぶ

こ
と
甚
猛
烈
な
り
。
其
思
情
察
す

べ
し
。
誠

に
他

の
禽
獣

の
能
く
及
ぶ
と

こ
ろ

に
非
ず

。」

と
あ
る
。

鶴
を
獲
る

こ
と
三
百
ば
か
り
と
は

驚
く

ほ
か
な

い
が
、
こ

の
藩

士
は
ツ
ル
の
生
態
も
よ
く
観
察
し
て
い
た

こ
と
は
賞
賛

に
値
す
る
。

明
治

・
大
正
時
代
の
タ

ン
チ

ョ
ウ

明
治

に
な
る
と
と
も

に
各
地
で
野
生
鳥
獣

の
乱
獲
が
は
じ
ま

っ
た

こ
と
は
、

エ
ゾ

シ
カ
の
項

で
ふ
れ

た
と
お
り

で
あ
る
。
北
海
道

の
タ

ン
チ

ョ
ウ
も
目
を

つ
け
ら
れ

た
。
し
か
し
そ
の
捕
獲
数
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

表
二
で
み
る
よ
う

に
、
統
計

に
あ
ら
わ
れ
た
限

り
で
は
年

に
数
羽
か

ら

二
十
羽
以
下
で
あ
る
。
開
拓
使
事
業
報
告

に
は
、
タ

ソ
チ

ョ
ウ
の
記
載

が
あ
る
が
、
札
幌
本
庁
管
内

で
は

「
胆
振
国
千
歳
郡
ヲ
最

ト
シ
石
狩
夕
張
二
郡
之

二
次
グ
」
と
あ
り
、
根
室

支
庁
管
内
で
は

「
阿
寒

郡

二
産

ス
猟
獲
少

ナ
シ
」
と
あ

っ
て
、

函
館
支
庁
管
内

に
は
記
載
が

な
い
(11
)。

こ
う
し
て
み
る
と
明

治

の
は
じ
め

の
北
海
道

で
は
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
生
息
数
が
す

で
に
か
な
り
減
少

し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

明
治
中

頃
か
ら
阿
寒
郡
舌
辛
村

(現
阿
寒
町
)

に
在
住
し
た

ア
イ

ヌ
古
老

の
言
に
よ
る
と
、

「
当
時

ハ
ク
チ

ョ
ウ
ト
相
前
後

シ
群

ヲ
ナ

シ
テ
飛
来

ス
ル
タ

ソ
チ
ョ
ウ
ヲ
、
窓
内

ヨ
リ
射
落

シ
、

コ
レ
ヲ
例
年

常
食

ト

セ
リ
ト
」
と

い
う
記
録
が
残

っ
て
い
る
(12
)。

明
治

二
十
年
頃

に
は
す

で
に
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
絶
滅

が
憂

え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
、
道
庁
で
は

明
治

二
十

二
年
五
月
、

「
本
道

二
於

テ
当
分

ノ
内
、
鶴

ヲ
猟
獲

ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
ズ
。

違

フ
モ
ノ

ハ
違
警

罪

ヲ
以
テ
罰

セ
ラ
ル
ベ

シ
・」
と

い
う
庁
令
を
発
し
た
(
a31
)・

こ
れ
は
同

じ
年

の
三
月

に
発
せ
ら
れ
て

い
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哩

,

た

シ
カ
の
捕
獲
禁
止
と
ま

っ
た
く
同

じ
考
え
方

に
よ
る
自
然
保

護
施
策

で
あ

っ
た
。

そ

の
頃
の
実
情
を
伝

え
る

一
文
が
、

明
治
二
十

二
年

の

「
殖
民
雑
誌
」

に
の
り
、

そ
れ
が
同
年

の

「
動
物
学
雑
誌
」

に
転
載

さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和

に
な

っ
て
か
ら

の
天
然
記
念
物
調
査
報
告

に
転
載

さ
れ

て
い
る
(-4
》。

す
な
わ
ち

「
鶴

は
本
邦

の
霊
鳥
と
称

へ
ら
れ
世

の
頗
る
珍
重
す

る
所

に
し
て
、

本
道

に

お
そ
れ

も
古
来
該
鳥
処

々
に
棲
息

し
た

る
も

の
近
年

漸
く
其

の
数

を
減
じ
、
動
も
す
れ
ば
絶
滅

に
帰
す
る
虞
あ

り
と

て
道
庁

に
於
て
は
昨
年
来
し
き
り

に
之
れ
が
蕃
殖
法
を
計

ら
れ

た
る
末
、
終

に
鶴

の
猟
獲

を
禁

ぜ

ら
れ
た
り
。
聞
く
所

に
依
れ
ば
該
鳥

の
最
も
多
く
棲
息

し
て
し
ば

し
ば
人
目
に
触

る
る
は
胆
振
国
勇
払

郡
と
千
歳
郡
と

の
間

に
在
る
オ

サ
ツ
沼
と
云

へ
る
泥
沼
池
近
傍

に
し

て
、
是
迄
し
ば

し
ば
旧
土
人
等

の

猟
獲
し
た
る
こ
と
あ
り
と
、
左

れ
ば
道
庁

に
て
は
不
日
再
び
吏
員
を
該

地
方

に
派
し

て
本
年
棲
息

の
模

様
等
を
取
調

べ
ら
る
る
と
云

ふ
。
」
と
あ
る
。

ウ
マ
ォ
イ

こ
こ
に
記
さ
れ
た
調
査

の
結
果
、
明
治

二
十
三
年

一
月

に

「
千
歳
郡
馬
追
山
麓

ヨ
リ
千
歳
川

二
到

ル

各
沼
池

(
及
ピ
タ
張
郡
馬
追
山
麓

ヨ
リ
タ
張
川
畔

二
到

ル
各
沼
池
)

ヲ
以
テ
鶴
蕃
殖
地

ト
相
定
候

二
付

テ

ハ
発
砲
其
他
如
何

ナ
ル
手
段

ヲ
以
テ

ス
ル
モ
該
鳥

ハ
勿
論
其
他
諸
鳥

ヲ
モ
獲
殺
相
禁
ジ
候
。」

と

し

て
、
厳
重
な
取
締
り
を
行
う

べ
き
こ
と
、
指
定
湖
沼

の
周
囲
百
間
以
内

の
土
地

は
貸
下

・
払
下
を
許
さ

な

い
旨
が
、
関
係

の
郡
役
所
と
警

察
署
に
通
達
さ
れ
た
(恥
)。

こ
の
措
置

は
北
海
道
庁

独
自

の
施
策

で
あ

っ
た
が
、
明
治

二
十
五
年
十
月

、
狩
猟
規

則
の
公
布
、

お

よ
び
明
治
二
十

八
年
三
月
、
狩
猟
法

の
公
布

に
よ

っ
て
、

ツ
ル
は
全
国
的

に
禁
猟
鳥
と
し
て
指
定
さ
れ

た

の
で
あ
る
(15
)

こ
う

し
て
ツ
ル
の
保
護
施
策

は
し
だ

い
に
強
化
さ
れ
た
が
、
タ

ン
チ

ョ
ウ
の
姿

は
い

っ
こ
う
に
見
え

お
さ

つ

る
よ
う

に
な
ら
な
か

っ
た
。
明
治
三
十

二
年

の

「
北
海
道
教

育
雑
誌
」

に
は

「
…
…
馬
追
沼
、
長
都
沼

辺
を
鶴

の
蕃
殖
地
と
定

め
た
り
し
が
、
鶴
は
再
び
来
ら
ず
。
今
は
僅

に
千
島

の
無

人
島

に
其
棲
息
す
る

を
見

る
の
み
。」
と
あ
る
(16
)。

大

正
十

一
年
版

の
、
内

田
清
之
助

「
日
本
鳥
類
図
説
」
に
は
、

タ
ン
チ

ョ
ウ
に

つ
い
て

「
本
邦

ニ
テ

ハ
従
前

ハ
主

二
北
海
道
、
本
州
北
部
等

ノ
地

ニ
シ
バ

シ
バ
渡

リ
ー

北
海
道

ニ
テ

ハ
営
巣

セ
リ
ー

来

リ

シ
モ
、
現
今
殆

ン
ド
其
跡

ヲ
絶
テ
リ
。
」
と
記
載
し
て
あ

る
(-7
)。
ま
た
大

正
十

五
年

に
編
集
さ
れ
た

ふ
な

「
北
海
道
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
梗
概
」

に
は
、

「
当
時
長
都
沼
は
鶴

の
群
居
と
鮒
の
多
き
を
以
て
名

あ
り
し
も

、
現
今

は
只
鮒

の
み
住

み
昔

に
変
ら
ざ

る
も
、

鶴
は
そ

の
影

さ

へ
認
め
ず

。」

と
記
さ
れ

て

い
る
(18
)。

タ
ン
チ

ョ
ウ

の
再
発
見
と
保
護

長
都
沼

か
ら
馬
追
原
野

へ
か
け

て
の

〃
鶴
蕃
殖
地

"
は
こ
う
し
て

ツ
ル
の
姿

を
見
な
く
な

っ
た
が
、

幸
い
な

こ
と

に
釧
路

湿
原
に
は
僅

か
な
が
ら
タ
ソ
チ

ョ
ウ
が
生
き

つ
づ
け
て
い
る
こ
と
が
、
大
正
末
年

に
な

っ
て
確
認
さ
れ
た
。

釧
路
湿
原
に
タ

ン
チ

ョ
ウ
が

い
る
と
の
情
報
は
釧
路

の
猟
友
会
員
な
ど
か
ら
も
た
ら
さ
れ
、
大
正
十

三
年

に
道
庁
畜
産
課
の
斎
藤
春
治
技
手
な
ど
が

現
地
調
査
Lを
行

っ
て
こ
れ
を
確
認
し
、

大

正
十
五
年

(執
筆
は
十

四
年
)

の

「
鳥
」

に

「
北
海
道
に
棲
息
す

る
丹
頂
に
就

て
」
と
題
し

て
発
表
し
た
(19
)。

生
息
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
釧
路
湿
原
の
北
方

キ
ラ

コ
タ

ン
崎

と
宮
島
崎

の
間
を
流
れ
る
チ
ル
ワ
ツ
.内

川
下
方

の
湿
原
で
あ

っ
た
、
そ

の
付
近
は

「
交
通
不
便

一
般
衆
人

の
往
復

せ
ざ
る
は
勿
論
、
狩
猟
者

と

い
へ
ど
も
渉
猟

困
難

の
為
、
狩
猟
を
試
む

る
も

の
甚
だ
稀

な
る
場
所

に
し
て
鳥
類

の
安
全
地
帯
」
で
、

せ
り

ど
じ
よ
う

「
棲
息
地
帯
は
何

れ
も
芦
密
生

の
湿
地
な

る
も
、
所

々
に
芦
少
な
く
水
草
及
び
芹
良
く
発
育
し
、
鰭

の

蕃
殖
冬
季
と

い
へ
ど
も
氷
結
せ
ざ
る
個
処
あ
り
」
と
い
う
環
境

に
あ
り
、

「
年
中
棲
息

は
事
実

な
る
も

蕃
殖

の
遅

々
た
る
は
営
巣
産
卵
時
期

に
於

て
野
火
及
河
川
氾
濫

の
為

、
艀
化
力
を
減
殺

せ
ら
る
る
に
あ

ら
ざ
る
な
き

か
」
と
考
え
ら
れ
、
「
現
在

の
状
況

よ
り
推
考

し
て
二
十
羽
以
上
の
棲
息

は
認
め
難
し

。」

と
し
た
。
今
後

の
保
護
策
と
し
て
は
、
ま
ず

一
帯
を
禁
猟
区
と
し

「
更

に
天
然
記
念
物
と
し
て

一
層

の

保
護
を
加
ふ
る
に
於

て
は
漸
次
其

の
数
を
増
す

に
至

る
べ
し

。」
と
提
唱
し
た
。

こ
れ
を
受

け
て
付
近

一
帯
は
大

正
十
四
年

九
月

に
禁
猟
区
と
な
り
、
昭
和

二
年

に
は
天
然
記
念
物
調

査

の
た
め
葛
精

一
内
務
省
嘱

託
が
現
地
を
訪
れ

た
。

そ

の
調
査

で
は
(2。
)、

古

い
も

の
で
は
あ

っ
た
が

巣
を
発
見

し
、
地
元

か
ら

の
聞
き

こ
み
を
加
え
て
二
十

ニ
ヵ
所

の
飛
来
地
と
三
ヵ
所

の
営
巣
地
を
明
ら

か
に
し
た
。

し
か
し

「
そ

の

(営
巣
地

の
)
内

二
箇
所

は
治
水
工
事
其

の
他

の
原
因

に
依
り
、
現
在
蕃

殖
を
見
ざ

る
に
至
れ
る
も
の
の
如

し
。」
と

い
う
実

情

で
、
釧
路
湿
原
に
お
け
る
タ

ソ
チ
ョ
ウ
の
保

護

と
、
湿
原

の
開
発
と

の
競
合

は
、

タ
ソ
チ
ョ
ウ
の
再
発
見
と
ほ
と
ん
ど
同
時

に
は
じ
ま

っ
た
宿
命

で
あ

っ
た
。

な

お
こ
の
調
査

に
道
庁
畜
産
部
か
ら
同
行
し
た
古
館

幸
次
郎
技
手

の
復
命
書
が
残

っ
て
お
り
、
そ

の

最
後

に

「
保
護
策
意
見
」
が
記
さ
れ
て
い
る
(12
)。

す
な
わ
ち
ま
ず
天
然
記
念
物

に
指

定
し
、

e
山
野

火
入

ヲ
厳
禁

ノ
件
、
口
密
漁

者

ノ
取
締
励
行

ノ
件
、
㊨
鰭

ノ
漁
獲
禁
止
ノ
件
、
㈲
狩
猟
者
取
締

ノ
件
、

㈲
猛
禽
類
捕
獲

ノ
件
、
㈹
監
視
人
設
置

ノ
件
、
㈹
飛
来
地
保
護

ノ
件
、
な
ど

の
施
策
を
講
ず
べ
き

で
あ

る
と
具
体
的
な
意
見
が

の
べ
ら
れ

て
い
る
。
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「釧
路
丹
頂
鶴
蕃
殖
地
」
二
、
七
四
八
町
歩
が
文
部
大
臣
か
ら
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
た
の

し
た
か
ら

は
昭
和
十
年
八
月
で
、
舌
辛
村

(
こ
の

一
部

は
昭
和
十

二
年

に
鶴
居
村
と
し
て
分
村
、
ま
た
舌
辛
村

は

し
ぺ
ち
や

昭
和
十

二
年

に
阿
寒
村

と
改
称
)
か
ら
標
茶
村

、
釧
路
村

に
か
か
る
区
域
で
あ

っ
た
。
そ

の
指
定
事
由

は

「
著
名

ナ
ル
動
物

ノ
蕃
殖
地
又

ハ
渡
来

地
」

で
、

「
釧
路
国

に
於
け
る
丹
頂
鶴

は
殆
ど
同

一
地
域
内

に
終
年
棲
息

し
、
営
巣
蕃
殖
を
為
す
も

の
に
し
て
、
け
だ
し
本
邦
内
唯

一
の
鶴
の
蕃
殖
地
な
る

べ
し
。」

と

い
う
も

の
で
あ

る
(20
)。

た
ま
た
ま
昭
和
十
年
新
春

の

〃
歌
御
会
始
"

の
勅
題

は

〃
池

辺
鶴

"
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
元
旦

の
朝

日
新
聞
に
は
勅
題

に
ち
な
ん
で
タ
ソ
チ

ョ
ウ
の
写
真
が
発
表
さ
れ
た
の
で
、
釧
路

の
タ

ン
チ

ョ
ウ
は
に

わ

か
に
全
国
的
な
関

心
を
あ

つ
め
る
よ
う

に
な

っ
た
(物
)。

こ
の
写
真
は
島

田
謹
助

の
撮
影

に
な

る
も

の
で
、
野
生

の
タ

ソ
チ

ョ
ウ
と
し
て
は
、

は
じ
め
て
と
ら
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と

い
う
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
背
景
と
し
て
、
昭
和
十
年
九
月
、
地
元

の
関
係
者
が
集

ま
り
、
分
担
金

を
出
し

あ

っ
て
釧
路
国
丹
頂
鶴
保
護
会
が
結
成

さ
れ
、
そ

の
翌
年

か
ら
繁
殖
地
域

へ
の
ド
ジ

ョ
ウ
の
放
流
、

セ

リ
の
移
殖
な
ど
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
事
業
は
戦
争

の
た
め
に

一
時
中
断
さ
れ
た
が
戦
後

に
再
開
さ
れ
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
は
国

の
補
助
金
も
い
く
ら

か
で
る
よ
う

に
な
り
、
ド
ジ

ョ
ウ
の
放

流
、

セ
リ

の
移
植

の
ほ
か
、

ド

ン
グ
リ
を
拾
い
集
め
て
湧
水
池
付
近

へ
散

布
す
る
こ
と

も

行

わ

れ

た
(22
)。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
地
元

の
人

々
の
熱
心
な
給
餌
方
法
が
、

き
び
し

い
冬
の
さ
な

か
の
タ
ソ

チ

ョ
ウ
の
生
活

に
、
は
た
し
て
好
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
ず
、
ま
た
、
そ

の

頃
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
は
人
を
恐
れ

て
人
里

に
近
づ

い
て
く
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

給
餌

の
成
功
と
生
息
数
の
増
加

と
こ
ろ
が
昭
和

二
十
七
年

の
冬
、
幾
日
も
続
く
吹
雪

の
中

で
餌

を
さ
が
し
て

い
る
タ
ソ
チ

ョ
ウ
に
対

し
て
、

阿
寒

町

の
地
元
の
人
が
種

ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
あ
た
え
る
こ
と

に
成
功

し
た
(23
)。

そ
れ
と
ほ
と

ん
ど
同

じ
頃
、
鶴
居
村

の
幌

呂
小
学
校

の
子
供
た
ち
が
、
デ

ソ
ト

コ
ー
ン
畑

に
三
羽

の
タ

ソ
チ

ョ
ウ
が

二
、
三
日
も
う
ず
く
ま

っ
て
い
る
の
を
発
見
し
、
全
校
児
童
が

ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、

ソ
バ

な
ど
を
も
ち
よ

り
、

デ

ソ
ト

コ
ー
ン
の

〃
ニ
オ
"

の
中

に
給
餌
し
た
と
こ
ろ
、

タ
ン
チ

ョ
ウ
は
そ
れ
を

つ
い
ば
ん

だ
(b-2
)・

こ
う

な
る
と
タ
ン
チ

ョ
ウ
は
あ
ま
り
人
を
恐
な
く
れ
な
り
・

他

の
仲
間

の
群

も
人

里

へ
餌
を

求

め
て
く

る
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
う
し

て
給
餌

の
き

っ
か
け
が

つ
か
め
る
と
、
地
元
の
人

々
は
さ
ら
に

経
験
、
研
究
を

つ
み
重
ね
、
試
行
錯
誤
的
な
方
法
か
ら
し
だ

い
に
効
果
的
な
給
餌
方
法

を
見
出
す
よ
う

に
な
り
、
そ

の
こ
と
が
タ

ン
チ

ョ
ウ
の
冬

の
生
息

条
件

に
著
し
い
好
結
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
周

知

の
事
実
で
あ
る
。

一
方
、
戦
前

の
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法

は
昭
和

二
十

五
年

に
文
化
財
保
護
法

と
し
て
生
れ
か

わ
り
、
と
く

に
重
要

な
も

の
は
新
た

に
特
別
天
然
記
念
物

と
し
て
指
定

で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。
そ

の

た
め
昭
和

二
十
七
年

三
月

、
「
釧
路

の
タ

ソ
チ

ョ
ウ
お
よ
び
そ

の
繁
殖
地
」
は
、

阿
寒
湖

の
マ
リ
モ
、

ア
ポ
イ
山
高
山
植
物
群
落

な
ど
と
と
も

に
特
別
天
然
記
念
物

に
指
定

さ
れ
た
。

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護
を
す
す

め
る
た
め

に
は
、
ま
ず
そ

の
生
息
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
道
教
育
委
員
会
が
音
頭

を
と

り
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
生
息
数

の

一
斉
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
そ

の
調
査
方
法
は
タ

ソ
チ

ョ
ウ
生
息
地
近
隣

の
小

・
中
学
生
が
動
員
さ
れ
、
決

め
ら
れ
た

日
時

(
例
年
十

二
月

五
日
前
後

の
午
前

九
時
ま
た
は
十
時
)

に

一
斉

に
野
外

へ
で
て
、
調
査
区
域

に
重

複
や
脱
落
が
な
い
よ
う

に
配
慮
し
な
が
ら
、
事
前
調
査

(
決
め
ら
れ
た
時
間

の
十
分
前
)
、

本
調
査
、

事
後
調
査

(
決
め
ら
れ

た
時
間

の
十
分
後
)
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
着
地
し
て
い
る
も

の
、
飛
翔
中

の
も

の
の
、
羽
数
、
場
所

、
方
向
な
ど
を
観
察

し
、
そ

の
記
録
を
整
理
集
計
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た

小

・
中
学
生
で
は
調
査
が

で
き
な

い
地
域

に
つ
い
て
は
自
衛
隊
、

猟
友
会
そ

の
他
の
協
力
を
得
て
い

る
。
最
初

の
う
ち
は
釧
路
支
庁
管
内
だ
け
で
あ

っ
た
が

、
タ

ソ
チ

ョ
ウ

の
生
息
圏

の
拡
大
と
と
も
に
、

根
室
、
十
勝
、
網
走
支
庁
管
内

に
も
同
じ
調
査
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ

の
調
査
結
果

に
よ
る
と
(漁
∀

昭
和

二
十
七
年

の
三
三
羽
が
三
十
年

に
は
六

一
羽
・

三
十
三
年
に

一
二
五
羽
、
三
十
六
年

に

一
七
五
羽
と
年

々
飛
躍
的

に
生
息
数
が
増
大
し
た
。
こ
の
こ
と

は
調
査
方
法

が
綿
密

に
な

っ
た
こ
と
も
多
少

は
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
冬
季

の
人
工
給
餌

の
成
功
が
タ

ソ
チ

ョ
ウ
の
生
息
状

況
を
安
定
化
さ
せ
、
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と

は
間
違

い
な
い
。
し
か
し
そ

の
後

は

三
十

六
年

に

一
七
五
羽
、
三
十
九
年

に

一
五
四
羽
、
四
十

二
年

に
二
〇
〇
羽
、
四
十
五
年

に

一
七
九
羽

四
十
八
年

に
二
三
一二
羽
、
五
十
年

に

一
九
四
羽
、
五
十

一
年

に
二
二
〇
羽
と
、
二
〇
〇
羽
前
後

で
の

一

進

一
退
が

つ
づ

い
て

い
る
。
そ

し
て
こ
の
間
に
タ
ン
チ

ョ
ウ

の
営
巣
地

は
、
釧
路
湿
原
か
ら
根
室

の
風

蓮
湖
周
辺
、
厚
岸
、
霧
多
布

、
あ

る
い
は
十
勝
海
岸
、
網
走

の
小
清
水
な
ど

の
地
域

に
拡
大

さ
れ
た
。

春

は
こ
の
よ
う
な
湖
沼

・
湿

原

へ
分
散
し
て
営
巣
す
る
タ

ン
チ
ョ
ウ
も
、
夏
を
す
ご
し
冬
に
な
る
と
、

釧
路

の
人
工
給
餌
場

へ
集

ま

っ
て
く

る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
タ

ン
チ

ョ
ウ
の
営
巣
、
育

雛
期

に
は

餌

を
と
る
テ
リ
ト
リ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
農
業
そ

の
他

の
土
地
利
用

の
関
係
も
あ
り
、
道
東
地
方

の
湖
沼

・
湿
原
は
ほ
ぼ

二
〇
〇
羽
あ
ま
り
で
営
巣
環
境
と
し

て
の
限
界

に
達
し

つ
つ
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
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璽

「

近
年
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
保
護
施
策

タ

ン
チ
ョ
ウ
の
生
息
数
は
し
だ
い
に
増
加

の
傾
向
を
み
せ
て
き
た
が
、
な
お
よ
く

タ
ソ
チ
ョ
ウ
の
生

態
を
研
究
、
観
察

で
き

る
よ
う
に
し
、

ま
た
効
率
的
な
増
殖

を
は
か
る
た
め
、
昭
和

三
十
三
年

に
大
楽

毛

の
国
道

沿

い
に
タ

ン
チ

ョ
ウ
自
然
公
園
が
造
成
さ
れ
た
。

こ
れ
は
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
、
キ

ツ

ネ
や
イ
タ
チ
な
ど

の
外
敵

か
ら
守
る
た
め
金
網

で
囲

い
、
小
川
を
利
用
し
て
沼
を
作

っ
て
セ
リ

の
移
植

と
ド
ジ

ョ
ウ

の
放
流

を
行

い
、

一
部

に

ツ
ル
の
た
め

の
ソ
バ
と

ト
ウ
キ
ビ
畑
を
作

っ
た
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
当
初

は

つ
が

い
の
も
の
を
捕
獲
し

て
飼
育
す

る
予
定

で
あ

っ
た
が
、
飼
育
中

の
オ

ス
の
と

こ
ろ

へ
、
野
生

の
メ
ス
が

つ
ぎ

つ
ぎ
と
飛
来
し

て
つ
が

い
と
な
る
、
と

い
う
予
期

し
な

い
好
結
果
が
生

じ
・

多
く

の

ヒ
ナ
が
生
ま
れ
・

ま
た
人
工
ふ
化

の
試

み
も
成
功

し

つ
つ
あ
る
(
C12
)。

こ
の
施
設

は
地
元

の
丹
頂
保
護
会

の
事
業
と
し
て
開
園

さ
れ
、
現
在
は
釧
路
市

に
ひ
き

つ
が
れ
て
い
る
が
、
現
場
で
は
高

橋
良
治
技
師
が
献
身
的
な
努
力
を

つ
づ

け
て
い
る
。

ま
た
こ
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
自
然
公
園
は
釧
路
空
港

に
近
く
阿
寒
湖

へ
の
観
光
道
路
沿

い
に
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
多
く

の
人

々
に
タ
ソ
チ

ョ
ウ
を
P

R
す

る
こ
と

に
も
役
立

っ
て
い
る
。
タ

ソ
チ
ョ
ウ
は
昭
和

三

十

九
年
九
月
、

〃
道
民

の
鳥

"
に
え
ら
ぽ
れ
た
。

し
か
し

一
方

で
は
不
心
得
な
者
も
お
り
、
知

ら
れ

て
い
る
だ
け

で
も
五
羽
が
鉄

砲
で
撃

た
れ
て
死

ん

だ

(
表
十

一
)

(漁
)。

ま
た
給
餌
場

の
近
く

の
電
綴

に
飛
翔
中

の
タ
ン
チ

ョ
ウ
が
接
触

し
て
死

ぬ
事
故

も

、

毎
年
七
、

八
件
は
発
生
し

て
い
る
。

と
く

に
昭
和
四
十

六
年

に
は
二
十
件
、

四
十

七
年

に
は
十

四
件
と
、
生
息
数

の

一
割
ち
か
く
も
事
故
死

し
た
。
そ

の
た
め
北
海
道
電
力

で
は
電
線
に

ツ
ル
が
見
え

や
す

い
よ
う
な
標
識
を

つ
け
る
こ
と
を
試
み
た
結
果
、

一
応

の
効
果

を
あ
げ

る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

タ

ソ
チ
ョ
ウ
の
営
巣
、
飛
来
地
域
は
し
だ

い
に
拡
大
し
た
た
め
、
昭
和
四
十
二
年

六
月

、
そ
れ
ま
で

は

「
釧
路
」

の
タ
ソ
チ

ョ
ウ
と
称
呼
さ
れ
て
い
た
も

の
か
ら
、
地
域

を
定
め
ず
タ

ソ
チ
ョ
ウ
そ

の
も

の

(表11)射 殺 さ

れ たタンチ ョウ

年 月 日1場 所

取

居

毛

中

湖

鳥
鶴
諜
瓢

,
劉

、貼
刎

71
凶

-

4
忌

n
巫狙

30

36

姐

器

が
特
別
天
然
記
念
物
と
し
て
の
と
り
あ

つ
か

い
を
受
け
る
よ

う

に
変
更

さ
れ
、
四
十

二
年
七
月

に
は

「
繁
殖

地
」
が
、
二

七
四
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
五
、
〇

一
ニ

ヘ
ク
タ
ー

ル
に
拡
大

さ
れ
、
か

つ
繁
殖
地
だ
け
で
な
く
、
湿
原
お
よ
び
そ

こ
に
生

息
す
る
各
種

の
動
植
物
等

も
天
然
保
護
区
域
と
し
て
保
護
さ

れ
る
よ
う

「
釧
路
湿
原
」

の
指
定

に
き
り

か
え
ら
れ
た
。

し
か
し
釧
路
湿
原

の
保
護

は
こ
の
指

定
地
域

だ
け

で
十
分

で
あ
る
と

は
い
え
な

い
。

昭
和
四
十
七
年

二
月

に
国
際

ッ
ル
財
団

か
ら
来
日
し
た
カ
ナ
ダ
人
、

ア
ー
チ

ボ

ル
ト
博
士

は
数

ヵ
月

に
わ
た

る
現
地
調
査

の
結
果
、
タ

ソ
チ

ョ
ウ
の
営
巣
地
は
道

東
地
方

に
五
十

二

な

い
し
五
十
三
ヵ
所
が
あ
る
が
、
そ

の
う
ち

--
保
護
区
域

"
内

に
は
僅
か
に
三
ヵ
所
し
か

発

見

さ

れ

ず
、
大
部
分

の
営
巣
地
は
開
発
等

の
影
響
を
う
け

る
地
域

に
あ

っ
て
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
、
と

の

見
解

を
と
り
ま
と
め
、
日
本
国
内

の
各
方
面
に
タ
ン
チ

ョ
ウ
保
護

の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ソ
を
行

っ
た
(%
)。

ア
ー
チ
ボ
ル
ト
の
意

見
の
中

に
は
若
干

の
誤
解
も
含
ま
れ
て

い
た
が
、
そ
の
発
言
が

一
つ
の
き

っ
か

け
と
な

っ
て
タ
ン
チ

ョ
ウ
保
護

の
世
論
が

い
っ
そ
う
高
ま

っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
昭
和
四
十
八
年

か
ら
、
文
化
庁
、
環
境
庁

な
ど

で
は
タ
ン
チ

ョ
ウ
と
釧
路
湿
原

の
学
術
調
査
に
力
を
入
れ
、

タ
ソ
チ

ョ

ウ
保
護

セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
そ
の
他

の
保
護
対
策
も
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
釧
路
湿
原
を
国
際
湿
原
保

護
条
約

(
ウ

エ
ッ
ト
ラ
ソ
ド
条
約
)

へ
の
登
録
湿
原
と
す
る
方
向
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

こ
の

種

の
湿
原
の
土
地
利
用

の
調
整

は
外
国

の
学
者
に
は
わ

か
ら
な

い
日
本
的
な
難

か
し
さ
も
横

た
わ

っ
て

い
る
の
が
実
情

で
あ

る
。

ア
メ
リ
カ
に
は
タ
ン
チ

ョ
ウ
に
似

た
ア
メ
リ
カ

シ
#
ヅ

ル
が

い
て
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
と
同
じ
よ
う

に
絶

滅

の
危
機
に
ひ
ん
し

て
い
た
。

一
九
三

八

(
昭
和
十
三
)
年

に
野
生
の
も

の
は
僅

か

一
四
羽

に
減
少
し

て
い
た
が
、
そ
の
ご
関
係
者

の
努
力

に
よ

っ
て

一
九
五
〇
年

に
二

一
羽
、

一
九
六
〇
年
に
三
五
羽
、

一

九
七
五
年
に
四
九
羽
と
除

々
に
生
息
数
が
回
復
し

つ
つ
あ
る

(
そ

の
ほ
か
に
人
工
飼
育

の
も

の
が
約
七

〇
羽
)
。
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヅ

ル
は
カ
ナ
ダ
と

の
間

を
渡

っ
て
い
る

の
で
、

そ

の
保
護
は
タ

ソ
チ

ョ
ウ
よ

り
難

か
し

い
面
も
あ

る
が
、
保
護

施
策

は
き
わ
め
て
科
学
的

で
か
つ
潤
沢
な
予
算
が

つ
ぎ
こ
ま
れ

て
い

る
。
最
近
は
、
種
と

し
て
の
シ
ロ
ヅ

ル
の
安
定
性
を
高

め
る
た
め

に
、
ま

っ
た
く
新

し
い
渡
り
を
す
る

シ
ロ
ヅ
ル
の
群

れ
を
つ
く
り
だ
そ

う
と

い
う

こ
と
で
、

シ
ロ
ヅ

ル
の
営
巣
地
か
ら
卵
を
採
取

し
、
そ
れ

を
別
な
場
所
で
カ
ナ
ダ
ヅ

ル
の
仮
親

に
抱
卵
さ
せ
、
や
が
て
育

っ
た

ヒ
ナ
は
カ
ナ
ダ
ヅ

ル
と
と
も

に
新

し
い

コ
ー
ス
の
渡

り
を
は
じ
め
る
と

い
う
試

み
も
行
わ
れ
、

そ
れ
が
成
功
し

つ
つ
あ

る
と

い
う
(26
)。

ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヅ
ル
の
保
護
施
策

、
た
と
え
ば
個
体
識
別

に
よ
る
生
態
調
査
、
別
な
生
息

地

へ
の
移
植

や
別

の
群
れ
づ
く
り
、
生
息

地
の
土
地
国
有
化
な
ど

は
、

こ
れ

か
ら
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護

の
あ
り
方

に
と

っ
て
も
学
ぶ

べ
き
点

が
多

い
。

し
か
し
、
そ
れ

は
そ
れ
と
し
て
、
今
ま
で
に
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
保
護

の
た

め
に
尽
さ
れ
た
地
元

の
人

々
の
熱
心
さ
は
、
世
界

の
自
然

保
護
史
上

に
も
特
筆
さ
れ
て
よ
い
こ
と

だ
ろ
う
。

〈
註
V
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最

上
徳
内

・
蝦
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紙

(
時
事
新

書

・
昭

四
〇
)

七
〇
頁
。

②

ア
イ
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文
化
保
存
対
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協
議
会

・
ア
イ

ヌ
民
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誌

(
昭
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五
)
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③
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石
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⑤
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⑥
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松
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⑩
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書
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、
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史
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(
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春
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所
蔵
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。

⑳

タ
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書
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、
昭
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一
)

a
一
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頁
、
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頁
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五
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他
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⑳

北
海
道
教
育
史
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後
編
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昭
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九
)

四
五
七
頁
他
。

㈱

斎
藤
春
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タ
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護
る

(
野
鳥

一
=

巻

二
号
、
昭
三

一
)

一
一
六
頁
。

囲

道
教
育
委
員
会
文
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課
資
料
。

㈱
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ボ
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す

る
報
告

(
道
自
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、
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お
よ
び
昭

五
二
、
五
月
ア
ー
チ
ボ

ル
ト
か
ら

の
直
話
。

伽

そ
の
他

に
井
上
元
則

・
丹
頂

(
鶴
)

の
興
亡
史

(北

国
の
自
然

と
野
鳥
、
昭

四
七
)
も
参
照
し
た
。

五
、
鳥
獣
保
護
の
流
れ

こ
れ
ま
で
北
海
道

の
代
表
的
な
野
生
動
物

の
興
亡

に
つ
い
て
記
し

て
き
た
が
、
そ

の
他
の
動
物
に
も

若

干
ふ
れ
な
が
ら
、
北
海
道

の
鳥
獣
保
護

の
歴
史
的
な
流
れ

を
概
観
し

て
み
よ
う
。

江

戸

時

代

自
然
と
と
も

に
暮
す
ア
イ

ヌ
は

シ
カ
や
サ
ケ
な
ど
を
捕

っ
て
生
活
し
て

い
た
。
松
前
藩
が
成
立
し
ア

イ

ヌ
と

の
交
易
が
は
じ
ま
る
と
、

エ
ゾ
地

の
野
生
動
物
に
も
商
品
価
値

が
で
て
き
て
、
タ
カ
、

ワ
シ
、

ッ
ル
、
ク

マ
、
キ

ツ
ネ
、

テ
ソ
、

ア
ザ
ラ

シ
、

ラ

ッ
コ
な
ど
が
買

い
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

し

か
し
ア
イ

ヌ
は
自
然

を
尊
重

し
、
そ
の
猟
法

は
い
わ
ぽ
手
工
業
的
な
も

の
で
あ

っ
た
か
ら
、

こ
れ
ら
の

動
物

の
生
息
数
を
激
減
さ

せ
る
ほ
ど
の
捕
獲

は
行
わ
れ
な
か

っ
た
。

そ

の
よ
う
な
中

で
、

タ
カ
は

エ
ゾ
地
の
名
産
と
し
て
さ
か
ん
に
移
出
さ
れ
た
。
鳥
屋
場
と

い
う
保
護

区
も
設
定
さ
れ
た
が
乱
獲
が

つ
づ
き
、
十

八
世
紀
は
じ
め
に
は
四
〇
〇
カ
所
ち
か
く
あ

っ
た
鳥
屋
場
が

十

八
世
紀
後
半
に
は
二
十

ヵ
所
ほ
ど
に
減

っ
て
し
ま

っ
た
。
ま
た

ワ
シ
も
弓
の
矢
羽
と
し
て
名
産
品
で

あ
り
、
ア
イ

ヌ
が

「
細
き
流
川
に

一
本

の
木
を
渡
し
置
き
、
其
下

に
魚
類

を

一
尾
結
付
也
。
…
…
鳥
来

り
て
其
木

に
留
り
し
処
を
、

ア

ッ
と
云
ふ
鍵
も
て
足
を
懸

て
、

ア
ソ
(
隠
れ
場
)
の
裏
に
引
込
事
也
」
(-
)

な
ど
と

い
う
方
法

で
と

っ
た
が
、
タ
カ
と

ち
が

い
主
と
し
て
冬

に
渡

っ
て
く
る
と

こ
ろ
を
と

っ
た
た
め

そ

の
繁
殖
地
ま
で
お
か
さ
れ
る
と
い
う

こ
と

は
な
か

っ
た
。

「
松
前
志
」
(
天
明
元
年

・

一
七
八

一
)

に
は
当
時
の

エ
ゾ
地
の
動
植
物
な
ど

の
知
識
が
集

大
成
さ

れ

て
い
る
が
、
そ

の
中

で
ワ
シ
に

つ
い
て
は
尾
羽
が
十
四
枚

の
オ
オ

ワ
シ
と
十

二
枚

の
オ
ジ

ロ
ワ
シ
が

明
ら
か

に
区
別

さ
れ
、
ま
た

シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
も

「和
華

に
此
鳥

あ
る
こ
と
を
聞
か
ず
」
と
、

エ
ゾ
地
特

有

の
鳥

で
あ
る
こ
と
が
認
識

さ
れ

て
い
た
。
現
代

で
は
絶
滅

が
憂

え
ら
れ

る
ト
キ
も

「
東
部

ヘ
ケ

レ
チ

辺
の
山
沢
を
遊
飛
す
」
と
あ

っ
て
、

エ
ゾ
地
に
生
息

し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
松
前
藩
で
は
享
保

年
間

(
一
七

一
六
～

一
七
三
五
)

に
オ
オ

ワ
シ
、
ク

マ
タ
カ
、

シ
マ
フ
ク

ロ
ウ
な
ど
を
幕
府

に
献
上
し

た
こ
と
が
あ

る
が
、
「
島

フ
ク

ロ
ノ
儀

ハ
先
達

テ
献
上

二
候

へ
共
、

又

々
仰
出
被

リ
候
故
…
…
」

と

い

う
よ
う
に
(2
)、
江
戸
で
も
珍
重
さ
れ

る
存
在
だ

っ
た
。

ま
た
松
前
藩
は
享
保
年
間

に
、
青
森
か
ら
キ
ジ
百
余
羽
を
渡
島
地
方

に
移
入
し
、
放
し
飼

い
し
て
そ

の
繁
殖
を
は
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
が
成
功

し
な
か

っ
た
。
そ
れ

は
お
そ
ら
く

キ
ジ
が
、

ワ
シ

・
タ
カ
な

ど

の
猛
禽
類

に
食

わ
れ

た
た
め

に
増
殖

し
な

か

っ
た

の
だ
ろ
う
と

い
わ
れ
て

い
る
(
a3
)
。

60



ρ

響

タ
ソ
チ

ョ
ウ
は
本
州

の
諸
藩

で
は
保
護
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
多

か

っ
た
が
、
松
前
藩

で
は
と
く
に

禁
制
を
も
う
け
な

か

っ
た

の
で
、

か
な
り
の
数
が
捕
獲
さ
れ
、

そ

の
肉

は
塩
づ
け
と
し
て
移
出
さ
れ

た
。
江
戸
時
代

の

エ
ゾ
地

で
は
原
始
的
な
環
境

を
保

っ
た
と

こ
ろ
が
多
く
、

シ
カ
、

ク

マ
を
は
じ
め
と

す
る
動
物
た
ち
の
楽
園

で
あ

っ
た
。
と
く

に
シ
カ
は

「
万
を
以

て
算
す

べ
し
」
と

い
う
大
群

を
な
す

ほ

ど

で
あ

っ
た
が
、
時
代

に
よ
る
消
長
も
あ

っ
た
。
ま
た
和
人
居
住
地
で
は
ク

マ
の
被
害

に
悩

ま
さ
れ

る

こ
と
も
あ
り
、

「
世

に
鬼
住
国
と
称
せ
る
は
か
か
る
地

の
こ
と
な
る
べ
し
」
と
も
い
わ
れ

た
。

こ
の
よ
う
に
江
戸
時
代

の

エ
ゾ
地
で
は
、
野
生
動
物

の

一
部
が
商

品
、
献
上
品
と
し
て
移
出
さ
れ
た

が
、
そ

の
程
度

は
自
然

の
秩
序
を
大
き
く
乱
す
と

い
う

ほ
ど
で
は
な
か

っ
た

の
で
、
鳥
獣

を
資
源
と
し

て
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う
施
策
が
、
と
く

に
意
識

さ
れ
る
と

い
う
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か

っ
た
。
本
州
諸
藩

で
は
、
宗
教
的
な
背
景
を
も

つ
殺
生
禁

断
、
あ
る
い
は
武
器
所
持

の
制
限
を

か
ね
た

鳥

獣
捕
獲
禁

止
の
掟
が
強

か

っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
大

名
な
ど
支
配
階

級
が
狩
猟
権
を
独
占
し
て

い
た
と

こ
ろ
も
多

か

っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
点

で
も

、

エ
ゾ
地

で
は
狩
猟

民
族

で
あ

る
ア
イ

ヌ
に

対
し
て
は
も

ち
ろ
ん
、
和
人
居
住
地
で
も

、
と
く
に
み
る
べ
き

ほ
ど

の
施
策
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
と

い

え
る
。明

治

・
大
正
時
代

明
治
維
新
と
と
も
に
藩
政
時
代

の
抑
圧
か
ら
解
放

さ
れ
た
庶
民

に
よ
り
、
全
国
各
地
で
鳥

獣
の
乱
獲

が

は
じ
ま

っ
た
が
、
そ
の
波
は
北
海
道

に
も
お
よ
ん
だ
。
北
海
道

で
は
と
く

に
シ
カ
が
乱
獲

さ
れ
、
そ

の
数

は
毎
年
数

万
頭

に
お
よ
ん
だ
。
明
治
政
府

は
明
治
五
年

に
銃
砲
取
締
規
則
、
明
治

六
年

に
鳥
獣
猟

規
則
を
定
め
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
鳥
獣
保
護
と

い
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
事
故
防

止
を
ね

ら
い
と

し
た
も

の
だ

っ
た
。

そ

の
頃
、

北
海
道

で
は
外
人
顧
問
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
近
代
的

な
北
海
道
開
拓
を

め
ざ
し

て

お

り
、
鳥
獣
保
護

の
面

で
も
全
国

に
先
が
け
て
西
欧
的
な
鳥
獣
保
護
思
想

に
立
脚
す
る
鹿
猟
規
則
が
も
う

け
ら
れ
た
。
し
か
し
そ

の
効
果
が
あ
ら
わ
れ

る
前
に
、

シ
カ
は
大
雪

の
た
め
に
激
減
し

て
し
ま

っ
た
。

ま
た
、
や
は
り
外
人
顧
問

の
指
導
に
よ

っ
て
牧
畜
業
も
振
興

さ
れ

つ
つ
あ

っ
た
が

、
家
畜
を
害
す
る

オ
オ
カ

、、、
に
対
し

て
は
徹
底
的
な
駆
除
が
奨
励
さ
れ
、
明
治
前
半

に
北
海
道

の
オ
オ
カ
ミ
は

一
掃
さ
れ

て
し
ま

っ
た
。

開
拓
使
時
代

に
は
そ
の
ほ
か
、

ク
マ
、

カ
ラ

ス
、

野
犬
な
ど
有
害
な
鳥
獣

の
駆
除

に

奨
励
金

が
だ
さ
れ
た
。
明
治
十

一
年

か
ら
十
四
年

ま
で
に
駆
除

さ
れ

た
カ
ラ
ス
は
約
五
万

六
千
羽

で
あ

る
(4
)。

一
方
南
千
島

で
は
ラ

ッ
コ
の
毛
皮
を
求

め
て
外
国

の
密
猟
船

が
暗
躍
し
た
の
で
、
開
拓
使
は
そ
の
取

締

り
に
苦
労
し
、
明
治
十

一
年

に
は
、
幼
獣

撲
殺
禁

止
、

殺
獲
数

の
制
限

(
年
四
百
頭
)
、

禁
猟
期
の

設
定

(
五
～
十

一
月
)
、

年
令

や
分
娩
期

の
調
査
義
務
化
な
ど
、

や
は
り
西
欧
的
な
鳥
獣
保
護
施
策
に

ラ

ツ

コ

通
ず

る
強
虎
猟
仮
条
例
を
定

め
た
(5
)。

こ
の
よ
う
に
明
治
初
期

の
北
海
道

の
鳥
獣

保
護
施
策

は
外
人
顧
問
に
よ
る
指
導
が
行

わ
れ
た

の
で
、

乱
獲

の
防
止
、
資
源
保
護
、
有
害
獣
駆
除
の
近
代

的
考

え
方
が
、
全
国
的
に
み
て
も

早
期

に
定
着

し
つ

つ
あ

っ
た
。
明
治

二
十

二
年
三
月
と
五
月

に
相

つ
い
で
発
せ
ら
れ
た

シ
カ
と
タ

ン
チ

ョ
ウ
の
捕
獲
禁
止

の
措
置
も

、
国

に
よ
る
諸
施
策
に
先

ん
じ
た
も

の
で
あ

っ
た
。
全
国
的
に

ツ
ル
が
禁
猟
と
さ
れ
、

シ
カ

に
猟
期
が
定

め
ら
れ

た
の
は
明
治

二
十
五
年

で
あ
り
、
狩
猟
法
が
成
立
し
た
の
は
明
治

二
十
八
年

の
こ

と
で
あ
る
。

し
か
し

こ
の
よ
う
な
法
制
が
と
と

の
え
ら
れ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
そ
れ
が
民
衆
に
遵
守
さ
れ
な
け
れ

ぽ
意
味
が
な

い
の
は

い
う
ま
で
も
な

い
。
北
海
道

で
は
と
く

に
狩
猟
民
族
で
あ
る

ア
イ

ヌ
が
生
活
し
、

ま
た
開
拓
民
は
自
ら
を

ク

マ
の
危
険
か
ら
守
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か

っ
た
。
そ

の
た
め

「
本
道

に
て
は

現
今
猟
期
に
制
限
な
き
も
の
の
如
く
、
殆
ん
ど
年
中

銃
猟

し

つ
つ
あ
る
な
り
。
そ

の
口
実

と
す
る
処
甚

だ
多
く
、
…
…
犯
則
者

の
多
き
を
知

る
べ
き

な
り
。
」
と

「
北
海
道
銃
猟
案
内
」
(
明
治

二
十

五
年
)
に

記
さ
れ
て

い
る
。

か
り
に
狩
猟

違
反
が
な
く

て
も
、
開
拓

の
進
展
と
と
も
に
原
始
的
環
境

は
後

退
し
、
野
生
動
物
の
生

息
域

は
お
び
や

か
さ
れ

つ
つ
あ

っ
た
。
毛
皮
動
物
と
し

て
も
珍
重
さ
れ
た

カ
ワ
ウ

ソ
と
テ
ソ

(
ク
ロ
テ

ン
)
は
明
治
末

か
ら
大
正

の
は
じ
め

へ
か
け

て
、
い
ち

じ
る
し
く
減
少
し
た
こ
と
が
当
時

の
統
計
書
か

ら
伺
え
ゐ
(6
)。

明
治
三
四
年

四
〇

四
二

四
四

大

正
三

五

七

カ
ワ
ウ

ソ
皮

四
二
二
枚

五
六
七

九
七

七
〇

三
二

一
七

七

ク

ロ
テ
ソ
皮

七
、
五

=
ご
枚

一
、
五
七

一

七
四
三

六
三
五

四
二
七

七

一
七

三

一
〇

ま
た
明
治

三
十
三
年

に
捕
獲
禁

止
が
解
除
さ
れ
た

シ
カ
も
、
大
正
中
頃
に
は
再
び
絶
滅

寸
前
に
お
い
こ

ま
れ

て
い
た

の
だ

っ
た
。

明
治
末
年

か
ら
大

正
は
じ
め
に
か
け

て
は
、
開
発

に
よ

っ
て
失
わ
れ
る
古
蹟
、
自
然
環
境
な
ど
を
保

護

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と

い
う
考
え
方
が
各
方
面

か
ら
き
か
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
時
代

で
あ
る
が

、

テ
ン

北
海
道
会

で
も
大
正
五
年

に
、

「
紹
、
黒
狐
、
鹿

ノ
保
護
蕃
殖

ヲ
図

ラ
ソ
カ
為
、
向

フ
十

五
力
年
間
絶
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二
之

力
捕
獲

ヲ
禁
止

セ
ラ

ン
コ
ト
ヲ
望

ム
L
と

い
う
建
議
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
大

正
九

年
以
降
、
農
商
務
省

に
よ

っ
て
テ
ン
と

シ
カ
は
禁
猟

ノ
措
置
が
と
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

し

か
し

カ
ワ
ウ

ソ
は
昭
和
三
年

に
狩
猟
獣
か
ら
除
か
れ

る
ま

で
は
と
く

に
保
護
さ
れ

る
こ
と
も

な
く

、

絶
滅

へ
の
道
を
た
ど

っ
た
。

大
正
七
年

に
は
狩
猟
法
が
大
改
正
さ
れ
、
そ
れ

ま
で
は
ツ
ル
、

ツ
バ

メ
、

フ
ク
ρ
ウ
な
ど
の
禁
猟
鳥

以
外
は
す
べ
て
狩
猟

で
き
た
も

の
が
、
「
狩
猟
鳥
獣
以
外

ノ
鳥
獣

ハ
之

ヲ
捕

獲

ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ズ
」

と

い
う

ふ
う
に
逆
転
し
、
四
十

六
種

の
狩
猟
鳥
が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
獣
類

は
い
ず
れ
も
狩
猟
獣
と

さ

れ

、
狩
猟
鳥

の
中

に
は

ハ
ク
チ

ョ
ウ
も
入

っ
て
い
た
。

大

正
十
四
年

の

「
北
海
道

鉄
道

各
駅
要
覧
」

の
狩
猟
地
案
内

に
は
、

苫
小
牧
、

輪
西
、

釧
路
、

厚

岸

、
別
当
賀

、
網
走
な
ど
が

ハ
ク
チ

ョ
ウ
撃
ち

の
場
所
と
し
て
紹

介
さ
れ

て
い
る
。
北
海
道
庁

で
は
大

正
十
年

か
ら
史
蹟
名
勝
天
然

記
念

物

の
候
補

地
調
査
を

は
じ
め
た
が

、
そ

の
報
告

で
風
蓮
湖

の

ハ
ク
チ

ョ
ウ
に

つ
い
て

は
、

「
往
時
数
万
を
以
て
算

せ
ら
れ
し
白
鳥
が
斯

の
如
く
短

日
月

の
間

に
著
し
く
減
少

せ
し
は

、
此
地
方

の
開
発

に
も
因
る
べ
け
れ
ど
其

の
主
な
原
因

は
乱
獲

の
結
果

に
存
す

る
こ
と
明
か
な

り
。
」

「
さ
れ
ば

今
意
を
加

へ
て
篤
く
保
護
す

る
に
非
れ
ば
近
く
珍
滅

に
帰
す

る
や

必

せ

り
」

と

あ

る
(
7
)。

ハ
ク
チ

ョ
ウ
は
天
然

記
念
物

に
こ
そ
な
ら
な
か

っ
た
が

、

大
正
十

四
年

に
狩
猟
鳥

か
ら
除
外

さ
れ

た

(
こ

の
と
き
本
州

で
は
カ
モ
シ
カ
が
狩
猟
獣

か
ら
は
ず

さ
れ
た
)。

そ
し
て
大
正
末
年

に
は
釧

路
湿

原

に
細

々
と
生
き
続
け
る

タ
ン
チ

ョ
ウ
が
再
発
見
さ
れ
た
の
だ

っ
た
。

昭

和

時

代

タ
ン
チ

ョ
ウ
の
再
発
見
は
多
く

の
人

に
驚
き
と
喜
び

を
あ
た
え

、
鳥

獣
保
護
思
想
を
啓
発
す
る
こ
と

と
な

っ
た
。
昭
和

二
年
十

二
月

二
日
の
釧
路
新
聞

に
は
、
地
元
住
民
が
弱

っ
て
い
る
ツ
ル
を
拾

っ
た
が

「
絶

対
禁
猟
鳥

な
の
で
其
筋

へ
届
出

る
と
共
に
、
富
士
製
紙
社
構
内

で
保
護

を
加

へ
て
る
が
、
釧
路
署

で
は
、
鳥
が
鳥
な

の
で
道

庁
宛
て
其
処
置
方
を
照
会
中

で
あ

る
。」
と

い
う
記
事
が
で
て
い
る
(8
)。

し

か
し
そ

の
頃
、
や
は
り
細

々
と
生
き
続
け

て
い
た

シ
カ
は
珍
し

い
猟
獲
と
し
て
ね
ら
わ
れ
る
こ
と

も
あ

っ
た
。
昭
和

二
年

一
月

二
十

八
日
の
北
海

タ
イ

ム
ス
に
は
、
美
瑛

の
山
林

で

「
珍
し
き
鹿
が
現
れ

る
を
知
り
、
…
…

一
頭

の
鹿

を
射

止
め
、

二
十
四
日
自
宅

に
運
ん

で
き

た
が
、
毎
日
見
物
人
多
数
あ

る

由
」
と
あ
り
、
地
元
の
人
た
ち
も
新
聞
記
者
も
、
珍

し
い
シ
カ
が

生
き
残

っ
て
い
た
安
堵
感

こ
そ

い
だ

い
た
も

の
の
、
大
切
な
禁
猟

の

シ
カ
を
撃

っ
た
こ
と

に
対
す
る
違
法
性

は
ま

っ
た
く
念
頭

に
な

か

っ
た

よ
う
で
あ
る
。

禁
猟
区

は
制
度
と
し

て
は
明
治
三
十
四
年
か
ら
存

在
し
て

い
た
が
、
北
海
道

で
積
極
的
に
設
定
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
大

正
後
半

か
ら
昭
和

へ
か
け
て

の
こ
と
で
あ

る
。
昭
和
三
年

に
十

一
カ
所

だ

っ

た
禁
猟
区

は
、
昭
和
七
年

に
は
十

八
ヵ
所

に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
の
中

に
は
釧
路
湿
原

ク
ッ
チ
ャ
ロ
太
、

五
勝
手
国
有

林
な
ど
が
含

ま
れ

、
野
幌
で
も
有
益
鳥
類

の
繁
殖
と
有
害
鳥
獣
駆
除
法

の
研
究
を
目
的
と

し
て
、
野
幌
試
験
林
を
中

心
と
し
て
付
近

の
農
耕
地
も
含

め
た
禁
猟
区
が
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ

は
、
農
民
か
ら
は
必
ず

し
も
歓
迎
さ
れ
な
か

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

昭
和
七
年
十

二
月

の
道
会

で
は
河
合
議

員
か
ら
、
「
(
野
幌
官
林

か
ら

ウ
サ
ギ
、
イ
タ
チ
な
ど
)
幾
多

ノ
害
鳥
、
害
獣

ガ
出
テ
、
サ
ウ

シ
テ
耕
作
物

(
や

ニ
ワ
ト
リ
)

ヲ
荒

ス
ノ
デ

ゴ
ザ
イ

マ
ス
ケ

レ
ド

モ
、

遺
憾

ナ
ガ
ラ
、
農

民
ガ
其

ノ
荒

サ

レ
ル
所

ノ
モ
ノ
ヲ
獲

ル
コ
ト
ガ
出
来

ナ
イ

ノ
デ
ア
リ

マ
ス
。
仮

二
兎

一
匹
獲
リ

マ
シ
テ

モ
、
直

二
警
察

へ
来
イ
ト
カ
、
或

ハ
森
林
監
視

ノ
所

へ
呼
ビ
付
ケ
ラ

レ
ル
ト
カ
云

フ

ヤ
フ
ナ
事
柄
デ
、
実

二
困
難

ヲ
極

メ
テ
イ

ル
ノ
デ

ア
リ

マ
ス
。
…
…
此

ノ
禁
猟
区
域

ヲ
樹
林
地
帯

ノ
ミ

ニ
限

ッ
テ
置
イ

テ
戴

ク
訳

ニ
ハ
イ
カ
ナ
イ

ヵ
、
斯

フ
思

フ
ノ
デ

ア
リ

マ
ス
。」

と
い
う
質
問
が
で
て
い

る
。
そ

の
せ
い
ば
か
り
で
も
あ
る
ま
い
が
、
以
降

の
禁
猟
区
設
定
は
消
極
的

に
な
り
、
終
戦
後
ま
で
漸

減
し
て
い
る
(9
)。

年
次

昭
十

二

十
七

二
十

二

二
十
七

禁
猟

区
数

十

六
カ
所

十
四

六

五

一
方
農
林
業

の
被
害
を
防
除
す
る
た
め
天
敵
と
な

る
野
生
鳥
獣
を
利
用
す

る
試
み
も

、
昭
和

に
な

っ

て
か
ら
行
わ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た
。
イ
タ
チ
は
明
治

の
開
拓
と
と
も

に
北
海
道
に
侵
入
、
野
生
化
し
た

も

の
で
、
そ
の
生
息
域

の
拡
大

は
開
拓
者
の
生
活
領
域

の
拡
大

に
き
わ
め

て
よ
く
随
伴
し
た
興
味
ぶ

か

い
動
物

で
あ
る
が

(
b3
)
、
野
鼠

の
天
敵
と
し
て
た

い
へ
ん
有

力
な
も

の
で
あ

っ
た
。

北
見
地
方

で
は
造

林
地

の
野
鼠
被
害

に
悩
ま
さ
れ

て
い
た
の
で
、
昭
和

八
年

に
イ

タ
チ
を
禁
猟

と
し
た
と
こ
ろ
、
そ

の
被

害

が
減
少
す

る
放
果
が
あ
ら
わ
れ
た

の
で
、
さ
ら

に
十
四
年

に
は
根
室

、
釧
路
地
方

の
イ

タ
チ
も
禁
猟

と
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。
ま
た
利
尻
、
礼
文
島

に
は
昭
和

八
年

と
十

五
年

に
新

た
に
イ

タ
チ
の
人
為

的
放

獣
が
試

み
ら
れ
、

こ
れ
も
野
鼠
駆
除

に
効
果
を
あ
げ
た
(
3。
)
。

ま
た
北
海
道

に
生
息

し
て

い
な
か

っ
た

コ
ウ
ラ
イ

キ
ジ
を
狩
猟
鳥

と
し

て
導
入
、
放
鳥
す

る
試
み
も

昭
和
五
年

か
ら
日
高
種
馬
牧
場

(
浦
河
)
、
胆
振
種
馬
所

(
長
万
部
)

な
ど

で
行
わ
れ
、
そ

の
こ
長

ら

く
禁
猟

の
措
置
が
と
ら
れ
た

の
で
、
日
高
、
胆
振
、
渡
島

地
方

を
中

心
と
し
て
定
着
す

る
よ
う

に
な

っ

た
。
戦
後

は
猟
友
会

に
よ

る
放
鳥
が
行

わ
れ
、
昭
和
四
十

一
年
か
ら
は
放
鳥

に
対
す
る
道
費
補
助
金
も
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,

計
上
さ
れ
た
,

こ
う
し
て

コ
ウ

ラ
イ
キ
ジ
の
生
息
数

は
昭
和
四
十

六
年

に
は

一
四
、
三
〇
〇
羽
が
確
認

さ
れ
、
そ

の
後
も
増
加

の
傾
向
が

み
ら
れ
る
た
め

(
昭
和

四
十
三
年

か
ら
の
試
験
解
禁
を

へ
て
)
昭
和

五
十

一
年
以
降
、
地
域
を
定

め
て
解
禁
さ
れ

て
い
る
。
し

か
し

一
面
に
お
い
て
は
、
増
殖
し
た

コ
ウ
ラ

イ

キ
ジ

に
よ
る
農
作
物

被
害

が
顕
在
化
し
て
き

た
と

こ
ろ
も
あ
り
、
放
鳥

の
あ

り
方

に
再
検
討

を
せ
ま

ら
れ
る

よ
う

に
な

っ
て
き
て
い
る
。

全
道
的
な
狩
猟
者
団
体
で
あ
る
北
海
道
猟
友
会

は
昭
和

九
年

に
結
成

さ
れ

、
狩
猟
者

の
資
質
の
向
上

に
貢
献
し
て

い
る
。
太
平
洋
戦
争
が

は
げ

し
く

な
る
と
猟
友
会
も
北
海
道
狩
猟
報
国
会
と
名
を
変
え
、

軍
用

に
供
す

る
野
兎
毛
及
お
よ
び
羽
毛
の
収
集

に
あ
た

っ
た
。
昭
和
十
七
年

に
は
毛
皮
四
万
枚

、
羽
毛

二
〇
〇
貫
を
軍

に
献
納
し
た
と
い
う
記
録
が
残

っ
て
い
る
(-o
)。

太
平
洋
戦
争
後
、

ア
メ
リ
カ
占
領
軍
は
、
鳥
獣
保
護
、
国
立
公
園
整
備
な
ど
文
化
行
政
面

の
指
導

に

も
力
を
入
れ
、
ま
た
戦
時
中

に
荒
廃
し
た
林
野
の
復

旧
を
は
か
る
た
め
に
は
、
害
虫

の
天
敵

と
な
る
有

益
鳥

類
を
保
護
す
る
必
要
が
あ

っ
た
た
め
、
鳥
獣
保
護
施
策
も
次
第

に
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

国
民

一
般

の
愛
鳥

思
想

を
高
揚
す
る
た
め
の
バ

ー
ド

ウ
ィ
ー
ク
も
、
昭
和

二
十
五
年

か
ら

(バ

ー
ド
デ

ー
は
二
十

二
年

か
ら
)
占
領
軍

の
指
導
に
よ

っ
て
設

け
ら
れ
た
。

昭
和

二
十
五
年

に
は
鳥
獣
保
護
区

の
制
度
が

で
き
、

二
十
七
年

に
支
笏
湖
と
大
沼

に
北
海
道

で
は
じ

め
て

の
鳥
獣

保
護

区
が
設
定
さ
れ
た
。

狩
猟

法

は
昭
和
三
十

八
年

に

「
鳥
獣
保
護
及
ビ
狩
猟

二
関

ス
ル
法
律
」
と
し
て
大
改

正
さ
れ
、
鳥
獣

保
護

事
業
計
画
制
度

、
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
、
鳥
獣
保
護
員
制
度

、
鳥

獣
保
護
事
業
及
び
狩
猟

行
政
の
た
め

の
目
的
税
i

入
猟
税
1
が
そ
れ
ぞ
れ
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
鳥

獣
保
護
行
政

に
と

っ
て
は
画

期
的
な
前
進
が
み
ら
れ
た
。

従
来

の
禁
猟

区
は
鳥
獣
保
護
区

に
吸
収

さ
れ
、

昭
和

三
十
九
年
度

か
ら
は
鳥

獣
保
護
事
業
計
画
が
た

て
ら
れ
、
鳥

獣
保
護
区

な
ど
も
計
画
的
に
設
定
さ
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。
各
事
業
計

画
期
ご
と

の
鳥
獣

保
護
区

の
設
定
実
績

(増
加
分
)
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る

(
な
お
、
昭
和
五
十

二
年

三
月

の
現
況
が

合
計
数
値

と
な
ら
な
い
の
は
、
途
中

で
保
護
区

の
改
廃
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
る
)
。

法
改
正
前

第

一
次
計
画

第

二
次
計
画

第

三
次
計
画

昭
五
二
現

況

(昭

39
～

41
)

(
昭
42
～
46
)

(
昭
47
～
51
)

保
護
区
数

二
八
ヵ
所

一
六
八

四
九

五
三

二
八
五

面

積

一
〇

八
千

㎞

七
五

五
二

四
九

二
五
四

鳥

獣
保
護

区
は
こ
の
よ
う

に
.か
な
り
増
加
し
た
。
し
か
し
実
態

と

し
て
は
、
禁
猟
と

い
う
規
制

は
あ

る
が

、
鳥
獣

の
生
息
環
境
を
保
護
す
る
た
め
環
境

の
改
変
を
規

制
で
き

る
部
分

は
き
わ
め
て
僅

か
で
あ

る

(約

二
五
万
四
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
約

二
万

ヘ
ク
タ
ー

ル
が
特
別
保
護
地

区
と
し
て
規

制
力
が

は

た
ら
く
)
。

そ

の
ほ
か
鳥
獣
保
護
行
政
の
根

本
問
題

と
し
て
、
狩
猟

の
存
続
そ

の
も

の
の
可
否
、
か
り
に
存
続
す

る
と
し
て
も
そ

の
あ
り
方
、
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
林
業
等

の
被
害

の
救
済
、
野
生
鳥
獣

の
生
息
数

な
ど

生
態

の
科
学
的
把
握
と
適
正
な
管

理
、
鳥
獣
保
護

に
要
す
る
経
費
負

担
の
あ
り
方
、
な
ど

の
問
題
が
あ

ら

た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。

鳥

獣
保
護
行
政
を
担
当
す

る
北
海
道

の
窓

口
は
、
戦
前

は
主
と
し
て
銃
猟

に
と
も
な
う
保
安
維
持

の

観
点

か
ら
警

察
部
保
安
課

に
あ

っ
た
が

、
戦
後

は
林
野
行
政
と
の

一
貫
性
を
も
た
す
た
め
林
務
部
林
政

課

(
猟
政
係
)

に
移
さ
れ
、
公
害

、
自
然
保
護
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
り
は
じ
め
た
昭
和

四
十

六
年

に
は
環
境
局
自
然
保
護
課

(
野
生
鳥
獣
係
)
が
新
設

さ
れ
、
四
十
七
年

か
ら
は
生
活
環
境
部
自
然
保
護

課

(鳥

獣
保
護
係
)
が
所
管
し

て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
頃
か
ら
世
間

一
般
の
人

々
の
間
に
は
、
野
生

鳥

獣

の
豊
か
な
環
境
は
と
り
も

な
お
さ
ず
、
人
間

の
生
活
環
境

に
と

っ
て
も
豊

か
さ
を
も
た
ら
し
て
く

れ
る
も

の
、
と
の
認
識
が
高

ま
り

つ
つ
あ
る
。

〈
註
〉

(1◎(9)(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

松
浦
武
四
郎

・
東
蝦
夷
日
誌

(
時

事
新
書
、
昭
三
七
)
三
四
五
頁
。

福
山
秘
府

(
新
撰
北

海
道
史
史

料
1
、
昭
十

一
)

一
四
二
頁
。

犬
飼
哲
夫

・
北

の
風
土

と
動
物

(
昭

一
八
)

a
一
九
四
頁
、

b

=

=

頁
、

c

二
二
三
頁
。

開
拓
使
事
業
報
告
第

二
編

(
明

一
八
)

四
九

二
頁
他
。

北
海
道
志

(
明

一
七
)

(
昭

四
八
復
刻
)

上
四
〇

二
頁
。

明
治
三
四
年
分
は
殖
民
公
報

一
〇
号
、
明
四
〇
以
降

は
北
海
道
庁
統
計
書

に
よ
る
。

北
海
道
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書

(
大

一
三
)

(
昭
四
九
復
刻

)
二
三
七
頁
。

葛
精

一
・
釧
路
国

に
於
け
る
丹
頂

に
就

て

(
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
第

三
集
第

四
号
)
三

一
九
頁
。

林

野
庁

・
鳥
獣
行
政

の
あ
ゆ
み

(
昭

四
四
)

一
五
三
頁
。

北
海
道
新
聞
年
鑑

(
昭
十
九
版

)
三
五
三
頁
。
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